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第 1章 緒言

第 1節 はじめに

うどんこ病菌は,菌界の子嚢菌門Ascomycota,Pezizomycotina,Leotimycetes,ウドンコカ

ビ目Erysiphalesに所属し,ウドンコカビ科 Erysiphaceael科を構成する.うどんこ病菌は,

植物の茎,莱,果実などの表面に寄生して生活する絶対寄生菌類で,多くの種類があり,農

作物や主要樹木に寄生する種類はうどんこ病の病原菌として古くから注目され,かつ重視さ

れてきた.うどんこ病菌の宿主植物の調査は,菌の寄生範囲や地理的分布を明らかにする上

から,また農作物のうどんこ病の媒介植物としての雑草寄生を知る上からも重要である.

うどんこ病菌およびその寄主植物の種類と,それらの地域分布は多くの研究者によって研

究され,寄主植物は現在までに日本全体で950種以上がみつかっている.新潟や四国をはじ

め国内の多くの地域で調査が行われ,四国では297種(組合せ)の宿主植物が記録されている

(本間 1976,1979,1981).一方,中国地方では47種類の寄主植物しか記録されていないため,

本研究で岡山県のうどんこ病菌について調査することにした.比較的温暖な気候の岡山県で,

いくつかの日本新産種,未記録の寄主植物や新たに完全世代の形成が確認された.本論文で

は,それらのうどんこ病菌についての形態的特徴を記載し,岡山県で採集された約 950標本

からうどんこ病菌 87種と62科 160属 224種の寄主植物の目録を作成した.

第 2節 うどんこ病菌の分類の歴史

第 1項 世界の歴史

うどんこ病菌が近代科学の文献に現れたのは,野村(1997)によると, ｢Linne(1753)の"

SpeciesPlantarum''にMucorErysipheとして記述されたのが最初とされる.1851にLeveille

によってウドンコカビ科Erysiphaceaeが設立されて,本格的な分類学研究が開始された.ウ

ドンコカビ科の世界的モノグラフの出版はSalmon(1900)が最初で,このモノグラフは以後の

うどんこ病菌の分類学研究に大きな影響を与えた.

Blumer(1933)はヨーロッパのウドンコカビ科のモノグラフ,そしてTai&Wei(1932-1946)

は中国産モノグラフを発表した.さらにGolovin(1956,1958),Blumer(1967),Junell

(1966,1967)の研究によって,従来の分類では複合種と見なされる幾つかの種が整理された.

1978年頃から,U.Braunがウドンコ菌科の新体系の樹立に努め,Braun(1987)を出版 した.

中国ではZhengらも19$7年に ｢中国真菌誌第-巻白粉菌目｣を出版 した.｣

その後,Belangeretal.(2002)によってThePowderymildews:AComprehensiveTreatiseが出

版された.これは分類だけでなく,生理学的 ･疫学的なうどんこ病菌の生態についてまとめ

られたものである.これによってウドンコカビ科の分類体系が新しく整理されることになっ

た.
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第 2項 日本の歴史

野村(1997)によると, ｢日本のウドンコ病菌が最初に学会に発表されたのは Berkeleyand

Curtis(1858)の新属 Cystothecaの 1新種 C.wrightiiBerk.M.A.Curtisである.以後 1800年代

に日本で採集されたうどんこ病菌の多くは他の菌群の菌類と同様,p.Hennings,H.Sydowお

よび E.C.Salmonに送られ,同氏らによって同定発表された.

1900年代に入ると,西田(1902)による富山県のうどんこ病菌,吉野(1905)による熊本県の

うどんこ病菌, Togashi(1924)による北海道利尻,礼文両島のうどんこ病菌などがそれぞれ

独自の種同定によって発表された.宮部(1907)によりクワのうどんこ病菌が新種 uncinula

moriI.Miyakeとして発表され,宮部金吾によりSawadaea属が創設され発表されるなど,日

本の菌学者自身による新属や新種の記載発表も行われた.Homma(1937)のモノグラフはこれ

らを整理し,自身の見解を加えた分類体系によって記述し,11属 74種が含まれる.以後日

本におけるうどんこ病菌の分類学的研究は,最近までほぼ同氏の分類体系によって行われた.

日本各地のうどんこ病菌研究は次第に盛んとなり,高松ら(1978:三重県),佐藤(1980:富

山県),高松(1982:福井県)などの報告が発表された.また,和田 ･平田(1977)は,当時ま

での日本産 うどんこ病菌の全種類と既知宿主植物全ての目録を公表 した.

また,Hirata(1966)は ｢Hostrangeandgeographicaldistributionofthepowderymildews｣を自

費出版 し,世界の主要歯学研究機関に配布 し,さらに 1986年に改訂増補版を学会出版センタ

ーから出版 した(Amano1986).同書は世界の種子植物 9838種を分類群順に列挙し,それぞれ

の植物に報じられたうどんこ病菌の全てを分布地域と共に掲げたリス トと,3937点におよぶ

世界中の文献を集めたリス トから成るもので,世界のウドンコ病菌研究者に広く利用されて

きた.

1970年代後半より,日本人研究者もU.Braunと連絡をとりながら研究を進めた結果,野村,
丹田らがU.Braunらの分類 (種の概念)に基づき日本新産種等を発表 していった.日本産 う
どんこ病菌は次第に数を増し,大谷(1988)は ｢日本菌類誌第 3巻第 2号｣で,日本産ウドン

コカビ科をBraunの分類体系によって整理し,研究に便宜を与えた.この著書で,日本産ウ

ドンコ菌は2亜科 14属 166種(変種を含む)となった.さらに野村(1997)は標本をU.Braun
らの分類体系により分類整理 し,日本産 うどんこ病菌 14属 199種(変種などを含む)をまとめ

た.｣と記されている.

しかし,高松(2002)にあるようにうどんこ病菌の分類体系は分子系統学の研究成果に基づ

いて大幅に改変された.
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に日本で採集されたうどんこ病菌の多くは他の菌群の菌類と同様,p.Hennings,H.Sydowお

よび E.C.Salmonに送られ,同氏らによって同定発表された.
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第3節 うどんこ病菌の形態分類の改変

第 1項 Braun(1987)の分類体系とその問題点

Braun(1987)の分類体系は,ウドンコカビ科を内部寄生性のフイラクチニア亜科と表皮寄生

性のエリシフェ亜科の2亜科に分類する.

まず,内部寄生性のフイラクチニア亜科(subfamilyPhyllactinioideae)には,閉子嚢殻の付属

糸の形態により3属に分類される.完全世代と不完全世代は次のように一致する.Leveillula

属-Oidiopsis属,Phyllactinia属-Ovulariopsis属,Pleochaeta属-Streptopodium属.この 3
属は分生子単生型で,分生子世代の内部寄生 ･半内部寄生性によってフイラクチニア亜科一

つにまとめられた.

次に,表皮寄生性のエリシフェ亜科(subfTamilyErysiphoideae)は2つの連に分けられる.閉

子嚢殻の子嚢の数が複数のエリシフェ連と,単数のシス トテ-カ連である.エリシフェ連

(TribeErysipheae)は,さらに閉子嚢殻の付属糸の形態によって5つの亜連に分かれる.①ェ

リシフェ亜連 (subtribeErysiphinae)付属糸は菌糸状,②ミクロスフアエラ亜連 (subtribe

Microsphaerinae)付属糸は二又分岐,③ウンシヌラ亜連 (subtribeUncinulinae)付属糸は先端

渦巻き,④サワダェア亜連 (subtribeSawadaeinae)付属糸は分岐し先端が渦巻く,⑤ティフ

ロケ一夕亜連 (subtribeTyphulochaetinae)閉子嚢殻頭部にこん棒状の細胞.シス トテ-カ連

(TribeCystotheceae)は閉子嚢殻の中に子嚢は 1個である.しかしこの分類は閉子嚢殻の付属

糸の形態に注目し,分生子世代の形態を軽視したため,不完全世代の形質とあわず,エリシ

フェ連の中に単生の分生子 (Pseudoidium型)と鎖生の分生子 (Euoidium型)が入 り交じる

こととなった (第 1表).

第2項 分子系統解析の結果を受けて改変された新しい分類体系

近年になって多くの遺伝子データが蓄積され,不完全世代の特徴を分類基準に入れるとよ

り筋道の整った分類ができることがわかった.そこで,Braun(1999)およびBraunand

Takamatsu(2000)によって新分類体系が発表された.それによって,ウドンコカビ科は,内部

寄生菌は 1連に,表皮寄生菌は4連に分かれた.この分類は分生子世代の特徴を支持 した系

統解析を考慮にいれたため,分生子世代の形質ともよく一致した (第 2表).

大きく変わった点は,Erysiphe属の二つの節 Galeopsidis節とGolovinomyces節が独立した

属としてNeoefySiphe属とGolovinomyces属になった.また以前は付属糸の形態から別々の属

としていた,Erysiphe属,Microsphaera属,Uncinula属は,分子系統解析の結果を受けてひ

とつの属になり,その中でETySiphe節,Microsphaera節,Uncinula節として分類された.

またTakamatsuetal(2005a,b)は UncinulaseptataとUncinulaforestalisに対して,新属

Parauncinula属とCaespitotheca属を提唱した.

高松(2002)によると,新しい Erysiphe属は,かつての ETySIPhe属 Erysiphe節,Uncinula

属および Microsphaera属を包含 し,他属に比べて著しく大きな属となっている.そして,

ETySlbhe属 Eryslbhe節は系統的に Uncinula節に属するものとMicrosphaera節に属するもの

がありこの節の分類は系統を反映していない.さらに Typhulochaeta属および Brasiliomyces

属は系統的には Uncinula節の系統群に包含される.そのため今後はこれらのETySlbhe連の分

類について検討が必要だと考えられる.
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第 2章 調査の概要

第 1節 岡山県の自然環境

第 1項 岡山県の地質と地形

猪木 ら(2008)によると,岡山の地質と地形は以下のように書かれている.最終氷期になる

と中国地方にも人類が現れる.旧石器遺跡はおもに瀬戸内海沿岸に分布するが,中国山地の

山間盆地や 日本海側にまでもみとめられている.当時の中国山地はチョウセンマツやメツガ

などの亜高山帯性の針葉樹林におおわれていて,きびしい寒冷気候であったと想定される.

阿哲地域の鍾乳洞や日本海海底からナウマンゾウが発見されている.最終氷期末になると土

器の作成がはじまった.完新世に入ると,縄文式土器が各地に急速に広まる.縄文時代の大

半は,低地はカシ類 ･シイ類を主とする常緑広葉樹林 (照葉樹林)に,高地はブナ ･ミズナ

ラを主とする落葉広葉樹林におおわれた.

縄文時代晩期～弥生時代のはじめには,沖積低地において水田がひらかれはじめる.この

時代から鉄器が使用されはじめるが,その原料として砂鉄が使用された可能性もある.鉄穴

ながLによる砂鉄の生産は,そのあと中国地方全般に広まり,とくに,1600年前後からの約

300年間,さかんにおこなわれた.鉄穴ながLによる地表面の破壊と,たたら製鉄用木炭製

造のための伐採の影響で,原生林はアカマツやコナラの二次林-と急速に変わった.

中国地方の石灰岩はほとんどすべてが石炭～ペルム紀の生物礁およびそれに由来するも

のである.鉱床は岡山県阿哲 ･成羽川一芳井 ･広島県帝釈 ･瀬戸内島しょ･山口県美祢 ･半

田一蔵 日暮地域などに分布する.阿哲地域では,30鉱山が稼行 しており (1980年現在),そ

の大部分は阿哲石灰岩のペルム紀の塊状鉱を採掘している.さらに新見市北西地域には長径

約 3km,短径約 0.6kmの石灰岩が採掘されている.また,阿哲台西部では大規模な採掘がお

こなわれる.成羽川一芳井地域でも4鉱山が稼行しているように,岡山県は石灰岩の地域の

多い地域である.

また,珪藻土は中国地方の産地は島根県の隠岐島後と岡山県の蒜山原の2地域である.真

庭市八束村 ･川上村一帯の蒜山原に分布する中部更新続の蒜山原層の下部に,止水性のよい

潮水浮遊ケイ藻を含む層準がある.また燃料鉱床として中国地方では,三畳紀の無煙炭が山

口県中央西部一瀬戸内海沿岸および岡山県西部などに分布 している.そのほか,小規模では

あるが新第三紀の褐炭～亜渡青炭も知られている.

中国山地は,中国脊梁山地およびその南の吉備高原 ･世羅台地をふくむ中国山地一帯には,

おもにアルカリ玄武岩からなる小丘や小規模な台地が点在 し,火山地形がかなりよく保存さ

れている.津山周辺と吉備高原では,上部マン トルに由来すると考えられる超塩基性の捕獲

岩がふくまれている.津山市およびその周辺には小玄武岩丘が散在 している.吉備高原はお

もにアルカリ玄武岩からなる38の小丘群がある.瀬戸内海地域の火山岩類は,山口県東部に

分布するほか,岡山県南部にもわずかにみらる.岡山県南部では児島半島の番田と倉敷市串

ノ山に火山岩が記録されている.以上の猪木ら(2008)によると,中国山地一帯はアルカリ性

の土壌が多いことがわかる.
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第 2項 岡山県の気候 と植物

理科年表(2009),高等地図帳(2003)･社会科中学生の地理初訂版(2006),新詳高等地図(2007)

によると,日本は世界的に見ても降水量が多く,緑に恵まれている.中国地方は温暖湿潤気

候 cfaの気候区で,温帯常緑広葉樹林帯にあたる･その中で,岡山県は瀬戸内型の気候区に

入 り,土壌帯は赤黄色土で温暖で湿潤な地方である.そして瀬戸内地域は冬と夏のどちらの

季節風も,中国山地と四国山地に遮られるため 1年を通じて降水量は少なくなる傾向がある.

年降水量は 197ト2000の月別平年値(mm)は 1141･Ommで,北海道の各計測地点と同程度であ
る.

理科年表(2009)によると陸域環境(Fig･1)は,中国地方は雨緑樹林,サバナで,インドシナ

半島やインドの広い範囲と同じ生態系である(Fig･1)･岡山県の植生分布は,県北の中国山地

に冷温帯落葉広葉樹林帯 (裏 日本型ブナ林) (ブナーマルバマンサク群落 ･ブナーヒメアオ

キ群落 ･ブナークロモジ群落),県中部を中心に吉備高原に温暖帯照葉樹林 (山地型) (ウ

ラジロガシーサカキ群落 ･シラカシ群落),県南は温暖帯照葉樹林 (沿岸型) (スダジイー

ヤブコウジ群落 ･タブーイノデ群落)である･また日本は高等植物の種数は5565種でそのう

ちの 36%が固有種である･東アジアのなかでも固有種が多いことが理科年表から読み取れ
る

∈∃ 熱帯.亜熱帯多雨林 監≡=ヨ針発樹林 皿 乾燥荒原

磁歪≡a照葉樹林,硬兼樹林 宙 両線樹林,サバナ [=コ 寒地荒原

大島 (原図).

Fig.1世界の生態系分布
出所:昏立天文台r理科年表平成22年度版Jより,

(小島ら2005)によると･岡山県県南の岡山市の年平均気温は 14-15℃,吉良(1945)によ

る温かさの指数は 120-130(岡山県環境部編,1975),年降水量は 1200-1300mm(岡山地方気

象台編,1991)で,瀬戸内気候区に属する(Fig･3)･岡山県中部は吉備高原,北部は蒜山高原
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る

∈∃ 熱帯.亜熱帯多雨林 監≡=ヨ針発樹林 皿 乾燥荒原

磁歪≡a照葉樹林,硬兼樹林 宙 両線樹林,サバナ [=コ 寒地荒原

大島 (原図).

Fig.1世界の生態系分布
出所:昏立天文台r理科年表平成22年度版Jより,

(小島ら2005)によると･岡山県県南の岡山市の年平均気温は 14-15℃,吉良(1945)によ

る温かさの指数は 120-130(岡山県環境部編,1975),年降水量は 1200-1300mm(岡山地方気

象台編,1991)で,瀬戸内気候区に属する(Fig･3)･岡山県中部は吉備高原,北部は蒜山高原
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と中国山地,そ して南部は湿地やため池も点在 し,湿 性植物,水 生植物の宝庫となっている。

県南部の岡山市は岡山県のほぼ中央南部に位置 し,温 暖で雨の少ない瀬戸内気候(Fig。3)と変

化に富んだ地形や地質により,特 色のある植物相が見られる。

また岡山の自然と環境問題(2004)によると,温 度条件によって異なつたタイプの森林が出

現する.岡 山の年平均気温が 16‐18℃の間であるので県中部(南側)～南部が照葉樹林体,そ し

て県中部(北側)～北部が落葉広葉樹林体が出現する(Fig。2)。

‐ 高山帝植生
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梵傷
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‐

鍔 躍 孵
諄境 ∫辮

十相

卜:===1冷温帯薔素広葉樹林(表日本型プナ林)
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″ハ 亜熱帯多爾林

O
Miyawaki(1975)に よる。

大沢済,吉 良龍夫,越 田豊.田 沢仁,本 城市次郎編 :“基礎生物学ハンドブック
",p.134,岩

波書a980。
Fヒ.2日本の植生分布
出所:日立天文台「理科年表平成22年度版」より.

Fヒ.3日本の気候区分
出所:帝国書院「中学校社会科地理初訂版」より。

第 2節  岡 山県における植物相の特徴

第 1項  ソ ハヤキ区系と岡山の植物相について

日本大百科全書(1984‐1994)によると,日本の植物区系は,西 南諸島と小笠原諸島を除けば,
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てアフガニスタン東部に及ぶ地域である。この日華区系区は過去において氷河の影響が少な
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ルマ,キ ブシ, トチュゥの各科が固有である。モクレン,サ クラ,ア ジサイ,ツ ツジなどの

種類が多く,イ チ ョウ,ス ギ,メ タセコイア属など古い形質を持つ裸子植物の生育すること

が特徴である。
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よると日本列島の地方的植物区系は 9つ に区分される。(1)えぞ ―むつ地域,(2)日本海地域,



(3)関東地域,(4)フォッサマグナ地域,(5)ソ-ヤキ地域,(6)美濃 (みの) 一三河地域,(7)
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Fig.4日本の地方区域(A:阿哲地域)
出所:前川文夫r日本の権物区系Jより.
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第2項 岡山県の森林

岡山県の地形は,岡山の自然と環境問題(2004)によると,地形的に北部,中部そして南部

に3分類することができ,北部は標高 900-1300mの中国山地に属 し,中部は300-700mの吉

備高原面,その南面は 300m以下の低山,丘陵と3本の一級河川によって形成された沖積平

野とがモザイク状に拡がる瀬戸内面である.そして温度環境と水分環境が植物分布(植生)に

最も強く影響する.岡山県下の降水量は中国山地では年間 2400mm 以上,瀬戸内海地域は

1100mm前後あり,森林はどこでも成立する水分環境であるため(Fig.6),温度条件によって

異なったタイプの森林植生が出現する.

岡山県下では全体として南から北-と標高があがり,平行 して気温が低下する.基本的に

は地形と平行して南北方向に植生が変化する.さらに,植物の生育には地質条件が影響する

ことがあり,県北西部の石灰岩地帯などは局地的に特有の植生が分布する.また ｢人間の干

渉｣ が地域の植生を決定する重要な要因になる.

岡山県を含む中国地方は日本で最も古くから人間が住み着き,文化を開いた地域で,瀬戸

内海は交通の要路でもあり,長期間にわたり,日本において最も自然植生が破壊された地域

である.
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第 3項  南 部瀬戸内地域

岡山の自然と環境問題(2004)によると,瀬 戸内面は全国有数の規模 と数の古墳が存在 し,

県下で最も古くから強度の人間干渉が加えられてきた地域である.こ の地域の自然植生であ

る常緑広葉樹林は現在ほとんど存在せず,そ の地域のほとんどはアカマツニ次林となってい

る。南部瀬戸内面地域で今も自然性の高い常緑広葉樹林はいずれも小面積であるが①由加山

(倉敷市 :瀬戸内海国立公園),②牛窓八幡宮(邑久郡牛窓町 :瀬戸内海国立公園),③金山人幡

宮(岡山市),④ 猿掛山(倉敷市真備町 ・小田郡矢掛町),⑤ 高良人幡宮(備前市 日生町),⑥ 八木

山(備前市),⑦ 久々井八幡宮(備前市)である。

第 4項  中 部吉備高原地域

岡山の自然と環境問題(2004)によると,吉 備高原は主に古生層や花闇岩類からなり,特 に

西部には石灰岩が広く分布し,石 灰岩地特有の植物が出現する。平坦地である吉備高原には

古くから人が住み着き,植 生はその影響を受けている。この地域の自然植生は,北 部中国山

地のブナを主体とする落葉広葉樹林と南部瀬戸内面の常緑広葉樹林の移行帯にあたる.本 来

は,モ ミ・ツガ林やシラカシ ・アカガシなど常緑カシ林が主体となつていたと思われる。し

かし現在は,ス ギ ・ヒノキの植林地のほか,大 部分はアカマツニ次林,ア ベマキ ・コナラ林

となつている.河 川が少ないため水田は少なく,畑 地 ・放牧地とがモザイク状に広がってい

る.今 も自然性の高い森林(落葉広葉樹林=常緑広葉樹林移行帯)が見られるのは③臥牛山(高

梁市 :高梁川上流岡山県立自然公園),⑨大平山φ口賀郡吉備中央町 ・有漢町 :岡山県自然環

境保全地域),⑩塩滝(落合町 :岡山県自然環境保全地域),①滝宮(美作市),⑫本山寺(久米郡

美咲町),⑬大聖寺(美作市),⑭御前神社(総社市),⑮波多(久米郡久米南町 :郷土自然保護地

域),⑬幻住寺(久米郡美咲町 :郷土自然保護地域),①荒戸山(新見市哲西町),⑬宇甘渓φ口賀

郡吉備中央町 :すぐれた自然環境を有する地域),⑩ 九谷(岡山市 :郷上記念物)で,こ の地帯

の植生を特色づけるのはアカマツ林である。

第 5項  北 部中国山地

岡山の自然と環境問題(2004)によると,北部中国山地地域の地質は主として花闇岩である。

花岡岩には砂鉄が含まれるので砂鉄精錬による鉄生産(たたら製鉄)が中国山地に定着し,6

世紀頃(古墳時代後期)から明治中期まで長期にわたつて広い範囲で展開されてきた。中国山

地は日本で最もたたら製鉄が行われた地域で,大 規模な自然破壊が行われた。そのようなこ

とから,本 来の自然植生であるブナ林は,今 では中国山地の海抜 750‐800m以 上で点状に残

存しているだけで,ほ かはすべて代償植生の二次林となっている。中国山地の二次林で最も

広く分布するのはスギ,ヒ ノキの植林地で,あ とはミズナラ 0コナラ類種のカエデ類からな

る,ブ ナを欠いた落葉広葉樹林である。また,蒜 山高原や北部の火山灰は有名な放牧地帯で

ある。岡山県下中国山地において,自 然性の高い森林である落葉広葉樹林は④毛無山(真庭

市 :大山隠岐国立公園),(21)蒜山(真庭市 0川上村 :大山隠岐国立公園),(22)若杉(英田郡西

粟倉村 :氷ノ山後山那岐国定公園),(23)後山(英田郡東粟倉村 :氷ノ山後山那岐国定公園),

(24)那岐山・滝山(勝田郡奈義町 :氷ノ山後山那岐国定公園),(25)赤和瀬(苫田郡上斎原村 :岡

山県湯原 ・奥津自然公園)の各場所である。
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第 3項 南部瀬戸内地域

岡山の自然と環境問題(2004)によると,瀬戸内面は全国有数の規模と数の古墳が存在 し,

県下で最も古くから強度の人間干渉が加えられてきた地域である.この地域の自然植生であ

る常緑広葉樹林は現在ほとんど存在せず,その地域のほとんどはアカマツ二次林となってい

る.南部瀬戸内面地域で今も自然性の高い常緑広葉樹林はいずれも小面積であるが①由加山

(倉敷市 :瀬戸内海国立公園),②牛窓八幡宮(邑久郡牛窓町 :瀬戸内海国立公園),③金山八幡

宮(岡山市),④猿掛山(倉敷市真備町 ･小田郡矢掛町),⑤高良八幡宮(備前市日生町),⑥八木

山(備前市),⑦久々井八幡宮(備前市)である.

第4項 中部吉備高原地域

岡山の自然と環境問題(2004)によると,吉備高原は主に古生層や花樹岩類からなり,特に

西部には石灰岩が広く分布 し,石灰岩地特有の植物が出現する.平坦地である吉備高原には

古くから人が住み着き,植生はその影響を受けている.この地域の自然植生は,北部中国山

地のブナを主体とする落葉広葉樹林と南部瀬戸内面の常緑広葉樹林の移行帯にあたる.本来

は,モミ･ツガ林やシラカシ ･アカガシなど常緑カシ林が主体となっていたと思われる.し

かし現在は,スギ ･ヒノキの植林地のほか,大部分はアカマツ二次林,アベマキ ･コナラ林

となっている.河川が少ないため水田は少なく,畑地 ･放牧地とがモザイク状に広がってい

る.今も自然性の高い森林(落葉広葉樹林-常緑広葉樹林移行帯)が見られるのは⑧臥牛山(高

梁市 :高梁川上流岡山県立自然公園),⑨大平山(加賀郡吉備中央町 ･有漢町 :岡山県自然環

境保全地域),⑩塩滝(落合町 :岡山県自然環境保全地域),⑪滝宮(美作市),⑫本山寺(久米郡

美咲町),⑬大聖寺(美作市),⑭御前神社(総社市),⑬波多(久米郡久米南町 :郷土自然保護地

域),⑯幻住専(久米郡美咲町 :郷土自然保護地域),⑰荒戸山(新見市哲西町),⑱宇甘渓(加賀

郡吉備中央町 :すぐれた自然環境を有する地域),⑲九谷(岡山市 :郷土記念物)で,この地帯

の植生を特色づけるのはアカマツ林である.

第 5項 北部中国山地

岡山の自然と環境問題(2004)によると,北部中国山地地域の地質は主として花園岩である.

花樹岩には砂鉄が含まれるので砂鉄精錬による鉄生産(たたら製鉄)が中国山地に定着 し,6

世紀頃(古墳時代後期)から明治中期まで長期にわたって広い範囲で展開されてきた.中国山

地は日本で最もたたら製鉄が行われた地域で,大規模な自然破壊が行われた.そのようなこ

とから,本来の自然植生であるブナ林は,今では中国山地の海抜 750-800m 以上で点状に残

存しているだけで,ほかはすべて代償植生の二次林となっている.中国山地の二次林で最も

広く分布するのはスギ,ヒノキの植林地で,あとはミズナラ ･コナラ類種のカエデ類からな

る,ブナを欠いた落葉広葉樹林である.また,蒜山高原や北部の火山灰は有名な放牧地帯で

ある.岡山県下中国山地において,自然性の高い森林である落葉広葉樹林は⑳毛無山(真庭

市 :大山隠岐国立公園),(21)蒜山(真庭市 ･川上村 :大山隠岐国立公園),(22)若杉(英田郡西

粟倉村 :氷ノ山後山那岐国定公園),(23)後山(英田郡東粟倉村 :氷ノ山後山那岐国定公園),

(24)那岐山 ･滝山(勝田郡奈義町 :氷ノ山後山那岐国定公園),(25)赤和瀬(苫田郡上斎原村 :岡

山県湯原 ･奥津自然公園)の各場所である.
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第 3章  材 料と方法

第 1節 材 料

本研究を纏めるにあたり使用した標本は,筆者が 2000年以来岡山県各地で採集した標本の

ほか,幾 人かの研究者のご好意によつて藤岡に寄贈された標本である。藤岡自身が採集した

標本および寄贈を受けた標本は筆者の自宅の藤岡標本庫に保管している(KFMH:Kayoko

Fttioka Mycological Herbarium;〒715-0004岡山県井原市木之子町 3155).

第 2節  方 法

分生子世代の標本は採集直後にセロファンテープ法によって観察および計測し,同 時に顕

微鏡写真を撮影した。セロファンテープを病斑に押し当てることによつて,菌 糸や分生子を

とり,水 をマウント液として観察した。セロファンテープは水に触れると時間とともにふや

けて波打つために観察時間が限られていた。そこで後にポリプロピレンフィルムをセロファ

ンテープの代わりに使用した。

閉子嚢殻世代の標本は採集直後または,さ く葉標本にしておいたものを,3%水 酸化ナ トリ

ウムでマウントして観察計測し,同 時に顕微鏡写真を撮影した。

実体顕微鏡 は OLY M P U S  S Z l lと OL Y M P U S  S Z X 1 2 ,生 物顕微鏡 は Nik o n E C L I P S E 4 0 0  0

0 L Y M P U S  B X 4 0  0  Z E I S S  A x i o  l m a g e r正 立顕微鏡 を使用 した。ZEI S S  A x i o  l m a g e rに付属 の

Nik o n  D I G T A L  S I G H T  D S‐ Llに よ つ て サ イ ズ を計 測 し,記 録 した 。 顕 微 鏡 撮 影 に は

Nik o n C 0 0 L P I X 4 5 0 0と OL Y M P U S  C A M E D I A  C‐ 50 5 0を 使用 した .

分生子発芽管の観察は,タ マネギ鱗片を約 1.5cm平方に切 り,使 用するまで 70%エチルア

ルコール中に保存 した。使用時にタマネギ鱗片を 30分以上流水で洗浄 し,ろ紙で表面の水分

をとり,分 生胞子を落下させ,水 を入れたシャーレに浮かべて室温で培養 した。培養 24時 間

後以降,顕 微鏡下で観察を行つた。スライ ドガラスにシャーレから引き上げたタマネギ鱗片

をのせ,水 をマウン ト液としてカバーガラスをかけて生物顕微鏡で観察 し,写真に記録 した。

第 3節  調 査地点について

主な調査地点は,岡 山県岡山市 0新見市 ・小田郡である。岡山県岡山市の中でも岡山大学

演習林,半 田山,竜 口山および旧御津町の旭川沿いを調査 した.新 見市は,草 間地域,弥 高

山,大 佐山や城山公園を中心に調査 した.小 田郡では矢掛高校近辺を調査 した(Fig.7).

昌昌ヨl脚鴛:蠣]北郎

楓轟ヨ器1癖罵罵二開]中都

■II癬罵隔1]商

扉 :』L世繁餞1義   然 と環境融 +は 藤岡の調査地点を記す
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第 4章  結 果

第 1節  日 本新産種

第 1項  タ イ ワ ン フ ウ 0モ ミジバ フ ウ上 の E r y s″力ι ′J g z Jあ″みαrお ( R . Y . Z h e n g & G . Q .

Chen)U`Brttm

EryS″ 乃θ ttηZJあ ″bαrお (R.Y Zheng&G.Q.Chen)u.Braun(2000)           Fig.8,A一 J

葉両面に発生し,菌 叢は永続性で厚 く,円 形または扇状に拡がる。分生子柄は表生の菌糸

からほぼ垂直に分岐し,通 常 2‐3細 胞からなり,分 生子は単生,円 筒形,大 きさ 26.5‐47×

13‐26 μm,フ ィプローシン体を有 しない。分生子発芽管は分生子の肩部から生 じ,複 雑な

拳状 (Polygoni型).菌 糸上の付着器は菌糸の両側から生 じ,幅 約 20 μmほ どの複雑な拳

状.閉 子嚢殻は群生,暗 褐色,偏 球形,径 163-220 μm.壁 細胞は不規則な多角形,大 きさ

8‐13× 15-20 μm。付属糸は長短の 2種 類あり,長 付属糸は赤道面付近から30本程度生じ,

長 さは閉子嚢殻直径の 1‐1.5倍で(115‐)150‐220 μ m,分 岐せず,真 直ぐあるいは湾曲し,基

部に 1つ 隔膜を有すこともある。長付属糸の大さは約 6‐8 μm,基 部は透明から褐色,上 方

に向かい漸細 し,先 端は渦巻き状,先 端に向かつて基部から3分 の 1程度がやや粗面.短 付

属糸は鎌形またはその他の形状,無 色,粗 面,長 さ 15‐50 μm,幅 3‐4 μm.子 嚢は 10‐20

個,た いてい柄があり,矩 園口楕円形,長 卵形,矩 園―卵形あるいは不規則な球形状,(29‐)40‐45

× 57-100 μm。 子嚢胞子は 4‐8個 ,卵 形―楕円形,10‐17× 20‐28 μm.

供試標本 :タイワンフウ に″滅力“bαr/ar″θSα″α Hancc)に寄生.岡 山県岡山市いず

み町運動公園,(2004年 10月 29日 ,KFMH667;2006年 10月 9日 ,KFMH939;2006年 10

月 22日 ,KFMH967;2006年 10月 18日 ,KFMHH24;2005年 H月 26日 ,KFMHl143;2007

年 4月 17日 ,KFMHH46);岡 山県岡山市竜の日,2007年 4月 17日 ,KFMH1272;供 試標

本 :モミジバフウ に″“J山″bαr sヶrασ′“αL.)に寄生.岡 山県岡山市いずみ町運動公園,2007

年 5月 18日 ,KFMHH47,岡 山県岡山市竜の日,2007年 H月 4日 ,KFMH1274.

付記 :今回,フ ウとモ ミジバフウに発生 した菌は,形 態的に中国で報告 されている菌とよ

く一致 し,E.均 "Jあ″bαrおと同定された。Erys″乃θ′″ZJあ“bα″おは日本新産種で,ま たフウ

には今まで日本ではうどんこ病菌の記録がなく (小林,2007),今 回,フ ウを日本における

初めての うどんこ病菌の寄主植物 として記録 した。モミジバフウでのうどんこ病発生記録は

中国でもなく(Amano,1986),新寄主植物 と考えられる。本菌は,短 付属糸があることと,短

付属糸と長付属糸の表面が粗面であること,菌 叢が厚く扇状に広がっていくことが特徴的で

ある。
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第4章 結果

第 1節 日本新産種

第 1項 タイワンフウ･モミジバフウ上のEryslbheliquidambaris(R.Y.Zheng& G.Q.

Chen)U.Braun
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葉両面に発生し,菌叢は永続性で厚く,円形または扇状に拡がる.分生子柄は表生の菌糸

からほぼ垂直に分岐し,通常 2-3細胞からなり,分生子は単生,円筒形,大きさ26.5-47×

13-26pm,フイブローシン体を有しない.分生子発芽管は分生子の肩部から生じ,複雑な

拳状 (polygoni型).菌糸上の付着器は菌糸の両側から生じ,幅約 20〃m ほどの複雑な拳

状.閉子葉殻は群生,暗褐色,偏球形,径 163-220〟m.壁細胞は不規則な多角形,大きさ

8-13× 15-20〃m.付属糸は長短の2種類あり,長付属糸は赤道面付近から30本程度生じ,

長さは閉子嚢殻直径の 1-1.5倍で(115-)150-220〃m,分岐せず,真直ぐあるいは湾曲し,基

部に 1つ隔膜を有すこともある.長付属糸の太さは約 6-8〟m,基部は透明から褐色,上方

に向かい漸細し,先端は渦巻き状,先端に向かって基部から3分の 1程度がやや粗面.短付

属糸は鎌形またはその他の形状,無色,粗面,長さ 15-50〃m,幅 3-4〟m.子嚢は 10-20

個,たいてい柄があり,矩園一楕円形,長卵形,矩園一卵形あるいは不規則な球形状,(29-)40-45

× 57-loojim.子嚢胞子は4-8個,卵形一楕円形,10-17× 20-28FLm.

供試標本 :タイワンフウ (LiquidambarformosanaHance)に寄生.岡山県岡山市いず

み町運動公園, (2004年 10月29日,KFMH667;2006年 10月 9日,KFMH939;2006年 10

月 22日,KFMH967;2006年 10月 18日,KFMHl124;2005年 11月 26日,KFMH1143;2007

年 4月 17日,KFMHl146) ;岡山県岡山市竜の口,2007年 4月 17日,KFMH1272;供試標

本 :モミジバフウ (LiquidambarsoJraCljluaL.)に寄生.岡山県岡山市いずみ町運動公園,2007

年 5月 18日,KFMHl147,岡山県岡山市竜の口,2007年 11月4日,KFMH1274.

付記 :今回,フウとモミジバフクに発生した菌は,形態的に中国で報告されている菌とよ
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第 2項 オオニシキソウ上のETySipheeuphorbiaePeck.

EryslbheeuphorbiaePeck(I874) Fig.9,I,K,L,0-Q

植物体全体に菌叢を生じ,秋に閉子嚢殻を形成する.分生子の発芽管はPolygoni型.閉子

嚢殻は群生または散生し,黒褐色,偏球形,径 92-113pm.壁細胞は不規則な多角形,大き

さは6-ll×13-20pm.付属糸は閉子嚢殻の底面周辺から10-30本程度生 じ,菌糸状,太さは

ほぼ4.5-7pmで不規則に屈曲し,長 さは 150-200pm.子嚢は3-5個,短い柄のある楕円形,

大きさは50-60×32-38pm.子嚢胞子は 3-4個,卵形,大きさ14-20×7-12pm.

供試標本 :オオニシキソウ 【Chamaesycenutans(Lag.)Small;syn.Euphorbiamaculataauct.

nonL.】に寄生.岡山市和気郡佐伯町,2001年 11月 17日,KFMH846;岡山県備前市長船町,

2006年 10月 28日,KFMHIOO5;岡山県岡山市建部町,2007年 11月 3日,KFMH1232.

付記 :オオニシキソクにはアメリカでMicrosphaeraeuphorbiaeBerk.& M.A.Curtisl後に

BraunandTakamatsu(2000)によりETySipheeuphorbiicolaU.Braun&S.Takam.と転属]が報告

されてい る (Amano,1986;Braun,1987).一方,E.euphorbiaeはアメ リカで Euphorbia

匂periclfoliaL.上に発生が報告 されているが,タイプ標本上で しか知 られていない(Braun,

1987).オオニシキソクにはE.euphorbiaeの発生の報告はない.ErysipheeuphorbiicolaとE.

euphorbiaeの違いは,前者が付属糸先端部が二又分岐しMicrosphaera節に所属するのに対 し,

後者は付属糸が菌糸状で分岐せず ElySIPhe節に所属する点にある.今回オオニシキソウ上で

認 められた菌は付属糸が分岐せず,その他の特徴 も E.euphorbiaeに一致 したため,E.

euphorbiaeと同定 した. しか し,Braun(1987)の記述をみるかぎり,E.euphorbiicolaと E.

euphorbiaeの違いは,付属糸の分岐の有無のみであり,その他の形態はよく似ているので,

これら2種の異同については今後さらに検討が必要と考えられる.なお,E.euphorbiaeは日

本新産種である.

第 3項 オオニシキソウ上のPodosphaeraeuphorbiae(Castagne)U.Braun&S.Takam.

Podosphaeraeuphorbiae(Castagne)U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:28(2000)

Fig.9,Ⅰ,∫,M,N,良-T

植物体全体に菌幸を生じ,分生子は鎖生し,楕円一長楕円で,フイブローシン体を有す.発

芽管の形状はFuliginea型.秋に閉子嚢殻を形成する.閉子嚢殻は群生または散生し,黒褐色,

球形,径 80-110LLm.壁細胞は不規則な多角形,大きさは 31-47× 16-25FLm.付属糸は

菌糸状で,5-10本程生 じ,基部は茶色から先端に向かって透明,長さは70-150〃m,太さは

ほぼ 3.8-5.6〃m,先端に向かって若干細くなり,不規則に折れ曲がる.子嚢は 1個,卵形,

大きさ68-糾 × 50-60〃m,先端孔口部は7-19〃m.子嚢胞子は 各個,卵形,大きさは 13-18

× 10-ll〟m.

供試標本 :オオニシキソウ 【Chamaesycenutans(Lag.)Small;syn.Euphorbiamaculataauct.

nonL.]に寄生.岡山県井原市美星町,2006年 10月 21日,KFMH981.

付記 :日本産 Euphorbia属およびその近縁属の植物には, トウダイグサ (Euphorbia
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helioscopiaL.)上にPodosphaeraeuphorbiae-helioscopiae(Tanda&Y.Nomura)U.Braun&S.
Takam.(≡Sphaerothecaeuphorbiae-helioscopiaeTanda&Y.Nomura)が,またエノキグサ

(AcalyphaaustralisL.)上にP.euphorbiae-hirtae(U.Braun&Somani)U.Braun&S.Takam.(≡

S.euphorbiae-hirtaeU.Braun&Somani)が報告されている(TandaandNomura,1986;大谷,

1988;野村,1997).P.euphorbiae-helioscopiaeは付属糸が600-1000〃m と顕著に長く,また

p.euphorbiae-hirtaeも付属糸が長く閉子嚢殻が小さめで子嚢胞子が大きいとい うことから,

本菌とは明らかに区別される.本菌は,各種 Euphorbia属植物上でユーラシア大陸に広く発

生するP.euphorbiaeと一致 した (Braun1987;Cheneta1.,1987).本種は日本新産種である.

なお,本菌はオオニシキソウの同一個体上でETySl'pheeuphorbiaeと混在 していた.オオニシ

キソウ上で うどんこ病菌の分生子世代はごく普通に発生しており,岡山県内でも且

euphorbiaeは閉子嚢殻を数カ所で確認 したが,P.euphorbiaeの閉子嚢殻は 1カ所でしか採集

できなかった.

第2節 日本で初めて閉子嚢殻が確認 されたもの

第 1項 ブ ドウ ･ノブ ドウ上に形成された完全世代の記録

Erysiphenecatorvar.necatorの完全世代はNomuraetal.(2003)まで日本で確認 されていな

かった.新見市でブ ドウと岡山市でノブ ドウ上に2000年に形成を確認 した.その後,岡山県

赤磐市の農業試験場の圃場でもブ ドウとノブ ドウ上に閉子嚢殻の形成を確認 した(井上ら

2004).また,岡山県内では備前市,高梁市,新見市でノブ ドウ上に閉子嚢殻の形成を確認 し

ている.ノブ ドウは北海道から沖縄まで分布するが,日本で岡山県,鳥取県以外から閉子嚢

殻の形成の報告はない.

(1) ブ ドウ(VitisvinlferaL.)上のErysiphenecatorSchwein.

ErysiphenecatorSchwein.,2}aBS.Am.phl'1.Soc.,NewSeries:270(1834) Fig.10,A-Ⅰ

葉の両面に菌叢を生じ秋季菌叢上に閉子嚢殻を形成する.菌糸は永続性.分生子柄は直立

し,基部は捻れない場合もあるが 1-2回ねじれ,120-207pm,幅は基部辺 りは5.5-6.6pm,先

端に向けて太くなり幅 7.7-10pm,1-2個の隔膜があり,付着器はこぶし状 (lobed).分生子は

単生し,楕円形から円柱形,大きさ28-40×15-22pm.閉子嚢殻は群生または散生し,偏球

形,暗褐色,径 84-132pm,壁細胞は不規則な多角形,大きさ15-25×10-15pm.付属糸は閉

子葉殻の側面から約 15-25本生じ,全体は透明で基部から半分まで茶色か薄茶色で薄膜,複

数の隔膜があり,先端は渦巻き状,渦巻きになっていないものもある.付属糸は,長さ170-470

pm,幅は2-3pm.子嚢は4-6個形成され,短い柄があり,大きさ55-65×25-49pm.子嚢胞

子は4-7個形成され,楕円形,大きさ10-21×(7-)10-15pm である.

供試標本 :ブ ドウ(VitisvinlferaL.)に寄生.岡山県岡山市,2000年 10月29日 KFMH210;

岡山県新見市,(2000年 11月 8日KFMH230,2000年 11月 9日KFMH232,2001年 11月 5

日KFMH425,2001年 11月 5日KFMH426,2007年 11月2日KFMH1230);倉敷市,2000年
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日KFMH425,2001年 11月 5日KFMH426,2007年 11月2日KFMH1230);倉敷市,2000年
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10月 14日KFMH142;KFMH210;真庭市,2000年 11月 5日,KFMH220;赤磐市,2007年

7月 12日,KFMH1392.

(2) ノブ ドウ(Ampelopsisglandulosa(Wall.)Momiy.var.heterophylla(Thunb.)Momiy.)

上のErysiphenecatorvar.ampelopsidis(Peck)U.Braun&S.Takam.
ETySiphenecatorvar.ampelopsidis(Peck)U.Braun& S.Takam.,Schlechtendalia4:22(2000)

Fig.10,∫-0

初夏の頃から,菌叢を葉の両面に生じる.菌糸は永続性.分生子はほふくする菌糸の背面

から生じ,直立し,50-75× 6-8pm,1-2個の隔膜があり,先端に向けてやや太くなる.分生

子柄は49-66×6-8pm,基部は 1-2回捻れる.分生子は楕円形あるいは広楕円形,大きさは

(24-)31140×(15-)18-22pmである.付着器は拳状.閉子嚢殻は散生し,偏球形,径90-128pm,

細胞壁は不規則な多角形で,径 10-20pm,付属糸は7-32(-40)本生じ,長さは閉子葉殻の径

の ト3倍で,分岐せず,薄膜,複数の隔膜があり,基部側の半分は淡褐色,波状に屈曲し繊

弱,先端は螺旋状,子嚢は4-6個,広卵形,亜球形あるいは卵状長楕円形,有柄または無柄,

大きさは50-60× 30-54pm,子嚢胞子は3-4個生じ,楕円形,大きさは16-25×(8-)10-12pm

である.

供試標本 :ノブ ドウ(Ampelopsisglandulosa(Wall.)Momiy.var.heterophylla(Thunb.)Momiy.)

に寄生.岡山県高梁市,(2006年 10月 15日KFMH932,2007年 10月21日KFMH1279,2006

年 11月 6日KFMH1310);岡山市,(2006年 10月 22日,KFMH963;2006年 10月 22日,

KFMH965;2006年 10月 22日,KFMH975;2006年 10月 9日,KFMH992;2006年 11月 2

日,KFMHIOll;2006年 11月 2日,KFMHIO13;2006年 11月 12日,KFMHl136;2008年

11月 23日,KFMH1315;2008年 11月23日,KFMHl1371;2008年 11月 22日,KFMH1372;

2008年 11月2日,KFMH1373);新見市,2006年 11月4日,KFMHl100.

付記 ブ ドウ上の菌(Erysiphenecator)の付属糸は閉子嚢殻の径の 1.5-5倍あり,長くて不

規則に曲がる.ノブ ドウ上の菌(ErysIPhenecatorvar.ampelopsidis)は付属糸の長さが閉子嚢殻

の径の2.5-4.3倍である.閉子嚢殻の径は本菌の方が平均的に大きく,付属糸はブ ドウ上の菌

が長いと(Braun1983)と言われている.しかし本研究で差は見られなかった.本変種の日本

産の記録については,日本産の記録については,野村(19Sl)の報告に基づいてBraun(1983)

によって報告された.欧米では本菌の完全世代は発見されているが,日本では岡山県と鳥取

県でだけ形成が確認されている.これらの2種の菌は,本研究に使用した標本では閉子嚢殻

にほとんど違いはなく,分生子世代の形態に違いが見られた.
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第2項 ナガバギシギシ上のErysiphepolygoniDC.

EryslbhepolygoniDC.,El.AgeDal'Se2:614(1821) Fig.9,A-H

葉の両面に菌叢を生じ,時に菌羊は植物体全体を覆 う.分生子柄は表生している菌糸から

ほぼ垂直に分岐し,通常3細胞,分生子は単生,円筒形,大きさ30-51× 17-21〃m,フイ

ブローシン体を有しない.発芽管の形状はPolygoni型,付着器は幅 7.5-10〃mの拳状.6月

後半に閉子嚢殻を形成する.閉子嚢殻は群生または散生し,黒褐色,偏球形,径は94-137〝

孤.壁細胞は不規則な多角形,大きさは9-11×9-18〃m.付属糸は閉子嚢殻の底部から多いと

きは40本程度生じ,不規則に屈曲し,長さ100-150〃m,幅 4-7〟m,隔膜が4-5個また

はそれ以上あり,基部から80〃mのあたりまで薄茶色に着色している.子嚢は 2-4個形成

され,無柄あるいは短い柄がある楕円形,大きさ36-55× 32-45〃m.子嚢胞子は広楕円形

で,2-3個生じ,大きさは 16-26× 8-17〃m.

供試標本 :ナガバギシギシ (RumexcrispusL.)に寄生.岡山県岡山市御津国が原,2002年

1月 30日,KFMH786;岡山県岡山市大久保,2002年 1月 30日,KFMH787;岡山県赤磐郡

赤坂町2002年 1月 29日,KFMH793;岡山県井原市木之子町 (2005年 1月 26日,KFMH809;

2005年 1月 23日,KFMH813;2005年 1月26日,KFMH903).

付記 :本間(1976)は四国で,佐藤(1980)は富山でナガバギシギシ (RumexcrispusL.)に分生

子世代の発生を報告しているが,閉子嚢殻を形成 したという報告はない.岡山県南の平地に

生育しているナガバギシギシに 5月末から菌叢が発生し,6月に植物が枯れる頃閉子嚢殻を

形成 した.Rumex属植物にはわが国を含め世界中で普通にうどんこ病が発生し,菌は E.

polygoniとされている (Braun,1987).今回,岡山県で認められた菌についても分生子の発

芽管や閉子嚢殻の形態はそれによく一致し,E.polygoniと同定された.

第 3項 オタカラコウ(Ligulariajischeri(Ledeb.)Turcz.)上のNeoerysiphehirataeHeluta&

S.Takam. (投稿中の雑誌,2009)
NeoerysiphehirataeHeluta&S.Takam.(投稿中の雑誌,2009) Fig.ll.E-∫

葉の両面に菌叢を生じ,11月初旬に閉子嚢殻を形成する.閉子嚢殻は群生または散生し,

黒褐色,球形,径 128-177pm.壁細胞は不規則な多角形,大きさ8-16×5-llpm.付属糸は

閉子嚢殻の赤道面付近から約 40本程生じ,たいてい単純だがたまに分岐する.長さ 60-220

pm,幅は不規則で2.5-5.5pm,2-3個の隔膜があり,無色または基部が淡褐色.子嚢は8-16

個形成され,無柄あるいは短い柄がある広卵形,大きさ41-66×21-33pm.子嚢胞子は未形

成.

供試標本 :オタカラコウ(Ligulariajischeri(Ledeb.)Turcz.)に寄生.岡山県苫田郡鏡野町,2006

年 11月 2日,N35016'50.0",E133052-42.1",KFMHIO18.

付記 オタカラコウは本州(福島県以西)･四国 ･九州に分布 し,湿地に自生する.子嚢胞子
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は未形成であった.本植物はメタカラコクと近縁の植物であり,菌も同じであろうと考られ

ていた.本菌は成熟 した閉子嚢殻でも子嚢胞子が未形成であることから,Neoerysiphe属菌と

同定 した.わが国でキク科植物に発生するNeoerysiphe属菌は従来N.cumminsianaとされて

きたが,Helutaetal.(inpress)は形態および分子系統解析の結果,日本産の菌はN.cumminsiana

とは別種であるとして,N.hirataeを提唱した.本稿ではこれに従い,本菌をN.hirataeとす

る.

第4項 アカネ(Rubiaargyi(H.Liv.etVaniot)H.HaraexLauener)上のGolovinomycesrubiae

(H.D.Shin皮Y.∫.La)U.Braun,

Golovinomycesrubiae(H.D.Shin&Y.J.La)U.Braunlas.rubi'],Schlechtendalia3:51(1999)

Fig.ll.A-D

葉や実に菌叢を生じ,菌糸は永続性.菌叢上に閉子嚢殻を形成 し,閉子嚢殻は群生または

散生 し,黒褐色,偏球形,径 105-140pm.壁細胞は不規則な多角形,大きさ9-27×7-19pm.

付属糸は閉子嚢殻の底部から6-25本程生 じ菌糸状,長さ105-290pm,幅 3-8.5pm,幅は不規

則で時に基部に向かって広く,また先端に向かって細まり,0-1個の隔膜,基部から1/2-2/3

程は褐色または暗褐色,先端は無色.子嚢は 5-10個形成され,無柄あるいは短い柄がある倒

卵形,大きさ41-74×28-45pm.子嚢胞子は楕円形で,(1-)2個生じ,大きさ13.5-27×8-ll.5(-20)

Pm･

供試標本 :アカネ(RubiaarByi(H.L6V.etVaniot)H.HaraexLauener)に寄生.岡山県真庭市,

2007年 11月 4日,N35011.52.9〝,E133034-20.5〝,KFMHIO78;岡山県岡山市建部,(2007年
11月 3日,KFMHIO78;2007年 11月 16日,KFMH1369),N34054-24.6",E133052-13.3〝.

付記 アカネは本州から九州 ･朝鮮半島 ･中国に分布する.本菌は,厚い菌叢部分に閉子

嚢殻が形成 され,とくに本標本では植物の実の部分に閉子嚢殻を形成 していた.子嚢が広楕

円形に近いのが特徴である.

第 5項 ホ トケノザ(LamiumamplexicauleL.)上のNeoerysl'phegaleopsidis(DC.)U.Braun,

Neoerysiphegaleopsidis(DC.)U.Braun,SchlechteDdall'a3:50(1999) Fig.12.L-0

菌叢は植物体全体を覆い,菌糸は永続性.分生子柄は直立し,58-83× 10-llpm,1-2個

の隔膜があり,脚胞は28-38× 10-llpm.付着器はこぶし状 (lobed).分生子は鎖生 し,棉

円形から卵円形,大きさ26.5-35× 13-20pm,発芽管はPolygoni型.閉子のう殻は球形から

偏球形,暗褐色,径 125-164pm,壁細胞は不規則な多角形,大きさ11.5-30× 8.3-20pm.

付属糸は閉子のう殻の底部から35本程度生 じ菌糸状,長さ50-150pm,幅 3-7.5pm,1-2個

の隔膜があり,褐色から淡褐色か無色.子嚢は 7-9個,楕円形,無柄か短い柄があり,大き

さ40-64× 24-31pm.子嚢胞子は未形成.

供試標本 :ホ トケノザ(LamiumamplexicauleL.)に寄生.岡山県新見市,(2001年 4月 23日
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KFMH299,2001年 5月 8日KFMH315);岡山市,(2001年 6月 16日,KFMH352;2003年 5

月 5日,KFMH453;2003年 5月9日,KFMH452);岡山県小田郡,(2003年 5月 12日,KFMH451;

2003年 5月24日,KFMH454;2004年 4月 17日,KFMH893;2004年 5月 28日,KFMH556;

2005年 5月 25日,KFMH804).

付記 県内各地でごく普通に発生する.分生子は 3月頃から発生 し,4月下旬から閉子嚢嚢

殻を形成するが,子嚢胞子は未形成であった.

第 6項 ヤエ ム グラ(Galium spurium L.var.echinospermon(Wallr.)Hayek)上 の

Golovinomycesorontii(Castane)V.P.Heluta

Golovinomycesorontii(Castagne)V.P.Heluta,Ukr.hot.盟.45(5):63(1988) Fig.12.p-良

葉の両面に菌叢を生じ,菌叢上に閉子のう殻を形成.閉子のう殻は球形から偏球形,暗褐

色,径 100-165pm,壁細胞は不規則な多角形,大きさ8-41×3-15.5pm.付属糸は単一で,閉

子のう殻の底部から25-40本程生 じ菌糸状,長さ52-233.5pm,幅 4-8pm,1-3個またはそれ

以上の隔膜を有し,全長にわたって暗褐色から褐色,時に先端付近で褐色から無色.子嚢は

5-10個形成され,楕円形から長楕円形,柄があり,大きさ36-68× 26-39pm.子嚢胞子は

(1-)2(-3)個,卵円形から亜球形,大きさ12-20× 8.5-14(-17)pm.

供試標本 :ヤエムグラ(GaliumspuriumL.var.echinospermon(Wallr.)Hayek)に寄生.岡山県

新見市,2001年 5月 24日,KFMH320;岡山市御津芳谷,2001年 6月 9日,KFMH328;岡

山市,(2004年 5月 10日,MUMH2623;2004年 6月 6日,MUMH2622;2004年 5月 6日,

MUMH2624).

付記 ヤエムグラにはわが国でごく普通にうどんこ病が発生するが,これまで完全世代の

形成は確認されていなかった.著者 らは2001年 5月にヤエムグラ上で閉子のう殻を見つけ,

その後岡山県内の各地で閉子のう殻を確認 した.Galium属植物に寄生するうどんこ病菌とし

て,Braun(1987)はE.galiivar.galiiとE.galiivar.riedlianaの 1種 1変種を記載 しているが,

これらはその後Braun(1999)によってNeoeryslbhegaliiiGolovinomycesriedlianusにそれぞれ

改訂された.Takamatsuetal.(2008)はヨーロッパ,日本およびアルゼンチンで採集された

Galium属植物のうどんこ病標本の分子系統および形態解析を行った結果,Galium属植物には

G.riedlianus以外にさらに2種の Golovinomyces属菌が寄生することを報告 した.今回著者ら

が採集 したヤエムグラのうどんこ病菌はいずれもG.riedlianusではなく,G.orontiiであるこ

とが明らかになった.ウクライナで採集された G.riedlianus(MUMH3223,MUMH3217)と比較

したところ,著者らの菌は子嚢胞子の長さがG.riedlianusより短かった(Fig.14).なお,わが

国で採集 されたカワラマツバ(G.verumL.subsp.asiaticum(Nakai)T.Yamazvar.asiaticumNakai

f.lacteum(Maxim.)Nakai)上の菌は分子系統解析の結果,G.riedlianusであると考えられた.
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第 7項 イブキシモツケ(SpiraeadasyanthaBunge)上の Podosphaeraclandestinavar.

clandestina(Wallr.)Liv.

Podosphaeraclandestina(Wallr.)Liv.,AnDIsScl.Nat.,Bot.,Sir.315･'136(1851)var.

claDdestL'Da Fig.12.A-C

葉の両面に菌叢を生じ,菌糸は永続性.閉子のう殻は群生または散生 し,球形または偏球

形,黒褐色,径 60185pm,壁細胞は不規則な多角形,大きさ9-21× 5-14pm.付属糸は閉

子のう殻の側面およびそれより上に生じ,長さ40-93pm,幅 5-8.5pm,基部より1/2-2/3程

褐色または暗褐色,先端は無色,0-2個の隔膜がある.付属糸は短く,先端は 4回規則的に

密に二又分岐し,極枝は通常広がり,こぶ状で幾らか反転する.子嚢は 1個で球形または卵

形,無柄,先端孔口部 11-23.5pm,大きさ45-77×38-61pm.子嚢胞子は8個形成され,長楕

円形,楕円形,または卵円形,大きさ12-21× 7-12.8pmである.

供試標本 :イブキシモツケ(SpiraeadasyanthaBunge)に寄生.岡山県新見市大佐山,2007年

11月 2日,KFMH1228.

付記 イブキシモツケに寄生するうどんこ病菌は,Amano(1986)にOidiumsp.の発生の記録

があるが,完全世代の記録はない.またイブキシモツケは近畿地方以西の岩壁に生え,本宿

主も中国山地の大佐山の頂上に近いあたり(標高 628m)に生えていた.バラ科の Spiraea属植

物には日本を含め世界中でうどんこ病菌が発生している.今回,岡山県で認められた菌は,

Podosphaeraclandestinavar.clandestina(Podosphaera節)と同定した.しか L Podosphaera

clandestinaの付属糸は長く,数個の隔膜を持つものが多いが,本菌の隔膜は0-2個と少なく,

付属糸も閉子嚢殻の直径ほどの長さのものが多い.

第 8項 ヒメヨツバハギ(viciavenosa(Will.exLink)Maxim.Subsp.cuspidate(Maxim.)

Y.EndoetH.Ohashivar.subcuspidataNakai)上のErysipheviciae-unljugae(Homma)U.Braun,

ErysLbhev2'clae･uL71jugae(Homma)U.Braun,EeddesRepez･t.Spec.Not:Regnl'Veg.

92(7･8):499(1981) Fig.12.Ⅰ-K

葉の表面に菌叢を形成し,菌糸は永続性.分生子柄は菌糸の背面より生じ,56-115pm,過

常2個の隔膜を有 し,脚胞は25-43×8-10pm.付着器はこぶ し状(lobed),分生子は単生,棉

円形から長楕円形,大きさ33-49×13119pm,閉子のう殻は暗褐色,球形か偏球形,径 110-140

pm,壁細胞は不規則な多角形,大きさ10-19× 5-13pm.付属糸は閉子のう殻の底部から約

20-32本生じ菌糸状,I-2回不規則に分岐するか単一,長さ30-120pm,幅 3-6pm,全長にわ

たって薄膜,1-2個の隔膜があり,無色または基部付近で淡褐色.子嚢は3-10個形成され,

広卵形から長卵形で短い柄があるか無柄,大きさ53-79× 27-58pm,子嚢胞子 3-7個生じ,

卵円形,大きさ13-23× 8-13pm.

供試標本 :ヒメヨツバハギ(viciavenosa(Will.exLink)Maxim.Subsp.cuspidate(Maxim.)

Y.EndoetH.Ohashivar.subcuspidataNakai)に寄生.岡山県岡山市御津芳谷,(2001年 10月 14
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主も中国山地の大佐山の頂上に近いあたり(標高 628m)に生えていた.バラ科の Spiraea属植

物には日本を含め世界中でうどんこ病菌が発生している.今回,岡山県で認められた菌は,

Podosphaeraclandestinavar.clandestina(Podosphaera節)と同定した.しか L Podosphaera

clandestinaの付属糸は長く,数個の隔膜を持つものが多いが,本菌の隔膜は0-2個と少なく,

付属糸も閉子嚢殻の直径ほどの長さのものが多い.

第 8項 ヒメヨツバハギ(viciavenosa(Will.exLink)Maxim.Subsp.cuspidate(Maxim.)

Y.EndoetH.Ohashivar.subcuspidataNakai)上のErysipheviciae-unljugae(Homma)U.Braun,

ErysLbhev2'clae･uL71jugae(Homma)U.Braun,EeddesRepez･t.Spec.Not:Regnl'Veg.

92(7･8):499(1981) Fig.12.Ⅰ-K

葉の表面に菌叢を形成し,菌糸は永続性.分生子柄は菌糸の背面より生じ,56-115pm,過

常2個の隔膜を有 し,脚胞は25-43×8-10pm.付着器はこぶ し状(lobed),分生子は単生,棉

円形から長楕円形,大きさ33-49×13119pm,閉子のう殻は暗褐色,球形か偏球形,径 110-140

pm,壁細胞は不規則な多角形,大きさ10-19× 5-13pm.付属糸は閉子のう殻の底部から約

20-32本生じ菌糸状,I-2回不規則に分岐するか単一,長さ30-120pm,幅 3-6pm,全長にわ

たって薄膜,1-2個の隔膜があり,無色または基部付近で淡褐色.子嚢は3-10個形成され,

広卵形から長卵形で短い柄があるか無柄,大きさ53-79× 27-58pm,子嚢胞子 3-7個生じ,

卵円形,大きさ13-23× 8-13pm.

供試標本 :ヒメヨツバハギ(viciavenosa(Will.exLink)Maxim.Subsp.cuspidate(Maxim.)

Y.EndoetH.Ohashivar.subcuspidataNakai)に寄生.岡山県岡山市御津芳谷,(2001年 10月 14
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日KFMH417;2001年 11月 11日,KFMH829;2001年 11月 17日,KFMH849).

付記 エビラフジは日本と朝鮮半島に分布する多年草で,日本国内で4つの変種に分化 して

いる.そのうちの一つヒメヨツバハギは中国地方南部から九州にかけて分布 し,岡山県内で

は岡山市の旭川沿いに点々と群落を作っている.本菌は形態的にE.viciae-unljugae

(Braun,1987)とよく一致した.ヒメヨツバハギはうどんこ病菌の新宿主植物である.

第 9項 コバノミツバツツジ(RhododendronreticulatumD.DonexG.Don)上のEn,siphe

izuensis(Y.Nomura)U.Braun&S.Takam.

Erysipheizuensis(Y.Nomura)U.Braun&S.Takam.,Schlechtendall'a4:9(2000)･Fig.12.G-H

葉の両面に菌叢を生じ,11月初旬に閉子のう殻を形成する.閉子のう殻は群生または散生

し,黒褐色,球形,径 80-11511m.壁細胞は不規則な多角形,大きさ12.5-21× 7-20pm.付

属糸は閉子のう殻の赤道面付近から11-16本程生じ,稀に短い枝状の突起を生じ,先端は4-5

回不規則に二又分岐し,分岐枝の幅は不規則で,分岐枝はまばらで広くひろがる.長さ110-200

pm,幅 4.5-7pm,0-1個の隔膜があり,無色または基部が淡褐色.子嚢は(2-)3-5個形成され,

無柄あるいは短い柄がある広卵形,大きさ(46-)55-70× (32-)40-54pm.子嚢胞子は楕円形ま

たは広楕円形で,5-8個生じ,大きさ(15-)19-26× (8-)10-16pm.

供試標本 :コバノミツバツツジ(RhododendronreticulatumD.DonexG.Don)に寄生.岡山市

竜ノロ,2007年 11月4日,N34042-19.7",E133058-18.7",KFMH1266.

付記 宿主は京都や兵庫県では丘陵や低地に普通に見られる植物である.本菌は,付属糸の

上部が 5回程不規則に二又分岐 し,分岐枝の幅は不規則で第一分岐枝の幅が広いことが特徴

である.ムラサキツツジとモチツツジ上の同種菌と遺伝子解析の結果を比べるとITS領域の

塩基配列が1-2個違 う程度で,形態的特徴もErysipheizuensis(野村 1997)とよく一致するため,

ETySipheizuensisと同定した.コバノミツバツツジはうどんこ病菌の新宿主植物である.

第 10項 アテツマンサク(HamamelisjaponicaSieboldetZucc.var.bitchuensis(Makino)

Ohwi)上のPhyllactiniaalniY.N.Yu&S.J.Han,

PhyllactiniaalniY.N.Yu& S.J.Han,inYu& Lai,Actamicrobiol.sin.19(1).･13(1979)

Fig.12.T-W

菌叢は葉の裏面に形成され,菌叢上に閉子嚢殻を形成する.閉子のう殻は散生し,偏球形

または凸レンズ形,径 143-207pm,壁細胞は不規則な多角形,大きさ18-25× 8-14pm.付

属糸は基部が膨潤 した針状,閉子のう殻の赤道面から10-13本生 じ,長さ285-500pm,先端

は鈍く,基部は球形に膨らみ,大きさ25.5-46× 26.5-42pm.閉子のう殻上部に冠毛細胞を

生じ,冠毛細胞は37.5-79pm,柄の長さは全長の l/2かそれより長く17.5-62.5pm,幅 6.5-ll

pm.先端は20本程に分かれる.子嚢は6-10個,広楕円形から長卵円形,柄があり,大きさ

52.5-62.5× 27-40pm.子嚢胞子は2個,長楕円形から広楕円形,大きさ21135× 13-21pm.
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(U.Braun) U.Braun & S.Takam.

Podosphaera sparsa (U. Braun) U. Braun & S. Takam ., Schlechtendalia 4: 3l (2000)

供試標本 :岡山県新見市大佐山,2007年 11月 2日,KFMH1229.

付記 マンサクは本州,四国,九州に分布するが,中国地方と四国には変種のアテツマンサ

クがあり,成案になっても星状毛が残るのが特徴である.本宿主は中国山地の中の大佐山の

頂上付近(標高631m)に自生していた.アテツマンサクはうどんこ病菌の新宿主植物である.

また岡山県西部から広島県東部にかけての地域は,大陸との結びつきの深い特殊な植物が

生育している地域として注目されており,前川(1979)は日本における植物区系のひとつとし

て阿哲地域を設定している.その一角に位置する臥牛山地域には,ナツアサ ドリ,チ トセカ

ズラ,アテツマンサクといった地域性のある植物が生育しており,より一層植物相を豊富な

ものにしている.

第 11項 ガガイモ(Metaplexisjaponica(Thun.b.)Makino)上の Podosphaerasparsa

(U.Braun)U.Braun良S.Takam.

Podosphaerasparsa(U.Braun)U.Braun&S.Takam.,Schlechtendalia4:31(2000) Fig.13･J-N

菌叢は葉の表面に形成され,分生子は鎖生,分生子発芽管は Fuliginea型,付着器はわず

かなふくらみのある乳頭状である.菌羊上に閉子嚢殻を形成し,閉子嚢殻は散生,球形,径

97-117pm,壁細胞は不規則な多角形,大きさ10-30.5×9.5-24.5pm.付属糸は菌糸状,閉子

嚢殻の底部から2-8本生じ,長さ(132-)300-400(-625)pm,隔膜は3-7個.子嚢は 1個,卵円

形,大きさ95-114×72-87pm,先端孔口部の径は 19-23(-24.5)pm.子嚢胞子は8個,卵円形,

大きさ17-20.5×(9.5)13-16.5(-17.5)pm.

供試標本:ガガイモ(Metaplexisjaponica(Thunb.)Makino)に寄生.岡山県井原市木之子町,(2006

年 10月22日,KFMH964;2006年 11月14日KFMHl141),N34035-28.3〝,E133030'05.2".

付記 ガガイモはガガイモ科ガガイモ属のつる性多年草植物で,日本(九州以北)のほか東ア

ジア一帯に分布 し,日当たりのよい草原や道端に見られる.野村(1997)にうどんこ病菌の記

録があるが,形態の記載はBraun(1987)を参考にしており,日本産の正式な形態記載はない.

そのためここに閉子嚢殻の形態の記録を行った.

第 12項 ノブ ドウ(Ampelopsisglandulosa(Wall.)Momiy.var.heterophylla(Thunb.)

Momiy.)上のPhyllactiniaguttata(Wallr.)L6V.

Phyllactiniaguttata(Wallr.)L6V.,AnnlsSci.Nat.,Bot.,Sir.315:144(1851) Fig.ll.p -T

菌叢は葉の裏面に形成され,菌叢上に閉子嚢殻を形成する.閉子嚢殻は散生し,偏球形ま

たは凸レンズ形,径 196-230pm,壁細胞は不規則な多角形,大きさ12-22×7.8-19.3pm.付

属糸は基部が膨潤した針状,閉子嚢殻の赤道面から10-23本生じ,長さ240-367pm,先端は

鈍く,基部は球形に膨らみ,大きさ35-42.5×29.5-36.5pm.閉子嚢殻上部に冠毛細胞を生じ,

冠毛細胞は74-78.5pm,柄の長さは全長の 1/2かそれより長く30-47pm,幅 12-25pm.子嚢
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供試標本 :岡山県新見市大佐山,2007年 11月 2日,KFMH1229.
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ものにしている.
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は6-20個,広楕円形から長卵円形,柄があり,大きさ62-81×32-47.5pm.子嚢胞子は2個,

長楕円形から広楕円形,大きさ(25-)27-45×17.5-25(-28)pm.

供試標本 :ノブ ドウ(Ampelopsisglandulosa(Wall.)Momiy.var.heterophylla(Thunb.)Momiy.)に

寄生.岡山県岡山市津島,2003年 10月 26日,KFMH528;岡山市御津芳谷,2006年 11月

12日,KFMHl136.

付記 北海道から沖縄まで分布するノブ ドウはやぶに多く,都市でも空き地などに見られる.

いままで四国(本間 1981)や岡山市(井上ら 2004)でノブ ドウ上にPhyllactiniaの発生の記録は

あるが,形態の記載が無かったので,ここに形態の記載をおこなった.

本間 1981によると,ノブ ドウのうどんこ病菌は子嚢殻の形態からphyllactiniaであると認

められたが,浮田(1930)(Homma,1937による)は,台湾でノブ ドウとケノブ ドウにPhyllactinia

の不完全世代であるOvulariopsisが発生することを報告していると記録されている.

岡山では,岡山市津島の二カ所で閉子嚢殻の形成を確認 し,岡山市御津でPhyllactiniaの不

完全世代である仇ulariopsisが発生 している.

第 3節 新寄主植物

第 1項 カンサイタンポポ上の不完全世代

カンサイタンポポ(TaraxacumjaponicumKoidz.)上のOidiumsp.(Fibroidium亜属)

Fig.ll.U-Ⅹ

初夏,菌叢は葉の両面に形成される.分生子は鎖生,顕著なフイブローシン体を含む.分

生子柄はほふくする菌糸背面より生じ,脚胞は大きさ36.8-81×10.5-15pm,分生子柄は84-118

pm,分生胞子は大きさ26-35×14-19pm,楕円から樽型,分生子発芽管はFuliginea型 (Braun

1987)である.

供試標本 :カンサイタンポポ(TaraxacumjaponicumKoidz.)に寄生.奈良県橿原市,2004年

4月 26.日,YNMH20529,岡山県小田郡矢掛町,(2004年 5月 23日,KFMH548;2004年 5

月 29日,KFMH558;2008年 5月 23日,KFMH1384).

付記 カンサイタンポポは近畿から,中国,四国,九州北部に分布 し,他の在来種タンポ

ポに比べて,給電が細い.カンサイタンポポはうどんこ病菌の新寄主植物である.Oidium属

Fibroidium亜属のうどんこ病菌である.
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第 5章 考察

2000-2010年の間に岡山でみつかったうどんこ病菌およびその寄主植物を第 3表 と第4

表で示 した.岡山県のうどんこ病菌の宿主植物は,被子植物 30日62科 160属 224種 (組合

せで 13種)であり,その中には他の地域で報告をみない新 しい宿主植物が5種あった.

うどんこ病菌の寄主植物は,全国に分布する植物が多く,コナラ,ヤマグワ,ヤブマメ,

カタバ ミ,オオバコ,ホウノキ,ツタウルシ等は,全国各地で うどんこ病が発生している.

ピーマンのLeveillulatauricaの発生は近県の高知県でも知られているが,岡山県では採集で

きなかった.これらの植物が高知県側 と瀬戸内側 とで発生の仕方が異なるものであるのか,

更に詳 しい調査が必要である.

従来日本で行われてきた うどんこ病菌の調査(Homma1937;津田 1951;和田･平田 1977;

本間 1976,1979,1981;佐藤 1980;高松 1978,1982;Amano1986;大谷 1988;野村

1997)と比較すると,東 日本で分生子世代のみが採集 され閉子嚢殻の形成が認められなかった

植物に西日本では容易に閉子嚢殻を形成している場合があった.このため､今まで発見され

ていなかったうどんこ病菌の閉子嚢殻世代をいくつか確認することができた.また本調査で

岡山県のうどんこ病菌は 11属 89種が確認された.うどんこ病菌の閉子嚢殻形成は乾燥状態

で促進されることが知られている(Braun1987).著者 らが主な採集場所にした岡山県を含む山

陽地方は他の日本の地域に比べて降水量が少ないので,このような気候条件がこの地方にお

ける閉子嚢殻の形成を促す要因になっているのかもしれない.この様なことから,藤岡ら

(2008,2009)に加えて更に西 日本でのうどんこ病菌の調査がすすめば,西日本に固有の植物の

新寄主植物も発見され,わが国における菌類多様性を調べる上で有意義だと思 う.
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第 6章 摘要

タイワンフクとモミジバフウ上にETySlbheliquidambaris,フドゥ上にErysIPhenecator

Schwein.,ノブ ドウ上に ErysIPhenecatorvar.ampelopsidis,イブキシモツケ上に

Podosphaeraclandestinavar.clandestina,コバノミツバツツジ上にETySlbheizuensis,ヒメヨツ

バハギ上にErysipheviciae-unljugae,ホ トケノザ上にNeoerysiphegaleopsidis,ヤエムグラ上

に Golovinomycesorontii,アテツマンサク上に Phyllactiniaalni,アカネ上に Golovinomyces

rubiae,オタカラコウ上にNeoeTySlbhehiratae,ガガイモ上にPodosphaerasparsa,ウラジロ

マタタビ上にPhyllactiniaguttata,ノブ ドウ上にPhyllactiniaguttataの完全世代を日本で初め

て確認 し,形態を記載した.この他,カンサイタンポポ上にOidiumsp.(Fibroidium亜属)の発

生をはじめて確認 し,分生子世代の形態を記載した.このうち,カンサイタンポポ ･コバノ

ミツバツツジ ･ヒメヨツバハギ ･アテツマンサクは世界で初めて記録されたうどんこ病宿主

植物であった.
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第 1表 Braun(1987)の分類体系 :ウドンコカビ科

①内部寄生性:フイラクチニア亜科(subfamilyPhyllactinioideae)

(寄生) 完全世代の特徴 分生子世代の特徴付属糸 その他 子嚢胞子 分生子 フイデローシン体 属名

Leveillula属 (内) 菌糸状 冠毛細胞有 2個 単生 無し Oidiopsis属Phyllactinia属(半内)針状.基部膨潤 2個 単生 無し Ovulariopsis属

Pleochaeta属 (半内)先端渦巻き 2個 単生 無し Streptopod7'um属

②表皮寄生性:エリシフエ亜科(subfamilyErysiphoideae)Oidium属 pseudoidium型 .Euoidium型

エリシフエ連(TribeErysipheae)

(子嚢の数複数個) 完全世代の特徴 分生子世代の特徴付属糸 その他 子嚢胞子 分生子 フイデローシン体 属名など
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Blumeria属 菌糸状 8個 鎖生 無し Euoidium型

Setoeり岱lPhe属 菌糸状 長.短付属糸 6-8個 単生 無し pseudoidiump型

BTlaSiliomyces属 菌糸状 殻壁 1属子葉2個 2-5個 不明 不明

ミクロスフアエラ亜連 (subtribeMicrosphaerinae)

Microsphaera属 二又分岐 長.短付属糸 3-8個 単生 無し pseudoidium型

Arthrocladiella属 二叉分岐 2個 鎖生 無し Euoidium型

Medusosphaera属 二叉分岐 3-8個 不明 不明

ウンシヌラ亜連 (subtribeUncinulinae)

Uncinula属 先端渦巻 3-8個 単生 無L Pseudoidium型

Bulbouncinula属 先端渦巻 長.短付属糸 3-8個 単生 無し pseudoidium型

UncinulZ'ella属 先端渦巻 長.短付属糸 3-8個 単生 無L Pseudoidium型

サワダエア亜連 (subtribeSawadaeinae)
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(子嚢の数 1個) 付属糸 その他 子嚢胞子 分生子 フげ p-シン体
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第2表 Braunら(2000)の新分類以降の分類体系 :ウドンコカビ科

①内部寄生性:フイラクチニア連(TribePhyllactinieae)

完全世代の特徴 分生子世代の特徴

完全世代 名 付属糸 その他 子嚢胞子 分生子 ブイデローンン体 付宕器 不完全世代属名

Leveillula属 (内)菌糸状 冠毛細胞有 2個 単生 4旺ノヽヽヽ 拳状 Oidiopsis属Phyllactinia属 (半内)針状.基部膨潤 2個 単生 4旺ノヽヽヽ Ovulariopsis属

Pleochaeta属(半内) 先端渦巻 2個 単生 4旺ノヽヽヽ 拳状 Streptopodium属

②表皮寄生性:4連 oidium属 Pseudoidium型.Euoidium型

エリシフエ連(TribeErysipheae)Oidium属 pseudoidium型

エリシフエ亜連 (subtribeErysiphinae)
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EfySZi7he節 菌糸状 子嚢複数 3-8個 単生 4旺ノヽヽヽ

Microsphaera節 二叉分岐 子嚢複数 3-8個 単生 4旺ノヽヽヽ

Uncihula節 先端渦巻 子嚢複数 3-8個 単生 無

Brasiliomyces属 菌糸状 殻壁 1層子葉2個 2-5個 不明 不明

ティフロケ一夕亜連 (subtribeTyphulochaetinae)

TJPhulochaeta属 梶棒状細胞 子嚢複数 (6-)8個 不明 不明

ゴロビノミセス連(TribeGolovinomyceteae)Oidium属Euoidium型

ブシ ネオエリシフエ亜連 (subtribeNeoerysiphinae)

Neoe7ySiphe属 菌糸状 子嚢複数 未形成 鎖生 4旺ノヽヽヽ 拳状 Striatoidium亜属

ゴロビノミセス亜連(subtribeGoloVinomycetinae)

アースロクラデイエラ亜連(subtribeArthrocladiellinae)

Arthrocladiella属 二叉分岐 子嚢複数 2個 鎖生 4旺ノヽヽヽ 乳頭状 Graciloidium亜属

レメリア連 (TribeBlumerieae)Oidium属 Euoidium型

Blumeria属 庫 糸状 巨 ネ科寄生 l8個 l鎖生 I無 画 頭吋 oidium亜属

ス トテ-カ連(TribeCystotheceae)Oidium属 Euoidium型

サワダエア亜連 (subtribeSawadaeinae)

sawadaea属 極 端渦巻 ff嚢複数 f(5-)8個 fj'.小型｣ 有 l foctagoidium亜属

シス トテ-カ亜連 (subtribeCystothecinae)

Cystotheca属 褐色の剛毛 子嚢 1個 8個 鎖生 有 Setoidium亜属

Podosphaera属 子嚢 1個 8個 鎖生 有 Fibroidium亜属

Podosphaera節 二又分岐 子嚢 1個 8個 鎖生 有

Sphaerotheca節 子嚢 1個 8個 鎖生 有

Sphae和iheca亜節 菌糸状 子嚢 1個 8個 鎖生 有

MaBnicelluZatae亜節 二又分岐 子嚢 1個 8個 鎖生 有parauncinula属 先端渦巻 子嚢複数
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第3表  2000～2010年 岡 山県うどんこ病菌目録

1)PAyJJacル滋 励レ滋ノ(Golovin&Bunkinap YN.Yu&S.J.Han**宿 主 :∠励 郷

赫 物α(Mill.)SWingL(シ ンジ ユ )*[KFMH***649,875,994,1273(藤 岡 自宅 )]

2)刀り物磁 αttJ Y.Ne Yu&S.J.Han,h Yu&L減 宿主 :助 “硼“騰ヵ″″放7 Siebold et

Zucc.var。加磁πぉお(MakinOp Ohwi(ァ テッマンサク )[即FMH1229f藤 岡 自宅 】 ;

И腸雰力″″放υ munb.)steud。(ハンノキ)IKFMH695,698(藤岡自宅)]

3)″ヴJaC加滋brOwsa“ tiac―腸θ″物レJSttda宿 主 :E″ 2ssθ″θ力 滋 滋ο″Sbbld x B.

9岬 推躍 ←.)L'H6r.ex Vent。(コ ウゾ )I口詢Ⅲ H13,1217,1224,1292(藤 岡 自宅 )]

4)PAyJJa励 昴 励 J∝ .)HO― a宿 主 :Fra滋 歯 力″辱加asa Kondz.l sarrara cakaり

MWat(ア オダモ )[KFMH1269(藤 岡自宅 )]

5)Pbll∝ ルねν施虚 0√dh.)L衡 .宿 主 :Иσル励 卿 ″ (Sieb01d d Zucc.)PLtth.ex

Miq。 (サ ルナシ )ドΠⅦHl107,1109,H12,1281(藤 岡自宅 )];ca“ 郷 αησ姥 騰

Siebold d Zucc。(サンシユユ)lKFル Ⅲ 1270(藤 岡自宅 )];И 響潮arSおgJa“励Josα

(Wall.)MOmサ .Var.たたr"り llachib.)MOmサ .(ノ ブ ドウ)[KFm528,1136(藤 岡

自宅 )];Prarasヶ 窃 加μ力 SttOld dZucc。 (オオバ アサガラ)IKFMH1037(藤 岡

自宅 )]

6)Pり■∝ル励b競CoルSawa山宿主 :Dゎ勒 “s肋″Lunb.(カキノキ )[即FMH143,159,

第3表 2000-2010年 岡山県うどんこ病菌目録

1)Phyllactiniaailanthi(Golovin&Bunkina)Y.N.Yu& S.J.Han **宿主 :Ailanthw

altissima(Mill.)Swingle(シンジユ)*【KFMH***649,875,994,1273(藤岡自宅)]

2)PjwllactiniaalniY.N.Yu皮S.J.Ham,inYu&Lai宿主:HamamelisjaponicaSieboldet

zucc.Var.bitchuenu'S(Makino)Ohwi (アチッマンサク)【KFMH122叫藤岡自宅)];

AlnusjapnicaCmunb.)Steud.(ハンノキ)【KFMH695,698(藤岡自宅日

3)Pkyllactiniab7VuSSOnetiae-kaempferiSawada宿主 :BroussonetiakazinokiSieboldxB.

paFJrlfera0..)L'Her.exVent.(コウソ)匹FMHll13,1217,1224,1292(藤岡自宅)】

4)Pkwllactinia極 iniPC.)Horrma宿主 :ErarimLSlanuginosaKoidz.f.serraLa桝akai)

Murata(アオダモHKFMH1269(藤岡自宅)】

5)Ph/llactiniaguttata(Wallr.)Liv.宿主 :Actinidiaarguta(SieboldetZucc.)Planch.ex

Miq.(サルナシHKFMHllO7,1109,1112,1281(藤岡自宅)】;comwoBci7Wlis

SieboldetZucc.(サンシュユ)【KFMH1270(藤岡自宅)】;Ampelopsisglandulosa

(wall.)Momiy.vat.heteropkwlla(Thtnb.)Momiy.(ノブドウ)【KFMH528,1136(藤岡

自宅)】;pterosoqlaXhispihSieboldetZucc.(オオバアサガラ)【KFMHIO37(藤岡

自宅)】

6)Ph;llactiniakakicolaSawada宿主:DiosFWOSkakiThumb.(カキノキ)【KFMH143,159,
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207,208,243,253,254,532,540,652,708,724,837,847,885,1126,1208(藤岡自

宅 )】

7)PkyllactiniamagnoliaeY.N.Yu&S.J.Han宿主 :Magnoliastellata(SieboldetZucc.)

Maxim.(シデコブシ)叩 136(藤岡自宅)】

8)PhyllactiniamoricolaPerm.)Horrma宿主 :MorusawtralisPoir.(ヤマクワ)

lm 95,109,221,222,234,249,906,1053,1098,1282,1114(藤岡自宅日

9)Phyllactiniaroboris(Gachet)S.Blumer宿主 :QuercwacutissimaCarruth.(クヌギ)

【KFMH820(藤岡自宅)】

10)Ph;llactiniasdmoniiS.Blumer宿主 :paulowniatomentosa(Thumb.)Steud.(キリ)

【KFMH258,1264(藤岡自宅 )】

11)PleochaeLashiraianaPen.)Kimbr.&Korf宿主 :celtissineyau'sPers.var.japonica

(Planch.)Nakai(エノキ)【KFMH61,654,691,720,728,729,835,870,874,1014,1207,
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temlPwaDC.(セン二ンソウ)【KFMH260,342,535,713,991,1214,1277(藤岡自

宅 )】;clematisapilfoliaDC.(ボタンツル HKFMHIO29(藤岡自宅 )]

14)EtySli)hediervillaevar.diervillaeMかabeexU.Braun 宿主:weigelahorteTWis(Siebold

etzucc.)K.Koch (タ二ワッギ )阿 MH842,1039,1082,1085,1096(藤岡自宅 )】;

weigeladecora即akai)Nakai(ニシキワッギ)【KFMH106(藤岡自宅 )】

15)ETySlbheeuphorbiaePeck宿主 :chamaesycenuLans匹ag.)Small(オオニシキソウ)

【KFMH846,940,1005,1218,1232,1287,1290,1302,1358(藤岡自宅)】

16)ETySlbheglycinesvat.glycinesF.LTai宿主 :AmphicafPaeabracteata匹.)Femald

subsp.edgworthiiPendl.)H.Ohashivar.japonica(Oliv.)H.Ohashi (ヤプマメ)

【KFMHl29,134,151,165,214,236,388,419,536,541,653,676,726,852,1001,1055,

1242(藤岡自宅 )】

17)ETySlbheglycinesvar.lespedezae畔.Y.Zheng&U.Braun)U.Braun&R.Y.Zheng宿

主:LespedezacuneataPun.Cotws.)G.Don(メドハギ )阿 MH96,116,381,696,709,

818,860,984,988,1010,1067,1145,1359(藤岡自宅)]

18)ETySli?hegracilisR.Y.Zheng&G.Q.Chen宿主:QuercwglaucaThmb.(アラカシ)

lKFMH267,271,272,273,324,675,669,812,825,856,908,1245,1248,1250,1395,

1396,1397(藤岡自宅 )】;QuercwmysinlfoliaBlum e(シラカシ)【KFMH670(藤

岡自宅 )】

temlPwaDC.(セン二ンソウ)【KFMH260,342,535,713,991,1214,1277(藤岡自

宅 )】;clematisapilfoliaDC.(ボタンツル HKFMHIO29(藤岡自宅 )]
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14)EtySli)hediervillaevar.diervillaeMかabeexU.Braun 宿主:weigelahorteTWis(Siebold

etzucc.)K.Koch (タ二ワッギ )阿 MH842,1039,1082,1085,1096(藤岡自宅 )】;

weigeladecora即akai)Nakai(ニシキワッギ)【KFMH106(藤岡自宅 )】
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subsp.edgworthiiPendl.)H.Ohashivar.japonica(Oliv.)H.Ohashi (ヤプマメ)

【KFMHl29,134,151,165,214,236,388,419,536,541,653,676,726,852,1001,1055,

1242(藤岡自宅 )】

17)ETySlbheglycinesvar.lespedezae畔.Y.Zheng&U.Braun)U.Braun&R.Y.Zheng宿

主:LespedezacuneataPun.Cotws.)G.Don(メドハギ )阿 MH96,116,381,696,709,

818,860,984,988,1010,1067,1145,1359(藤岡自宅)]

18)ETySli?hegracilisR.Y.Zheng&G.Q.Chen宿主:QuercwglaucaThmb.(アラカシ)

lKFMH267,271,272,273,324,675,669,812,825,856,908,1245,1248,1250,1395,

1396,1397(藤岡自宅 )】;QuercwmysinlfoliaBlum e(シラカシ)【KFMH670(藤

岡自宅 )】



19)ETySIPheheracleiDC.in deCandolle&Lamarck宿主 :ostericumsieboldii(Miq.)

Nakai(ヤマセリ)P MHl132,1227(藤岡自宅)】

20)ETySlbhepaeonh7eRY.Zheng&G.Q.Chen宿主 :QuercuscrispulaBlume(シヤク

ヤク)【KFMH75,211,534,678,679,688(藤岡自宅)】

21)EpyslbhepileaeU.Braun宿主 :pileapumilaG..)A.Gray (アオミズHKFMHl103,

1131,1291(藤岡自宅)】

22)Epyslj?hepolygoniK 宿皇:FagoF" eSCulentumMoench(ソバ)【KFMH406,761,

876,877,891,892(藤岡自宅)】;RumexuispugL.(ナカバギシギシ)【KFMH15,

351,360,362,382,383,384,457,786,787,793,809,813,903(藤岡自宅)】

23)EPySlbheabeliicolaU.Braun皮S.Takam.宿主:AbeliaspathulaiaSieboldetZucc.(ツ

クバネワッギ)【KFMH1021(藤岡自宅)】

24)Ewslbheakebiae(Sawada)U.Braun&S.Takam.宿主:AkebiaquinataPoutt.)Decne.

(アケビIKFMH561,771,1057,109q藤岡自宅刃;Akebiairlfoliata(Tbunb.)Koidz.

(ミツパアケビ)【KFMH768,828,1052,1077,1260(藤岡自宅)】

25)ETySIP hea;phitoideu(Griffon皮 Maubl.)U.Braun & S.Takam.宿主 :Quercw

variabilisBlume(アベマキ)【KFMH671,672(藤岡自宅)】

26)ETySIPhequercicolaS.Takam.&U.Braun.QuercuyphillwaeoidesA.Gray (ウパメ
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カシHKFMH1,ll,594,595,802,878,879(藤岡自宅)】

27)Epyslbheberberidisvat.miaticaN.Braun)U.Braun &S.Takam.宿主 :Berberis

thunbergiiDC.(メギ)[KFMH458,873(藤岡自宅)】

28)EfySli?heberchemiae(Sawada)U.Braun &S.Takam.宿主 :Berchemiaracemosa

SieboldetZucc.(クマヤナギHKFMHl134(藤岡自宅)】

29)EfySlbheumt岬 .LTai)U.Braun&S.Takam.宿主:LihderaumbellataThumb.(ク

ロモジ)【KFMHl02,104,1026,1043,1094(藤岡自宅)】

30)ETySli?heclethrae町 Braun)U.Braun&S.Takam.宿主:clethrabarbinervLgSiebold

etzucc.(リヨウプ)lKFMH1064,1073(藤岡自宅)】

31)EfySli)hecowlicdaU.Braun&S.Takam.宿主 :coTylwavellanaL.(セイヨウハシ

JYミ )【KFMH581(藤岡自宅 )];coTyhL"ieboldianaBlum e(ツノハシバミ )

[KFMHIO47,1080(藤岡自宅)】

32)Ew s lb h e d euなiaePunkina)U.Braun &S.Takam.宿主 :DeutziacrenataSieboldet

Zucc.(ワッギ)阿 MHll9,857,987,1052,1068,1222(藤岡自宅)】

33)EfySIPhehelwingiae(Sawada)U.Braun & S.Takam.宿主 :Helwing7'ajaponica
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33)EfySIPhehelwingiae(Sawada)U.Braun & S.Takam.宿主 :Helwing7'ajaponica
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lKFMH1246(藤岡自宅)】;QuercwacutissimaCarruth.(クヌギ)匹FMH 928,
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35)ETySIPheizuemis(Y.Nomtm)U.Braun&S.Takam.宿主:Rhododendronreticulatum

D.DonexG.Don (コパノミツパツツジHKFMH1266,1457(藤岡自宅)】

36)EwslbhemagnlPcaP.Bram)U.Braun &S.Takam.宿主:MagnoliakobwDC.(コ

ブシ)【KFMHIO36(藤岡自宅)】

37EfySIPhemagnoliae(Sawada)U.Braun&S.Takam .宿主:MagnoliakwoleucaSiebold

etzucc.(ホオノキ)【KFMHIO61(藤岡自宅)】

38)ETySlbhepseudolonicerae(E.S.Salmon)U.Braun & S.Takam .宿主 :cocculus

orbiculatZLS牡.)DC.(オオツヅラフジ)【KFMHIOO,153,343,375,795,931,990,1050,

1140,1276,1280,1295,1306,1314,1311(藤岡自宅)】

39)EfySIPhepulchra(Cooke&Peck)U.Bram &S.Takam.宿主 :BenthamidiaPorih

(L.)Spad(アメリカヤマポウシ)【KFMHl31,141,251,530,531,821,890,1271(藤岡

自宅)];Benthamidiajaponica(SieboldetZucc.)H.Hara(ヤマポウシ)[KFMH1095(蘇

岡自宅)】

40)EfySlbhepulchravar.japonicaP.Braun)U.Brayn&STakamatsu 宿主 :swih

controversapemsl.exPrain)Soj紘(ミズキHKFMH98,101,103(藤岡自宅)】

lKFMH1246(藤岡自宅)】;QuercwacutissimaCarruth.(クヌギ)匹FMH 928,

929,1286,1300(藤岡自宅)】

35)ETySIPheizuemis(Y.Nomtm)U.Braun&S.Takam.宿主:Rhododendronreticulatum

D.DonexG.Don (コパノミツパツツジHKFMH1266,1457(藤岡自宅)】

36)EwslbhemagnlPcaP.Bram)U.Braun &S.Takam.宿主:MagnoliakobwDC.(コ

ブシ)【KFMHIO36(藤岡自宅)】

37EfySIPhemagnoliae(Sawada)U.Braun&S.Takam .宿主:MagnoliakwoleucaSiebold

etzucc.(ホオノキ)【KFMHIO61(藤岡自宅)】

38)ETySlbhepseudolonicerae(E.S.Salmon)U.Braun & S.Takam .宿主 :cocculus

orbiculatZLS牡.)DC.(オオツヅラフジ)【KFMHIOO,153,343,375,795,931,990,1050,

1140,1276,1280,1295,1306,1314,1311(藤岡自宅)】

39)EfySIPhepulchra(Cooke&Peck)U.Bram &S.Takam.宿主 :BenthamidiaPorih

(L.)Spad(アメリカヤマポウシ)【KFMHl31,141,251,530,531,821,890,1271(藤岡

自宅)];Benthamidiajaponica(SieboldetZucc.)H.Hara(ヤマポウシ)[KFMH1095(蘇

岡自宅)】

40)EfySlbhepulchravar.japonicaP.Braun)U.Brayn&STakamatsu 宿主 :swih

controversapemsl.exPrain)Soj紘(ミズキHKFMH98,101,103(藤岡自宅)】

lKFMH1246(藤岡自宅)】;QuercwacutissimaCarruth.(クヌギ)匹FMH 928,

929,1286,1300(藤岡自宅)】

35)ETySIPheizuemis(Y.Nomtm)U.Braun&S.Takam.宿主:Rhododendronreticulatum

D.DonexG.Don (コパノミツパツツジHKFMH1266,1457(藤岡自宅)】

36)EwslbhemagnlPcaP.Bram)U.Braun &S.Takam.宿主:MagnoliakobwDC.(コ

ブシ)【KFMHIO36(藤岡自宅)】

37EfySIPhemagnoliae(Sawada)U.Braun&S.Takam .宿主:MagnoliakwoleucaSiebold

etzucc.(ホオノキ)【KFMHIO61(藤岡自宅)】

38)ETySlbhepseudolonicerae(E.S.Salmon)U.Braun & S.Takam .宿主 :cocculus

orbiculatZLS牡.)DC.(オオツヅラフジ)【KFMHIOO,153,343,375,795,931,990,1050,

1140,1276,1280,1295,1306,1314,1311(藤岡自宅)】

39)EfySIPhepulchra(Cooke&Peck)U.Bram &S.Takam.宿主 :BenthamidiaPorih

(L.)Spad(アメリカヤマポウシ)【KFMHl31,141,251,530,531,821,890,1271(藤岡

自宅)];Benthamidiajaponica(SieboldetZucc.)H.Hara(ヤマポウシ)[KFMH1095(蘇

岡自宅)】

40)EfySlbhepulchravar.japonicaP.Braun)U.Brayn&STakamatsu 宿主 :swih

controversapemsl.exPrain)Soj紘(ミズキHKFMH98,101,103(藤岡自宅)】



41)ETySli?hecmtaneigemU.Braun&Cumingt.宿主 :casLaneacrenataSieboldetZucc.

(クリ)【KFMHIO32(藤岡自宅)】

42)ETySlbhesparsaU.Braun 宿主 :vibumumdilatatumThumb.(ガマズミ)【KFMHl18,

1022,1118(藤岡自宅日

43)ErysIPhesubtrichotomaP.Braun)U.Braun&S.Takam.宿主 :RobinklPSeudoacacia

L.(ハリエンジユ)匹FMH1265(藤岡自宅)】

44)ETySIPheviciae-unljugae(Horrma)U.Braun 宿主 :viciavenosa(Willd.exLink)

Maxim.subsp.C2LSPihta(Maxim.)Y.EndoetH.Ohashivar.subcILSPidataNakai(ヒメョ

ツパハギ)【KFMH849,1139(藤岡自宅)】;vl'ciaunljugaA.Bram (ナンテンハギ)

lKFMHl125(藤岡自宅)】

45)E7ySlbhevanbruntianavar.sambuci-raamosaeN.Braun)U.Braun &S.Takam .宿

主 :sambucwracemosaL.subsp.sieboldiana(Miq.)H.Hara(二ワトコ)【KFMHIO72,

1093(藤岡自宅)】

46)ETySIPheactinidiaevar.actinidiae(MiyabeexJacz.)U.Braun &S.Takam.宿主 :

Actinidiaarguta(SieboldetZucc.)Planch.exMiq.(サルナシ)【KfMHl124(藤岡自

宅)】;宿主 :Actinidiapolwama(SieboldetZucc.)Planch.exMaxim.(マタタピ)

【KFMH762,933,1225,1283(藤岡自宅)】

41)ETySli?hecmtaneigemU.Braun&Cumingt.宿主 :casLaneacrenataSieboldetZucc.

(クリ)【KFMHIO32(藤岡自宅)】

42)ETySlbhesparsaU.Braun 宿主 :vibumumdilatatumThumb.(ガマズミ)【KFMHl18,

1022,1118(藤岡自宅日

43)ErysIPhesubtrichotomaP.Braun)U.Braun&S.Takam.宿主 :RobinklPSeudoacacia

L.(ハリエンジユ)匹FMH1265(藤岡自宅)】

44)ETySIPheviciae-unljugae(Horrma)U.Braun 宿主 :viciavenosa(Willd.exLink)

Maxim.subsp.C2LSPihta(Maxim.)Y.EndoetH.Ohashivar.subcILSPidataNakai(ヒメョ

ツパハギ)【KFMH849,1139(藤岡自宅)】;vl'ciaunljugaA.Bram (ナンテンハギ)

lKFMHl125(藤岡自宅)】

45)E7ySlbhevanbruntianavar.sambuci-raamosaeN.Braun)U.Braun &S.Takam .宿

主 :sambucwracemosaL.subsp.sieboldiana(Miq.)H.Hara(二ワトコ)【KFMHIO72,

1093(藤岡自宅)】

46)ETySIPheactinidiaevar.actinidiae(MiyabeexJacz.)U.Braun &S.Takam.宿主 :

Actinidiaarguta(SieboldetZucc.)Planch.exMiq.(サルナシ)【KfMHl124(藤岡自

宅)】;宿主 :Actinidiapolwama(SieboldetZucc.)Planch.exMaxim.(マタタピ)

【KFMH762,933,1225,1283(藤岡自宅)】

41)ETySli?hecmtaneigemU.Braun&Cumingt.宿主 :casLaneacrenataSieboldetZucc.

(クリ)【KFMHIO32(藤岡自宅)】

42)ETySlbhesparsaU.Braun 宿主 :vibumumdilatatumThumb.(ガマズミ)【KFMHl18,

1022,1118(藤岡自宅日

43)ErysIPhesubtrichotomaP.Braun)U.Braun&S.Takam.宿主 :RobinklPSeudoacacia

L.(ハリエンジユ)匹FMH1265(藤岡自宅)】

44)ETySIPheviciae-unljugae(Horrma)U.Braun 宿主 :viciavenosa(Willd.exLink)

Maxim.subsp.C2LSPihta(Maxim.)Y.EndoetH.Ohashivar.subcILSPidataNakai(ヒメョ

ツパハギ)【KFMH849,1139(藤岡自宅)】;vl'ciaunljugaA.Bram (ナンテンハギ)

lKFMHl125(藤岡自宅)】

45)E7ySlbhevanbruntianavar.sambuci-raamosaeN.Braun)U.Braun &S.Takam .宿

主 :sambucwracemosaL.subsp.sieboldiana(Miq.)H.Hara(二ワトコ)【KFMHIO72,

1093(藤岡自宅)】

46)ETySIPheactinidiaevar.actinidiae(MiyabeexJacz.)U.Braun &S.Takam.宿主 :

Actinidiaarguta(SieboldetZucc.)Planch.exMiq.(サルナシ)【KfMHl124(藤岡自

宅)】;宿主 :Actinidiapolwama(SieboldetZucc.)Planch.exMaxim.(マタタピ)

【KFMH762,933,1225,1283(藤岡自宅)】



47)ETySlbheaustralia7m(McAIpine)U.Braun&S.Takam .宿主:LageTTblOemiaihdicaL.

(サルスぺリ)【KFMH60,71,386,389,397,573,692,872(藤岡自宅 )】

48)EfySlbhecaTPini-laxIPoraeU.Braun,V.P.Heluta& S.Takam .宿主 :caTPinw

larlPora(SieboldetZucc.)Blume(アカシデ)【KFMHIO24,1115(藤岡自宅)】

49)EwsIP hearcuataU.Braun,V.P.Heluta&S.Takam.宿主 :ca7Pinustschonoskii

Maxim.(イヌシデ)【KFMHIO99(藤岡自宅 )】

50)ETySlbheclandestinaBiv.宿主 :tHmwparvlfoliaJacq.(アキこし)【叩 725,840,

844,1209(藤岡自宅)】

51)ETySlbheclinわniopsis畔.Y.Zheng&G.Q.Chen)U.Braun &S.Takam.宿主 :

FimianasimplexG..)W.F.Wight(アオギリ)【KFMH526,527,822,1012(藤岡自宅)】

52)ETySlbhePaxinicolaU.Braun&S.Takam.宿主:Frarinwlanug7'nosaKoidz.f.setrata

即akai)Murata(アオダモ)[KFMH715,815,817,1128,1251(藤岡自宅)】;宿主 :

FruinwsieboldianaBlume(マルJYアオダモ)叩 996,997,999(藤岡自宅)】

53)ETySlbhekwanoi(Syd.&P.Syd.)U.Bram&S.Takam.宿主:celtLssinewisPers.var.

japonica伊lanch.)Nakai(エノキ)匹FMH61,87,88,124,166,219,256,396,418,423,

529,654,681,691,717,720,729,835,843,904,925,1148,1207,1211,1237,1257,

1294,1308(藤岡自宅 )】

54)ETySIPhek2LSanOivar.aphanantheLSN.Braun)U.Braun & S.Takam.宿主 :

47)ETySlbheaustralia7m(McAIpine)U.Braun&S.Takam .宿主:LageTTblOemiaihdicaL.

(サルスぺリ)【KFMH60,71,386,389,397,573,692,872(藤岡自宅 )】

48)EfySlbhecaTPini-laxIPoraeU.Braun,V.P.Heluta& S.Takam .宿主 :caTPinw

larlPora(SieboldetZucc.)Blume(アカシデ)【KFMHIO24,1115(藤岡自宅)】

49)EwsIP hearcuataU.Braun,V.P.Heluta&S.Takam.宿主 :ca7Pinustschonoskii

Maxim.(イヌシデ)【KFMHIO99(藤岡自宅 )】

50)ETySlbheclandestinaBiv.宿主 :tHmwparvlfoliaJacq.(アキこし)【叩 725,840,

844,1209(藤岡自宅)】

51)ETySlbheclinわniopsis畔.Y.Zheng&G.Q.Chen)U.Braun &S.Takam.宿主 :

FimianasimplexG..)W.F.Wight(アオギリ)【KFMH526,527,822,1012(藤岡自宅)】

52)ETySlbhePaxinicolaU.Braun&S.Takam.宿主:Frarinwlanug7'nosaKoidz.f.setrata

即akai)Murata(アオダモ)[KFMH715,815,817,1128,1251(藤岡自宅)】;宿主 :

FruinwsieboldianaBlume(マルJYアオダモ)叩 996,997,999(藤岡自宅)】

53)ETySlbhekwanoi(Syd.&P.Syd.)U.Bram&S.Takam.宿主:celtLssinewisPers.var.

japonica伊lanch.)Nakai(エノキ)匹FMH61,87,88,124,166,219,256,396,418,423,

529,654,681,691,717,720,729,835,843,904,925,1148,1207,1211,1237,1257,

1294,1308(藤岡自宅 )】

54)ETySIPhek2LSanOivar.aphanantheLSN.Braun)U.Braun & S.Takam.宿主 :

47)ETySlbheaustralia7m(McAIpine)U.Braun&S.Takam .宿主:LageTTblOemiaihdicaL.

(サルスぺリ)【KFMH60,71,386,389,397,573,692,872(藤岡自宅 )】

48)EfySlbhecaTPini-laxIPoraeU.Braun,V.P.Heluta& S.Takam .宿主 :caTPinw

larlPora(SieboldetZucc.)Blume(アカシデ)【KFMHIO24,1115(藤岡自宅)】

49)EwsIP hearcuataU.Braun,V.P.Heluta&S.Takam.宿主 :ca7Pinustschonoskii

Maxim.(イヌシデ)【KFMHIO99(藤岡自宅 )】

50)ETySlbheclandestinaBiv.宿主 :tHmwparvlfoliaJacq.(アキこし)【叩 725,840,

844,1209(藤岡自宅)】

51)ETySlbheclinわniopsis畔.Y.Zheng&G.Q.Chen)U.Braun &S.Takam.宿主 :

FimianasimplexG..)W.F.Wight(アオギリ)【KFMH526,527,822,1012(藤岡自宅)】

52)ETySlbhePaxinicolaU.Braun&S.Takam.宿主:Frarinwlanug7'nosaKoidz.f.setrata

即akai)Murata(アオダモ)[KFMH715,815,817,1128,1251(藤岡自宅)】;宿主 :

FruinwsieboldianaBlume(マルJYアオダモ)叩 996,997,999(藤岡自宅)】

53)ETySlbhekwanoi(Syd.&P.Syd.)U.Bram&S.Takam.宿主:celtLssinewisPers.var.

japonica伊lanch.)Nakai(エノキ)匹FMH61,87,88,124,166,219,256,396,418,423,

529,654,681,691,717,720,729,835,843,904,925,1148,1207,1211,1237,1257,

1294,1308(藤岡自宅 )】

54)ETySIPhek2LSanOivar.aphanantheLSN.Braun)U.Braun & S.Takam.宿主 :



Aphanantheaspera(Thumb.)Planch.(ムクノキ)【KFMH1258(藤岡自宅)】

55)ETySIPhehiSanOivat.zelkowaePerm.)U.Braun&S.Takam.宿主 :zukovaseTrata

(Thunb.)Makino(ケヤキ)【KFMH677,716,859,959,1070,1205,1296,1462(藤岡自

宅 )】

56)ETySlbheliquidambaris(R.Y.Zheng&G.Q.Chen)U.BraLLn宿主 :Liquih mbar

SpaclPuaL.(モミジパフウ)【KFMHl147,1247,1274(藤岡自宅 )】;宿主 :

Liquihmbarfonnosα相Hance(タイワンフウ)【KFMH667,668,939,1142,1143,I146,

1244,1272(藤岡自宅 )】

57)EfySlbheljubwskiivar.ljubarskii(Golovin)U.Braun & S.Takam.宿主 :Acer

palmatumTblmb.(イロハモミジ)【KFMH59,217,398,427,428,429,697,705,858,

927,1045,1206,1239,1288,1293,1298(藤岡自宅 )】

58)E7ySlbhemoriO.Miyake)U.Braun&S.Takam.宿主 :MorwawtralisPob(ヤマグ

ワ)【KFMH221,222,395,588,651,980,1053,1098,1114,1121,1243,1282(藤岡自

宅 )】

59)EfySIPhenecatorSchwein.宿主 :vitisvinlferaL.(ブドウ)【KFMH142,210,220,230,

232,425,426,1230,1392(藤岡自宅 日

60)EfySlbhenecatorvar.ampelopsidis(Peck)U.Braun &S.Takam.宿主 :Ampelopsis

Aphanantheaspera(Thumb.)Planch.(ムクノキ)【KFMH1258(藤岡自宅)】

55)ETySIPhehiSanOivat.zelkowaePerm.)U.Braun&S.Takam.宿主 :zukovaseTrata

(Thunb.)Makino(ケヤキ)【KFMH677,716,859,959,1070,1205,1296,1462(藤岡自

宅 )】

56)ETySlbheliquidambaris(R.Y.Zheng&G.Q.Chen)U.BraLLn宿主 :Liquih mbar

SpaclPuaL.(モミジパフウ)【KFMHl147,1247,1274(藤岡自宅 )】;宿主 :

Liquihmbarfonnosα相Hance(タイワンフウ)【KFMH667,668,939,1142,1143,I146,

1244,1272(藤岡自宅 )】

57)EfySlbheljubwskiivar.ljubarskii(Golovin)U.Braun & S.Takam.宿主 :Acer

palmatumTblmb.(イロハモミジ)【KFMH59,217,398,427,428,429,697,705,858,

927,1045,1206,1239,1288,1293,1298(藤岡自宅 )】

58)E7ySlbhemoriO.Miyake)U.Braun&S.Takam.宿主 :MorwawtralisPob(ヤマグ

ワ)【KFMH221,222,395,588,651,980,1053,1098,1114,1121,1243,1282(藤岡自

宅 )】

59)EfySIPhenecatorSchwein.宿主 :vitisvinlferaL.(ブドウ)【KFMH142,210,220,230,

232,425,426,1230,1392(藤岡自宅 日

60)EfySlbhenecatorvar.ampelopsidis(Peck)U.Braun &S.Takam.宿主 :Ampelopsis

Aphanantheaspera(Thumb.)Planch.(ムクノキ)【KFMH1258(藤岡自宅)】

55)ETySIPhehiSanOivat.zelkowaePerm.)U.Braun&S.Takam.宿主 :zukovaseTrata

(Thunb.)Makino(ケヤキ)【KFMH677,716,859,959,1070,1205,1296,1462(藤岡自

宅 )】

56)ETySlbheliquidambaris(R.Y.Zheng&G.Q.Chen)U.BraLLn宿主 :Liquih mbar

SpaclPuaL.(モミジパフウ)【KFMHl147,1247,1274(藤岡自宅 )】;宿主 :

Liquihmbarfonnosα相Hance(タイワンフウ)【KFMH667,668,939,1142,1143,I146,

1244,1272(藤岡自宅 )】

57)EfySlbheljubwskiivar.ljubarskii(Golovin)U.Braun & S.Takam.宿主 :Acer

palmatumTblmb.(イロハモミジ)【KFMH59,217,398,427,428,429,697,705,858,

927,1045,1206,1239,1288,1293,1298(藤岡自宅 )】

58)E7ySlbhemoriO.Miyake)U.Braun&S.Takam.宿主 :MorwawtralisPob(ヤマグ

ワ)【KFMH221,222,395,588,651,980,1053,1098,1114,1121,1243,1282(藤岡自

宅 )】

59)EfySIPhenecatorSchwein.宿主 :vitisvinlferaL.(ブドウ)【KFMH142,210,220,230,

232,425,426,1230,1392(藤岡自宅 日

60)EfySlbhenecatorvar.ampelopsidis(Peck)U.Braun &S.Takam.宿主 :Ampelopsis



glandulosa(Wall.)Momiy.var.heteropkylla(Thumb.)Momiy.(ノブドウ)匹FMH932,

958,963,965,975,992,1011,1013,1100,1136,1279,1310,1315,1372,1372,1373(蘇

岡自宅 )】

61)ETySlbhesengokui匹.S.Salmon)U.Braun&S.Takam.宿主 :celasか2LSOrbiculatw

Th血b.(ツルウメモドキ)【KFMH344(藤岡自宅 )】

62)EfySlbhesimulaTWVar.tandaeN.Braun)U.Braun&S.Takam.宿主 :RosamultljTora

Thumb.(ノイパラ)P MHIO7(藤岡自宅 )】

63)EfySlbhevemiclferaePerul.)U.Bratm&S.Takam.宿主:ToxicoLkdyvnverniclPuum

(stokes)F.A.Barkley(ウルシ)P MH225,416,942(藤岡自宅 )】;宿主:Rhwjavanica

L.vat.chinefWis(Mill.)T.Yamaz.(ヌルデ)【KFMHIO5,1003(藤岡自宅 )】;宿主 :

Taxicodendronかichocarpum(Miq.)KuntZX:(ヤマウルシ)阿FMH845,853,1212,1268

(藤岡自宅 )a;宿主:ToxicodendronorientaleGreene(ツタウルシ)【KFMHIO58,1284

(藤岡自宅 刃;宿主:Rhwg;lvesirisSieboldetZucc.(ヤマハゼ)【KFMH723,982,995,

1117,1120(藤岡自宅 )】

64)TJPhulochaetajaponicaS.Ito&Hara,Bot.Mag.宿主:QuercwneoglandullfwaNakai

(コナラ)【KFMH1254(藤岡自宅 )】

65)GolovinomycescichoracearumPC.)V.P.Helutavar.cichoracearum宿主 :Aster

glandulosa(Wall.)Momiy.var.heteropkylla(Thumb.)Momiy.(ノブドウ)匹FMH932,

958,963,965,975,992,1011,1013,1100,1136,1279,1310,1315,1372,1372,1373(蘇

岡自宅 )】

61)ETySlbhesengokui匹.S.Salmon)U.Braun&S.Takam.宿主 :celasか2LSOrbiculatw

Th血b.(ツルウメモドキ)【KFMH344(藤岡自宅 )】

62)EfySlbhesimulaTWVar.tandaeN.Braun)U.Braun&S.Takam.宿主 :RosamultljTora

Thumb.(ノイパラ)P MHIO7(藤岡自宅 )】

63)EfySlbhevemiclferaePerul.)U.Bratm&S.Takam.宿主:ToxicoLkdyvnverniclPuum

(stokes)F.A.Barkley(ウルシ)P MH225,416,942(藤岡自宅 )】;宿主:Rhwjavanica

L.vat.chinefWis(Mill.)T.Yamaz.(ヌルデ)【KFMHIO5,1003(藤岡自宅 )】;宿主 :

Taxicodendronかichocarpum(Miq.)KuntZX:(ヤマウルシ)阿FMH845,853,1212,1268

(藤岡自宅 )a;宿主:ToxicodendronorientaleGreene(ツタウルシ)【KFMHIO58,1284

(藤岡自宅 刃;宿主:Rhwg;lvesirisSieboldetZucc.(ヤマハゼ)【KFMH723,982,995,

1117,1120(藤岡自宅 )】

64)TJPhulochaetajaponicaS.Ito&Hara,Bot.Mag.宿主:QuercwneoglandullfwaNakai

(コナラ)【KFMH1254(藤岡自宅 )】

65)GolovinomycescichoracearumPC.)V.P.Helutavar.cichoracearum宿主 :Aster

glandulosa(Wall.)Momiy.var.heteropkylla(Thumb.)Momiy.(ノブドウ)匹FMH932,

958,963,965,975,992,1011,1013,1100,1136,1279,1310,1315,1372,1372,1373(蘇

岡自宅 )】

61)ETySlbhesengokui匹.S.Salmon)U.Braun&S.Takam.宿主 :celasか2LSOrbiculatw

Th血b.(ツルウメモドキ)【KFMH344(藤岡自宅 )】

62)EfySlbhesimulaTWVar.tandaeN.Braun)U.Braun&S.Takam.宿主 :RosamultljTora

Thumb.(ノイパラ)P MHIO7(藤岡自宅 )】

63)EfySlbhevemiclferaePerul.)U.Bratm&S.Takam.宿主:ToxicoLkdyvnverniclPuum

(stokes)F.A.Barkley(ウルシ)P MH225,416,942(藤岡自宅 )】;宿主:Rhwjavanica

L.vat.chinefWis(Mill.)T.Yamaz.(ヌルデ)【KFMHIO5,1003(藤岡自宅 )】;宿主 :

Taxicodendronかichocarpum(Miq.)KuntZX:(ヤマウルシ)阿FMH845,853,1212,1268

(藤岡自宅 )a;宿主:ToxicodendronorientaleGreene(ツタウルシ)【KFMHIO58,1284

(藤岡自宅 刃;宿主:Rhwg;lvesirisSieboldetZucc.(ヤマハゼ)【KFMH723,982,995,

1117,1120(藤岡自宅 )】

64)TJPhulochaetajaponicaS.Ito&Hara,Bot.Mag.宿主:QuercwneoglandullfwaNakai

(コナラ)【KFMH1254(藤岡自宅 )】

65)GolovinomycescichoracearumPC.)V.P.Helutavar.cichoracearum宿主 :Aster



novi-belgiiL.(ユウゼンギク)【KFMH961,1326,1357(藤岡自宅)】;Eupaわrium

makinoiT.KawaharaetYahara(ヒヨドリパナ)【KFMHIOO7,1008,1263(藤岡自

宅)】;solihgovirgaurML.subsp.∬iatica即akaiexH.Hara)Kitam.exH.Hara(アキ

ノキリンソウ)【KFMHIO27(藤岡自宅)】

66)Golovinomycesorontii(Castagne)V.P.Heluta宿主 :Galium spurium L.var.

echinospennon(Walk.)Hayek(ヤエムプラ)【KFMH320,328,330,1400,1401,1402

(藤岡自宅)】

67)Golovinomycesrubiae(H.D.Shin&Y.J.La)U.Braun 宿主 :RubiaargyiP.Lev.et

Vaniot)H.HaraexLauener(アカネ)【KFMHIO78,1233,1369(藤岡自宅)】

68)GolovitWmyCeSSOrdidw(L.Junell)V.P.Heluta宿主 :planiagoasiaticaL.(オオバコ)

【KFMH56,108,110,475,507,546,706,710,775,784,788,955,1046,1074(藤岡自

宅)】

69)NeoeTySIPhegaleopsidisPC.)U.Braun 宿主 :LamiumalbumL.var.barbatum

(SieboldetZucc.)Franch.etSay.(オドリコソウ)【KFMH139,302,325,340,650,763,

785,895,1236(藤岡自宅)】;宿主 :LmiumamplexicauleL.0阿 MH299,315,352,

450,451,452,453,454,456,556,804,893,922,923,1385(藤岡自宅)】

70)NeoeyyslbhehirataeHeluta&S.Takam.宿主:LigulariaPscheri(Ledeb.)Turcz.(オタ

novi-belgiiL.(ユウゼンギク)【KFMH961,1326,1357(藤岡自宅)】;Eupaわrium

makinoiT.KawaharaetYahara(ヒヨドリパナ)【KFMHIOO7,1008,1263(藤岡自

宅)】;solihgovirgaurML.subsp.∬iatica即akaiexH.Hara)Kitam.exH.Hara(アキ

ノキリンソウ)【KFMHIO27(藤岡自宅)】

66)Golovinomycesorontii(Castagne)V.P.Heluta宿主 :Galium spurium L.var.

echinospennon(Walk.)Hayek(ヤエムプラ)【KFMH320,328,330,1400,1401,1402

(藤岡自宅)】

67)Golovinomycesrubiae(H.D.Shin&Y.J.La)U.Braun 宿主 :RubiaargyiP.Lev.et

Vaniot)H.HaraexLauener(アカネ)【KFMHIO78,1233,1369(藤岡自宅)】

68)GolovitWmyCeSSOrdidw(L.Junell)V.P.Heluta宿主 :planiagoasiaticaL.(オオバコ)

【KFMH56,108,110,475,507,546,706,710,775,784,788,955,1046,1074(藤岡自

宅)】

69)NeoeTySIPhegaleopsidisPC.)U.Braun 宿主 :LamiumalbumL.var.barbatum

(SieboldetZucc.)Franch.etSay.(オドリコソウ)【KFMH139,302,325,340,650,763,

785,895,1236(藤岡自宅)】;宿主 :LmiumamplexicauleL.0阿 MH299,315,352,

450,451,452,453,454,456,556,804,893,922,923,1385(藤岡自宅)】

70)NeoeyyslbhehirataeHeluta&S.Takam.宿主:LigulariaPscheri(Ledeb.)Turcz.(オタ

novi-belgiiL.(ユウゼンギク)【KFMH961,1326,1357(藤岡自宅)】;Eupaわrium

makinoiT.KawaharaetYahara(ヒヨドリパナ)【KFMHIOO7,1008,1263(藤岡自

宅)】;solihgovirgaurML.subsp.∬iatica即akaiexH.Hara)Kitam.exH.Hara(アキ

ノキリンソウ)【KFMHIO27(藤岡自宅)】

66)Golovinomycesorontii(Castagne)V.P.Heluta宿主 :Galium spurium L.var.

echinospennon(Walk.)Hayek(ヤエムプラ)【KFMH320,328,330,1400,1401,1402

(藤岡自宅)】

67)Golovinomycesrubiae(H.D.Shin&Y.J.La)U.Braun 宿主 :RubiaargyiP.Lev.et

Vaniot)H.HaraexLauener(アカネ)【KFMHIO78,1233,1369(藤岡自宅)】

68)GolovitWmyCeSSOrdidw(L.Junell)V.P.Heluta宿主 :planiagoasiaticaL.(オオバコ)

【KFMH56,108,110,475,507,546,706,710,775,784,788,955,1046,1074(藤岡自

宅)】

69)NeoeTySIPhegaleopsidisPC.)U.Braun 宿主 :LamiumalbumL.var.barbatum

(SieboldetZucc.)Franch.etSay.(オドリコソウ)【KFMH139,302,325,340,650,763,

785,895,1236(藤岡自宅)】;宿主 :LmiumamplexicauleL.0阿 MH299,315,352,

450,451,452,453,454,456,556,804,893,922,923,1385(藤岡自宅)】

70)NeoeyyslbhehirataeHeluta&S.Takam.宿主:LigulariaPscheri(Ledeb.)Turcz.(オタ



カラコウ)【KFMHIO18(藤岡自宅 )】

71)BlumeriagraminisPC.)Speer宿主 :EIm ustsukwhieTLgisHondavar.transiens

(Hack.)Osa血 (カモジグサ)【KFMH297,319,354,370,455,574,794,707(藤岡自

宅 )】;宿主:HordeumⅧlgareL.(オオムギ)【KFMH345(藤岡自宅 )】;宿主:Lolium

multlj7orumLam.(ネズミムギ)【KFMH355(藤岡自宅 )】;宿主:poaacroleucasteud.

(ミソイチコツナギ)【KFMH433,434(藤岡自宅 )】

72)Sawadaeanankinensis伊.L.Tai)S.Takan.&U.Bra皿 宿主:AcerbuergerianumMiq.

(トウカ工デ)叩 973,1144,1275(藤岡自宅 )】

73)SawadaeapO脚ゐVar.japonicaU.Braum&Tanada宿主 :AcerpalmatumThumb.(イ

ロハモミジ)【KFMH162,217,697,926,930,1045,1110,1239,1278,1288,1293,1298

(藤岡自宅 )】;宿主:AceramoenumCarri主revar.amoenum(オオモミジ)【KFMH1297

(藤岡自宅 )】;宿主:AcersieboldianumMiq.(コハウチワカエデ)匹FMHIO49,1086

(藤岡自宅 日

74)SawadaeatulasneHFuckel)Horrma宿主 :AcerpictumThumb.subsp.dissectum

(wesm.)H.Ohashi(イタヤカエデ)【KFMHIO41,1048,1084,1106(藤岡自宅 )】;宿

主 :Acercrataeg!foliumSieboldetZucc.(ウリカエデ)【KFMHll16(藤岡自宅 )】;宿

主 :AcerpictumThumb.subsp.dissectum(Wesm.)H.Ohashif.dissectum(Wesm.)

カラコウ)【KFMHIO18(藤岡自宅 )】

71)BlumeriagraminisPC.)Speer宿主 :EIm ustsukwhieTLgisHondavar.transiens

(Hack.)Osa血 (カモジグサ)【KFMH297,319,354,370,455,574,794,707(藤岡自

宅 )】;宿主:HordeumⅧlgareL.(オオムギ)【KFMH345(藤岡自宅 )】;宿主:Lolium

multlj7orumLam.(ネズミムギ)【KFMH355(藤岡自宅 )】;宿主:poaacroleucasteud.

(ミソイチコツナギ)【KFMH433,434(藤岡自宅 )】

72)Sawadaeanankinensis伊.L.Tai)S.Takan.&U.Bra皿 宿主:AcerbuergerianumMiq.

(トウカ工デ)叩 973,1144,1275(藤岡自宅 )】

73)SawadaeapO脚ゐVar.japonicaU.Braum&Tanada宿主 :AcerpalmatumThumb.(イ

ロハモミジ)【KFMH162,217,697,926,930,1045,1110,1239,1278,1288,1293,1298

(藤岡自宅 )】;宿主:AceramoenumCarri主revar.amoenum(オオモミジ)【KFMH1297

(藤岡自宅 )】;宿主:AcersieboldianumMiq.(コハウチワカエデ)匹FMHIO49,1086

(藤岡自宅 日

74)SawadaeatulasneHFuckel)Horrma宿主 :AcerpictumThumb.subsp.dissectum

(wesm.)H.Ohashi(イタヤカエデ)【KFMHIO41,1048,1084,1106(藤岡自宅 )】;宿

主 :Acercrataeg!foliumSieboldetZucc.(ウリカエデ)【KFMHll16(藤岡自宅 )】;宿

主 :AcerpictumThumb.subsp.dissectum(Wesm.)H.Ohashif.dissectum(Wesm.)

カラコウ)【KFMHIO18(藤岡自宅 )】

71)BlumeriagraminisPC.)Speer宿主 :EIm ustsukwhieTLgisHondavar.transiens

(Hack.)Osa血 (カモジグサ)【KFMH297,319,354,370,455,574,794,707(藤岡自

宅 )】;宿主:HordeumⅧlgareL.(オオムギ)【KFMH345(藤岡自宅 )】;宿主:Lolium

multlj7orumLam.(ネズミムギ)【KFMH355(藤岡自宅 )】;宿主:poaacroleucasteud.

(ミソイチコツナギ)【KFMH433,434(藤岡自宅 )】

72)Sawadaeanankinensis伊.L.Tai)S.Takan.&U.Bra皿 宿主:AcerbuergerianumMiq.

(トウカ工デ)叩 973,1144,1275(藤岡自宅 )】

73)SawadaeapO脚ゐVar.japonicaU.Braum&Tanada宿主 :AcerpalmatumThumb.(イ

ロハモミジ)【KFMH162,217,697,926,930,1045,1110,1239,1278,1288,1293,1298

(藤岡自宅 )】;宿主:AceramoenumCarri主revar.amoenum(オオモミジ)【KFMH1297

(藤岡自宅 )】;宿主:AcersieboldianumMiq.(コハウチワカエデ)匹FMHIO49,1086

(藤岡自宅 日

74)SawadaeatulasneHFuckel)Horrma宿主 :AcerpictumThumb.subsp.dissectum

(wesm.)H.Ohashi(イタヤカエデ)【KFMHIO41,1048,1084,1106(藤岡自宅 )】;宿

主 :Acercrataeg!foliumSieboldetZucc.(ウリカエデ)【KFMHll16(藤岡自宅 )】;宿

主 :AcerpictumThumb.subsp.dissectum(Wesm.)H.Ohashif.dissectum(Wesm.)



H.Ohashi(エンコウカエデ)【KFMHIO97(藤岡自宅)】

75)CystothecawrightiiBerk.&M.A.Cuds宿主 :Quercwglauca刊1unb.(アラカシ)

【KFMH83,90,265,273,274,357,369,675,707,732,783,898,907,908,1245,1248,

1250,1303,1395,1396,1397(藤岡自宅)】;宿主 :Queru mysinlfoliaBlume(シラ

カシ)阿 MH366,790(藤岡自宅日

76)Podosphaeraclandestina(Wdk.)Liv.Var.clandestina宿主:spiraeahsyanthaBunge

(イブキシモツケ)【叩 1228(藤岡自宅)】

77)PoゐsphaeralongiselaSawada宿主 :padwgrqyayu7(M血im.)C.K.Schneid.(ウワミ

ズサクラ)【KFMH765(藤岡自宅)】

78)Podosphaeraかidaco7lavw.かihcyla(Wallr.)deBary宿主 :Ameniacamume

(sieboldetZucc.)deVriese(ウメ)P MH565,867,971,972(藤岡自宅)】;宿主 :

CerasusxyedoeWis(Matstm.)A.V.Vassil.(サクラ)[KFMH209,1056,1127,1458(蘇

岡自宅)】

79)Podosphaeraaphanisvar.LPhanis(Wallr.)U.Braun &S.Takam.宿主 :Agrimonia

pilosaLedeb.Var.japonica(Miq.)Nakai(キンミズヒキ)【KFMH800(藤岡自宅)】

80)Podosphaerabalsaminae畔ariexU.Brain)U.Braun &S.Takam.宿主 :ImpatiefW

textoriiMiq.(ツリフネソウ)【KFMH127,132(藤岡自宅)】

81)Podosphaeraeuphorbiae(Castagne)U.Braun&S.Takam.宿主 :chamaesycenutafW

H.Ohashi(エンコウカエデ)【KFMHIO97(藤岡自宅)】

75)CystothecawrightiiBerk.&M.A.Cuds宿主 :Quercwglauca刊1unb.(アラカシ)

【KFMH83,90,265,273,274,357,369,675,707,732,783,898,907,908,1245,1248,

1250,1303,1395,1396,1397(藤岡自宅)】;宿主 :Queru mysinlfoliaBlume(シラ

カシ)阿 MH366,790(藤岡自宅日

76)Podosphaeraclandestina(Wdk.)Liv.Var.clandestina宿主:spiraeahsyanthaBunge

(イブキシモツケ)【叩 1228(藤岡自宅)】

77)PoゐsphaeralongiselaSawada宿主 :padwgrqyayu7(M血im.)C.K.Schneid.(ウワミ

ズサクラ)【KFMH765(藤岡自宅)】

78)Podosphaeraかidaco7lavw.かihcyla(Wallr.)deBary宿主 :Ameniacamume

(sieboldetZucc.)deVriese(ウメ)P MH565,867,971,972(藤岡自宅)】;宿主 :

CerasusxyedoeWis(Matstm.)A.V.Vassil.(サクラ)[KFMH209,1056,1127,1458(蘇

岡自宅)】

79)Podosphaeraaphanisvar.LPhanis(Wallr.)U.Braun &S.Takam.宿主 :Agrimonia

pilosaLedeb.Var.japonica(Miq.)Nakai(キンミズヒキ)【KFMH800(藤岡自宅)】

80)Podosphaerabalsaminae畔ariexU.Brain)U.Braun &S.Takam.宿主 :ImpatiefW

textoriiMiq.(ツリフネソウ)【KFMH127,132(藤岡自宅)】

81)Podosphaeraeuphorbiae(Castagne)U.Braun&S.Takam.宿主 :chamaesycenutafW

H.Ohashi(エンコウカエデ)【KFMHIO97(藤岡自宅)】

75)CystothecawrightiiBerk.&M.A.Cuds宿主 :Quercwglauca刊1unb.(アラカシ)

【KFMH83,90,265,273,274,357,369,675,707,732,783,898,907,908,1245,1248,

1250,1303,1395,1396,1397(藤岡自宅)】;宿主 :Queru mysinlfoliaBlume(シラ

カシ)阿 MH366,790(藤岡自宅日

76)Podosphaeraclandestina(Wdk.)Liv.Var.clandestina宿主:spiraeahsyanthaBunge

(イブキシモツケ)【叩 1228(藤岡自宅)】

77)PoゐsphaeralongiselaSawada宿主 :padwgrqyayu7(M血im.)C.K.Schneid.(ウワミ

ズサクラ)【KFMH765(藤岡自宅)】

78)Podosphaeraかidaco7lavw.かihcyla(Wallr.)deBary宿主 :Ameniacamume

(sieboldetZucc.)deVriese(ウメ)P MH565,867,971,972(藤岡自宅)】;宿主 :

CerasusxyedoeWis(Matstm.)A.V.Vassil.(サクラ)[KFMH209,1056,1127,1458(蘇

岡自宅)】

79)Podosphaeraaphanisvar.LPhanis(Wallr.)U.Braun &S.Takam.宿主 :Agrimonia

pilosaLedeb.Var.japonica(Miq.)Nakai(キンミズヒキ)【KFMH800(藤岡自宅)】

80)Podosphaerabalsaminae畔ariexU.Brain)U.Braun &S.Takam.宿主 :ImpatiefW

textoriiMiq.(ツリフネソウ)【KFMH127,132(藤岡自宅)】

81)Podosphaeraeuphorbiae(Castagne)U.Braun&S.Takam.宿主 :chamaesycenutafW



(Lag.)Small(オオ二シキソウ)【KFMH981(藤岡自宅 )】

82)Poゐsphaeraeuphorbiae-hirtaeN.Bram &Somani)U.Braun &S.Takam.宿主 :

Acalwhaaw&alisL.(エノキクサ)【KFMH420,538,539(藤岡自宅 )】

83)Podosphaerafeyruginea(Schltdl.)U.Braun&S.Takam.宿主 :sanguisorbaobicinalis

L.(ワしモコウ)P MHl23,1033,1040,1062(藤岡自宅 )】

84)PodosphaeraMnthii(Castagne)U.Bram&N.Shishkoff宿主:zinniaelegansJacq.(ヒ

ヤクニチソウ)叩 78,154,160,432(藤岡自宅 )】;宿主:HelianthwannuwL.(ヒ

マワリ)【KFMH67,89,91,871(藤岡自宅 )】

85)PoLk )sphaeraJ払 ca伊r.)U.Braun&Shishkoff宿主 :xanthiumoccidentaleBertol.(オ

オオナモミ)【KFMH93,233,1002,1241(藤岡自宅 刃;宿主:coreopsislanceolataL.(オ

オキンケイギク)【KFMH238,776,1231,1240(藤岡自宅 )】;宿主:cosmosblPinnat2LS

Cav.(コスモス)匹FMH74,77,82,204,279,899,900,962,1179(藤岡自宅 )】;宿主 :

TwmacumoBcinaleWeberexF.H.Wigg.(セイヨウタンポポ)【KFMH23,62,128,365,

413,415,422,424,767,966,1060,1221(藤岡自宅 )a;宿主:Twax:acumalbidumDahlst.

(シロバナタンポポ)【KFMH869,1399(藤岡自宅 )】;宿主 :Twmacumjaponicum

Koidz.(カンサイタンポポ)【KFMH548,558,1367,1384(藤岡自宅 )】;宿主:conJqa

canadeTW由仁.)Cronquist(ヒメムカシヨモギ)【KFMH120,125,126(藤岡自宅 )】;宿

(Lag.)Small(オオ二シキソウ)【KFMH981(藤岡自宅 )】

82)Poゐsphaeraeuphorbiae-hirtaeN.Bram &Somani)U.Braun &S.Takam.宿主 :

Acalwhaaw&alisL.(エノキクサ)【KFMH420,538,539(藤岡自宅 )】

83)Podosphaerafeyruginea(Schltdl.)U.Braun&S.Takam.宿主 :sanguisorbaobicinalis

L.(ワしモコウ)P MHl23,1033,1040,1062(藤岡自宅 )】

84)PodosphaeraMnthii(Castagne)U.Bram&N.Shishkoff宿主:zinniaelegansJacq.(ヒ

ヤクニチソウ)叩 78,154,160,432(藤岡自宅 )】;宿主:HelianthwannuwL.(ヒ

マワリ)【KFMH67,89,91,871(藤岡自宅 )】

85)PoLk )sphaeraJ払 ca伊r.)U.Braun&Shishkoff宿主 :xanthiumoccidentaleBertol.(オ

オオナモミ)【KFMH93,233,1002,1241(藤岡自宅 刃;宿主:coreopsislanceolataL.(オ

オキンケイギク)【KFMH238,776,1231,1240(藤岡自宅 )】;宿主:cosmosblPinnat2LS

Cav.(コスモス)匹FMH74,77,82,204,279,899,900,962,1179(藤岡自宅 )】;宿主 :

TwmacumoBcinaleWeberexF.H.Wigg.(セイヨウタンポポ)【KFMH23,62,128,365,

413,415,422,424,767,966,1060,1221(藤岡自宅 )a;宿主:Twax:acumalbidumDahlst.

(シロバナタンポポ)【KFMH869,1399(藤岡自宅 )】;宿主 :Twmacumjaponicum

Koidz.(カンサイタンポポ)【KFMH548,558,1367,1384(藤岡自宅 )】;宿主:conJqa

canadeTW由仁.)Cronquist(ヒメムカシヨモギ)【KFMH120,125,126(藤岡自宅 )】;宿

(Lag.)Small(オオ二シキソウ)【KFMH981(藤岡自宅 )】

82)Poゐsphaeraeuphorbiae-hirtaeN.Bram &Somani)U.Braun &S.Takam.宿主 :

Acalwhaaw&alisL.(エノキクサ)【KFMH420,538,539(藤岡自宅 )】

83)Podosphaerafeyruginea(Schltdl.)U.Braun&S.Takam.宿主 :sanguisorbaobicinalis

L.(ワしモコウ)P MHl23,1033,1040,1062(藤岡自宅 )】

84)PodosphaeraMnthii(Castagne)U.Bram&N.Shishkoff宿主:zinniaelegansJacq.(ヒ

ヤクニチソウ)叩 78,154,160,432(藤岡自宅 )】;宿主:HelianthwannuwL.(ヒ

マワリ)【KFMH67,89,91,871(藤岡自宅 )】

85)PoLk )sphaeraJ払 ca伊r.)U.Braun&Shishkoff宿主 :xanthiumoccidentaleBertol.(オ

オオナモミ)【KFMH93,233,1002,1241(藤岡自宅 刃;宿主:coreopsislanceolataL.(オ

オキンケイギク)【KFMH238,776,1231,1240(藤岡自宅 )】;宿主:cosmosblPinnat2LS

Cav.(コスモス)匹FMH74,77,82,204,279,899,900,962,1179(藤岡自宅 )】;宿主 :

TwmacumoBcinaleWeberexF.H.Wigg.(セイヨウタンポポ)【KFMH23,62,128,365,

413,415,422,424,767,966,1060,1221(藤岡自宅 )a;宿主:Twax:acumalbidumDahlst.

(シロバナタンポポ)【KFMH869,1399(藤岡自宅 )】;宿主 :Twmacumjaponicum

Koidz.(カンサイタンポポ)【KFMH548,558,1367,1384(藤岡自宅 )】;宿主:conJqa

canadeTW由仁.)Cronquist(ヒメムカシヨモギ)【KFMH120,125,126(藤岡自宅 )】;宿



主:AstertaLaric2iSL.f.(シオン)【KFMH164,240,250,414(藤岡自宅)];宿主:Twenia

foumieriLindenexE.Foum.(ハナウリクサ)【KFMH239,579,889(藤岡自宅 )】;宿

主 :BideTWPodosaL.(アメリカセンダンクサ)匹FMH33,74,84,114,411,727,897,

901,902,1044,1059,1210,1234(藤岡自宅 )】;宿主 :petasitesjaponicw(Sieboldet

Zucc.)Maxim.(フキ)阿 MH953,1016,1081,1088(藤岡自宅 )】;宿主 :BideTLS

bitemata¢our.)Merr.etSherff(センダンクサ)【KFMH666,1304(藤岡自宅 )】;宿

主 :LactucaihdicaL.(アキノノゲシ)[KFMH1328,1374(藤岡自宅)】

86)Podosphaerahibiscicola(Z.Y.Zhao)U.Braun&S.Takam .宿主:HibiscwmutabilisL.

(フヨウ)【KFMH834(藤岡自宅 )】

87)PodosphaerainteymediaN.Braun)U.Braun & S.Takam.宿主 :clerodendrum

trichotomumTbunb.(クサギ)【KFMH121,138,215,568,6'84,700,712,977,1009,1135,

1223,1256,1252(藤岡自宅)】

88)Podosphaerapsmdoh ca(u Bram)U.Braun &S.Takam.宿主 :Fatouavillosa

(Tbtmb.)Nakai(クワクサ)阿 MH687,886,888,1215,1309(藤岡自宅 )】

89)PodosphaerasparsaN.Bram)U.Braun &S.Takam.宿主 :Metaplexisjaponica

(Thumb.)Makino(ガガイモ)lKFMH964,1141(藤岡自宅)】

90)Podosphaeraspiraeae(Sawada)U.Bram & S.Takam.宿主 :spiraeathunbergii

主:AstertaLaric2iSL.f.(シオン)【KFMH164,240,250,414(藤岡自宅)];宿主:Twenia

foumieriLindenexE.Foum.(ハナウリクサ)【KFMH239,579,889(藤岡自宅 )】;宿

主 :BideTWPodosaL.(アメリカセンダンクサ)匹FMH33,74,84,114,411,727,897,

901,902,1044,1059,1210,1234(藤岡自宅 )】;宿主 :petasitesjaponicw(Sieboldet

Zucc.)Maxim.(フキ)阿 MH953,1016,1081,1088(藤岡自宅 )】;宿主 :BideTLS

bitemata¢our.)Merr.etSherff(センダンクサ)【KFMH666,1304(藤岡自宅 )】;宿

主 :LactucaihdicaL.(アキノノゲシ)[KFMH1328,1374(藤岡自宅)】

86)Podosphaerahibiscicola(Z.Y.Zhao)U.Braun&S.Takam .宿主:HibiscwmutabilisL.

(フヨウ)【KFMH834(藤岡自宅 )】

87)PodosphaerainteymediaN.Braun)U.Braun & S.Takam.宿主 :clerodendrum

trichotomumTbunb.(クサギ)【KFMH121,138,215,568,6'84,700,712,977,1009,1135,

1223,1256,1252(藤岡自宅)】

88)Podosphaerapsmdoh ca(u Bram)U.Braun &S.Takam.宿主 :Fatouavillosa

(Tbtmb.)Nakai(クワクサ)阿 MH687,886,888,1215,1309(藤岡自宅 )】

89)PodosphaerasparsaN.Bram)U.Braun &S.Takam.宿主 :Metaplexisjaponica

(Thumb.)Makino(ガガイモ)lKFMH964,1141(藤岡自宅)】

90)Podosphaeraspiraeae(Sawada)U.Bram & S.Takam.宿主 :spiraeathunbergii

主:AstertaLaric2iSL.f.(シオン)【KFMH164,240,250,414(藤岡自宅)];宿主:Twenia

foumieriLindenexE.Foum.(ハナウリクサ)【KFMH239,579,889(藤岡自宅 )】;宿

主 :BideTWPodosaL.(アメリカセンダンクサ)匹FMH33,74,84,114,411,727,897,

901,902,1044,1059,1210,1234(藤岡自宅 )】;宿主 :petasitesjaponicw(Sieboldet

Zucc.)Maxim.(フキ)阿 MH953,1016,1081,1088(藤岡自宅 )】;宿主 :BideTLS

bitemata¢our.)Merr.etSherff(センダンクサ)【KFMH666,1304(藤岡自宅 )】;宿

主 :LactucaihdicaL.(アキノノゲシ)[KFMH1328,1374(藤岡自宅)】

86)Podosphaerahibiscicola(Z.Y.Zhao)U.Braun&S.Takam .宿主:HibiscwmutabilisL.

(フヨウ)【KFMH834(藤岡自宅 )】

87)PodosphaerainteymediaN.Braun)U.Braun & S.Takam.宿主 :clerodendrum

trichotomumTbunb.(クサギ)【KFMH121,138,215,568,6'84,700,712,977,1009,1135,

1223,1256,1252(藤岡自宅)】

88)Podosphaerapsmdoh ca(u Bram)U.Braun &S.Takam.宿主 :Fatouavillosa

(Tbtmb.)Nakai(クワクサ)阿 MH687,886,888,1215,1309(藤岡自宅 )】

89)PodosphaerasparsaN.Bram)U.Braun &S.Takam.宿主 :Metaplexisjaponica

(Thumb.)Makino(ガガイモ)lKFMH964,1141(藤岡自宅)】

90)Podosphaeraspiraeae(Sawada)U.Bram & S.Takam.宿主 :spiraeathunbergii



Sie'boldexBlum e(ユキヤナギ)【KFMH14,27,331(藤岡自宅)】

91)Podosphaerasp.宿主 :LactucaihdicaL.(アキノノゲシ)【KFMH1328,1374(藤岡

自宅)】

92)Pwauncinulaseptata(E.S.Salmon)S.Takam.皮 U.Braun 宿主 :Quercw

neoglandullferaNakai(コナラ)【KFMH1253(藤岡自宅)】

93)Oidiumsp.宿主 :Artem由iaihdicaWilld.var.maximowiczii即akai)H.Hara(ヨモギ

sp.)lKFMH823(藤岡自宅)】

94)Oidiumsp.宿主 :AcerjqonicumThumb.(ハウチワカエデ)叩 1017,1031(蘇

岡自宅)】

95)Oidiumsp.宿主 :AcerpalmatumThumb.(イロハモミジ)【KFMH59(藤岡自宅)】

96)Oidiumsp.宿主:RhwsylvesかねSieboldetZucc.(ヤマハゼ)【KFMH71g藤岡自宅)]

97)Oidiumsp.宿主 :TorilisjaponicaPoutt.)DC.(ヤプジラミ)【KFMH586,777(藤岡

自宅)】

98)Oidiumsp.宿主:AchilleamillefoliumL.(セイヨウノコギリソウ)【KFMH808(藤岡

自宅)】

99)OidiumReticuloidium宿主 :ArtemisiaidicaWilld.var.m瓜imowiczii桝akai)H.Hara

(ヨモギ)【KFMH26,111,380,547,766,826,954,1071,1219(藤岡自宅日

Sie'boldexBlum e(ユキヤナギ)【KFMH14,27,331(藤岡自宅)】

91)Podosphaerasp.宿主 :LactucaihdicaL.(アキノノゲシ)【KFMH1328,1374(藤岡

自宅)】

92)Pwauncinulaseptata(E.S.Salmon)S.Takam.皮 U.Braun 宿主 :Quercw

neoglandullferaNakai(コナラ)【KFMH1253(藤岡自宅)】

93)Oidiumsp.宿主 :Artem由iaihdicaWilld.var.maximowiczii即akai)H.Hara(ヨモギ

sp.)lKFMH823(藤岡自宅)】

94)Oidiumsp.宿主 :AcerjqonicumThumb.(ハウチワカエデ)叩 1017,1031(蘇

岡自宅)】

95)Oidiumsp.宿主 :AcerpalmatumThumb.(イロハモミジ)【KFMH59(藤岡自宅)】

96)Oidiumsp.宿主:RhwsylvesかねSieboldetZucc.(ヤマハゼ)【KFMH71g藤岡自宅)]

97)Oidiumsp.宿主 :TorilisjaponicaPoutt.)DC.(ヤプジラミ)【KFMH586,777(藤岡

自宅)】

98)Oidiumsp.宿主:AchilleamillefoliumL.(セイヨウノコギリソウ)【KFMH808(藤岡

自宅)】

99)OidiumReticuloidium宿主 :ArtemisiaidicaWilld.var.m瓜imowiczii桝akai)H.Hara

(ヨモギ)【KFMH26,111,380,547,766,826,954,1071,1219(藤岡自宅日

Sie'boldexBlum e(ユキヤナギ)【KFMH14,27,331(藤岡自宅)】

91)Podosphaerasp.宿主 :LactucaihdicaL.(アキノノゲシ)【KFMH1328,1374(藤岡

自宅)】

92)Pwauncinulaseptata(E.S.Salmon)S.Takam.皮 U.Braun 宿主 :Quercw

neoglandullferaNakai(コナラ)【KFMH1253(藤岡自宅)】

93)Oidiumsp.宿主 :Artem由iaihdicaWilld.var.maximowiczii即akai)H.Hara(ヨモギ

sp.)lKFMH823(藤岡自宅)】

94)Oidiumsp.宿主 :AcerjqonicumThumb.(ハウチワカエデ)叩 1017,1031(蘇

岡自宅)】

95)Oidiumsp.宿主 :AcerpalmatumThumb.(イロハモミジ)【KFMH59(藤岡自宅)】

96)Oidiumsp.宿主:RhwsylvesかねSieboldetZucc.(ヤマハゼ)【KFMH71g藤岡自宅)]

97)Oidiumsp.宿主 :TorilisjaponicaPoutt.)DC.(ヤプジラミ)【KFMH586,777(藤岡

自宅)】

98)Oidiumsp.宿主:AchilleamillefoliumL.(セイヨウノコギリソウ)【KFMH808(藤岡

自宅)】

99)OidiumReticuloidium宿主 :ArtemisiaidicaWilld.var.m瓜imowiczii桝akai)H.Hara

(ヨモギ)【KFMH26,111,380,547,766,826,954,1071,1219(藤岡自宅日



100)Oidiumsp.宿主 :Astermicrocephalw(Miq.)Franch.etSay.var.ovat2LS伊ranch.et

Say.)SoejimaetMot.Ito(ノコンギク)【KFMHllO5(藤岡自宅 )】

101)OidiumFibroidium宿主 :Asterrobwtw (Makino)Yonek(オオユウガギク)

【KFMH339,361,983,1137,1299(藤岡自宅 )】

102)Oidiumsp.宿主:calendulaarveyasLsL.(ヒメキンセンカ)【KFMH108耳藤岡自宅lg

103)Oidiumsp.宿主:chrysanthemummorlfoliumRamat.(キク)【KFMH85耳藤岡自宅 刃

104)Oidiumsp.宿主 :cirsiumbitchuenseNakai(ピッチユウアザミ)阿 MH591(藤岡

自宅 )】

105)Oidiumsp.宿主 :DahliaxhortensisGuill.(ダリヤ)【KFMH246,257,683(藤岡自

宅)】

106)Oidiumsp.宿主 :EupatoriumjaponicumThumb.(フジJYカマ)【KFMH854(藤岡自

宅 )】

107)Oidiumsp.宿主 :Euptoriumlimillq'anumDC.var.lihdlganum(サワヒヨドリ)

【KFMH703(藤岡自宅 )】

108)Oidiumsp.宿主 :EupaわriummakinoiT.KawaharaetYahara(ヒヨドリパナ)

【KFMH80,682,721,796,1028,1092,1285(藤岡自宅 )】

109)Oidiumsp.宿主 :Farbgiumjaponicum(L.)Kitam .(ツワプキ)【KFMH76,322(顔

100)Oidiumsp.宿主 :Astermicrocephalw(Miq.)Franch.etSay.var.ovat2LS伊ranch.et

Say.)SoejimaetMot.Ito(ノコンギク)【KFMHllO5(藤岡自宅 )】
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【KFMH339,361,983,1137,1299(藤岡自宅 )】
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103)Oidiumsp.宿主:chrysanthemummorlfoliumRamat.(キク)【KFMH85耳藤岡自宅 刃

104)Oidiumsp.宿主 :cirsiumbitchuenseNakai(ピッチユウアザミ)阿 MH591(藤岡

自宅 )】

105)Oidiumsp.宿主 :DahliaxhortensisGuill.(ダリヤ)【KFMH246,257,683(藤岡自

宅)】

106)Oidiumsp.宿主 :EupatoriumjaponicumThumb.(フジJYカマ)【KFMH854(藤岡自

宅 )】

107)Oidiumsp.宿主 :Euptoriumlimillq'anumDC.var.lihdlganum(サワヒヨドリ)

【KFMH703(藤岡自宅 )】

108)Oidiumsp.宿主 :EupaわriummakinoiT.KawaharaetYahara(ヒヨドリパナ)

【KFMH80,682,721,796,1028,1092,1285(藤岡自宅 )】

109)Oidiumsp.宿主 :Farbgiumjaponicum(L.)Kitam .(ツワプキ)【KFMH76,322(顔

100)Oidiumsp.宿主 :Astermicrocephalw(Miq.)Franch.etSay.var.ovat2LS伊ranch.et

Say.)SoejimaetMot.Ito(ノコンギク)【KFMHllO5(藤岡自宅 )】

101)OidiumFibroidium宿主 :Asterrobwtw (Makino)Yonek(オオユウガギク)

【KFMH339,361,983,1137,1299(藤岡自宅 )】

102)Oidiumsp.宿主:calendulaarveyasLsL.(ヒメキンセンカ)【KFMH108耳藤岡自宅lg

103)Oidiumsp.宿主:chrysanthemummorlfoliumRamat.(キク)【KFMH85耳藤岡自宅 刃

104)Oidiumsp.宿主 :cirsiumbitchuenseNakai(ピッチユウアザミ)阿 MH591(藤岡

自宅 )】

105)Oidiumsp.宿主 :DahliaxhortensisGuill.(ダリヤ)【KFMH246,257,683(藤岡自

宅)】

106)Oidiumsp.宿主 :EupatoriumjaponicumThumb.(フジJYカマ)【KFMH854(藤岡自

宅 )】

107)Oidiumsp.宿主 :Euptoriumlimillq'anumDC.var.lihdlganum(サワヒヨドリ)

【KFMH703(藤岡自宅 )】

108)Oidiumsp.宿主 :EupaわriummakinoiT.KawaharaetYahara(ヒヨドリパナ)

【KFMH80,682,721,796,1028,1092,1285(藤岡自宅 )】

109)Oidiumsp.宿主 :Farbgiumjaponicum(L.)Kitam .(ツワプキ)【KFMH76,322(顔



岡自宅)】

110)OidiumFibroidium宿主 :Gerberajamesoni(ガーベラ)【m m1398(藤岡自宅)】

111)Oidium FibTVdium 宿主 :Lactucaihdicaf.ihdivisa(ホソバアキノノゲシ)

【KFMH57,564(藤岡自宅)]

112)OidiumFibroidium宿主 :LactucaihdicaL.(アキノノゲシ)【KFMH135,168,378,

673,701,978,1089,1133(藤岡自宅)】

113)Oidiumsp.宿主:Lactucaihdl'caL.var.dracoglossa(Makino)Kitam.(リユウゼツサ

イ)【KFMH368(藤岡自宅)】

114)Oidiumsp.宿主 :Ligulariastenocephala(Maxim.)Matsum.etKoidz.(メタカラコ

ウ)匹FMHIO42(藤岡自宅)】

115)Oidiumsp.宿主 :MairicariarecutitaL.(カミツし)【KFMH300,387,567(藤岡自

宅)】

116)Oidiumsp.宿主 :picrishieracioidesL.subsp.japonica(Thumb.)Kqlov(コワジリ

ナ)【KFMH358,887(藤岡自宅)】

117)Oidiumsp.宿主 :solitkZgOaltissimaL.(セイタカアワダチソウ)【KFMH212,245,

259,261,371,439,814,832,848(藤岡自宅)】

118)Oidiumsp.宿主 :solihgogigantMAitonsubsp.serotinaPuntze)McNeill(オオア

岡自宅)】

110)OidiumFibroidium宿主 :Gerberajamesoni(ガーベラ)【m m1398(藤岡自宅)】

111)Oidium FibTVdium 宿主 :Lactucaihdicaf.ihdivisa(ホソバアキノノゲシ)

【KFMH57,564(藤岡自宅)]

112)OidiumFibroidium宿主 :LactucaihdicaL.(アキノノゲシ)【KFMH135,168,378,

673,701,978,1089,1133(藤岡自宅)】

113)Oidiumsp.宿主:Lactucaihdl'caL.var.dracoglossa(Makino)Kitam.(リユウゼツサ

イ)【KFMH368(藤岡自宅)】
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ワダチソウ)【KFMH587(藤岡自宅 )】

119)OidiumFibroidium宿主 :sonchwoleracewL.(ノゲシ)【KFMH97,140,269,367,

578,674,731,778(藤岡自宅 )】

120)OidiumFibroidium宿主 :ArctiumlaFPaL.(コポウ)【KFMH1379(藤岡自宅 )】

121)Oidiumsp.宿主 :Mahoniafortunei(Lindl.)FeddeexC.K.Sclmeid.(ヒイラギナンテ

ン)【KFMIi264(藤岡自宅 )】

122)Oidiumsp.宿主:Betulaplaoph,llaSukaczevvar.japonica(叫iq.)H.Hara(シラカン

JpPぴMH122(藤岡自宅 )】

123)Oidiumsp.宿主:capinwtschonoskiiMaxim.(イヌシデ)匹FMHIO7年藤岡自宅 遡

124)OidiumFibroidium宿主 :Trigonotispeduncularis(Trevir.)Benth.exHemsl.(キウ

リグサ)【KFMH307,317,321,555,894,937,993,1330(藤岡自宅 )]

125)OidiumPseudoidium宿主 :Daucuscarotavw.sativa(ニンジン)【KFMH947(藤岡

自宅 )】

126)Oidiumsp.宿主 :AdenophwaかIPjylla(Thumb.)A.DC.var.japonicaPegel)H.Hara

(ツリガネニンジン)【KFMH686(藤岡自宅 )】

127)Oidiumsp.宿主 :LonicerajapomicaThumb.(スイカズラ)P MHl19,377,1035,

1065,1213(藤岡自宅 )】
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128)Oidium sp.宿主 :Vibumumphleboirichum SieboldetZucc.(オトコヨワジメ)

lKFMH792(藤岡自宅)】

129)Oidiumsp.宿主:weigeladecora即akai)Nakai(二シキウツギ)【KFMH94(藤岡自

宅)】

130)OidiumPseudodium宿主 :Euo7gmWjLPOnicw Thnb.(マサキ)P MH295,571,

711(藤岡自宅)】

131)Oidiumsp.宿主 :EuonymwsieboldianwBlum e(マユミ)【KFMH161,262(藤岡自

宅)】

132)Oidiumsp.宿主 :aethrabarbineTVisSieboldetZucc.(リヨウプ)【KfMH545(藤岡

自宅)】

133)Oidium sp.(C)宿主 :MomordicacharantiaL.Var.pavelCrantz(ニガウリ)

lBUMH596,943(藤岡自宅)】

134)Oidiumsp.宿主 :Trichosmthescucumeroides(Ser.)Maxim.exFranch.etSay.(カラ

スウリ)【KFMH231(藤岡自宅)】

135)Oidiumsp.宿主 :Lyoniaovallfolia(Wall.)Dmdesubsp.neziki即akaietH.Hara)

H.Hara(ネジキ)p MHIO25,1252(藤岡自宅)】

136)OidiumPseudoidium 宿主 :RhododendronxpulchnLm Sweet(ヒラドツツジ)
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【KFMH1267(藤岡自宅)】

137)Oidiumsp.宿主 :vacciniumoldhamiiMiq.(ナツハゼ)[KFMH861(藤岡自宅)】

138)OidiumFibroidium宿主 :chamaesycemaculata(L.)Small(コニシキソウ)

【KFMH951,1382(藤岡自宅)】

139)Oidiumsp.宿主 :chamaesycenuLans(Lag.)Small(オオニシキソウ)匝FMH145,

155,213,702(藤岡自宅 )】

140)OidiumPseudoidium宿主 :FlueggeasuPuticosa甲all.)Baill.(ヒトツパハギ)

lKFMH945,1004(藤岡自宅)】

141)Oidiumsp.宿主 :Mallotwjaponicw牡.f.)MBll.Arg.(アカメガシワ)【KFMH235,

349,719,841,998,日22,1138,1316,1317(藤岡自宅)】

142)OidiumPseudoidium宿主 :AescjynomeneihdicaL.(クサネム)【KFMH597,656(顔

岡自宅)】

143)OidiumPseud)hiium宿主:AsiragahLSSinicwL.(ケンゲ)【KFMH1375(藤岡自宅)】

144)OidiumPseubidiumsp.宿主 :Glycinemar匹.)Merr.subsp.m瓜 (ダイズ)

【KFMH163,242,252(藤岡自宅)】

145)Oidiumsp.宿主:hdigoferapseudotincわriaMatsum.(コマツナギ)【KFMH224,372,

704,1063(藤岡自宅)】
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146)Oidiumsp.宿主 :Kummerowiasiriata(Thumb.)Schindl.(ヤハズソウ)【KFMH689

(藤岡自宅)】

147)Oidiumsp.宿主 :Lespede2'abuergeriMiq.(キハギ)阿 MH1312(藤岡自宅)】

148)Oidiumsp.宿主:Lespedezapilosa(Thumb.)SieboldetZucc.(ネコハギ)【KFMH336,

1023(藤岡自宅)】

149)OidiumPseubidium 宿主 :MedicagolupulinaL.(コメツプウマコヤシ)

【KFMHIOOO(藤岡自宅)】

150)Oidiumsp.宿主 :Medicagominima(L.)Bartal.(ウマコヤシ)【KFMH329,376(蘇

岡自宅)】

151)OidiumPseuekn'dium宿主:sophoraPavescengAiton(クララ)【KFMH373,1006(蘇

岡自宅)】

152)Oidiumsp.宿主 :TrlfoliumpratengeL.(ムラサキツメクサ)【KFMH20,137,218,

303,335,374,550,694,770,830,1066(藤岡自宅)】

153)OidiumPseubidium宿主 :TrlfoliumrepensL.(シロツメクサ)【KFMH22,341,816

(藤岡自宅)】

154)Oidium甲.宿主:viciahirsutaB.)Gmy(スズメノエンドウ)匹FMH333,338,1238

(藤岡自宅)】
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155)Oidiumsp.宿主 :viciasathJaL.subsp.nigra(L.)Eh血.(カラスノエンドウ)

lKFMH379,551,552,553,570,1383,1393(藤岡自宅 )】

156)Oidiumsp.宿主 :viciatetrmpeTmaB.)Schreb.(カスマグサ)叩 562,769(港

岡自宅 )】

157)OidiumPseudoidium宿主 :wisteriajZoribunda(Willd.)DC.(フジ)【KFMH364,986

(藤岡自宅 )】

158)Oidiumsp.宿主 :phageolwvulgarisL.(インゲンマメ)【KFW 1377(藤岡自宅 )】

159)OidiumFibroidium宿主 :vignaangukwis(Willd.)OhwietH.Ohashivar.angularis

(アズキ)【KFMH1386(藤岡自宅 )】

160)Oidiumsp.宿主 :vignaunguiculata(L.)Walp.I(ササゲ)叩 1380(藤岡自宅 )】

161)Oidiumsp.宿主 :QuercZLgCrispulaBlume(ミズナラ)【KFMHllO2(藤岡自宅 )】

162)Oidiumsp.宿主 :QuercwmysinlfoliaBlume(シラカシ)【KfMH144(藤岡自宅 )】

163)Oidiumsp.宿主 :QuercusphillyraeoidesA.Gray(ウバメガシ)【KFMH55,58,64,

446,714,836(藤岡自宅 )】

164)Oidiumsp.宿主:Gwaniumthunberg7'iSieboldexLindl.etPaxton(ゲンノショウコ)

【KFMHIO30,1104(藤岡自宅 )】

165)Oidiumnbroidium宿主 :Hydrangeamacropkwlla(Thtmb.)Ser.f.hortenu'a匹am.)

155)Oidiumsp.宿主 :viciasathJaL.subsp.nigra(L.)Eh血.(カラスノエンドウ)

lKFMH379,551,552,553,570,1383,1393(藤岡自宅 )】

156)Oidiumsp.宿主 :viciatetrmpeTmaB.)Schreb.(カスマグサ)叩 562,769(港

岡自宅 )】

157)OidiumPseudoidium宿主 :wisteriajZoribunda(Willd.)DC.(フジ)【KFMH364,986

(藤岡自宅 )】

158)Oidiumsp.宿主 :phageolwvulgarisL.(インゲンマメ)【KFW 1377(藤岡自宅 )】

159)OidiumFibroidium宿主 :vignaangukwis(Willd.)OhwietH.Ohashivar.angularis

(アズキ)【KFMH1386(藤岡自宅 )】

160)Oidiumsp.宿主 :vignaunguiculata(L.)Walp.I(ササゲ)叩 1380(藤岡自宅 )】

161)Oidiumsp.宿主 :QuercZLgCrispulaBlume(ミズナラ)【KFMHllO2(藤岡自宅 )】

162)Oidiumsp.宿主 :QuercwmysinlfoliaBlume(シラカシ)【KfMH144(藤岡自宅 )】

163)Oidiumsp.宿主 :QuercusphillyraeoidesA.Gray(ウバメガシ)【KFMH55,58,64,

446,714,836(藤岡自宅 )】

164)Oidiumsp.宿主:Gwaniumthunberg7'iSieboldexLindl.etPaxton(ゲンノショウコ)

【KFMHIO30,1104(藤岡自宅 )】

165)Oidiumnbroidium宿主 :Hydrangeamacropkwlla(Thtmb.)Ser.f.hortenu'a匹am.)

155)Oidiumsp.宿主 :viciasathJaL.subsp.nigra(L.)Eh血.(カラスノエンドウ)

lKFMH379,551,552,553,570,1383,1393(藤岡自宅 )】

156)Oidiumsp.宿主 :viciatetrmpeTmaB.)Schreb.(カスマグサ)叩 562,769(港

岡自宅 )】

157)OidiumPseudoidium宿主 :wisteriajZoribunda(Willd.)DC.(フジ)【KFMH364,986

(藤岡自宅 )】

158)Oidiumsp.宿主 :phageolwvulgarisL.(インゲンマメ)【KFW 1377(藤岡自宅 )】

159)OidiumFibroidium宿主 :vignaangukwis(Willd.)OhwietH.Ohashivar.angularis

(アズキ)【KFMH1386(藤岡自宅 )】

160)Oidiumsp.宿主 :vignaunguiculata(L.)Walp.I(ササゲ)叩 1380(藤岡自宅 )】

161)Oidiumsp.宿主 :QuercZLgCrispulaBlume(ミズナラ)【KFMHllO2(藤岡自宅 )】

162)Oidiumsp.宿主 :QuercwmysinlfoliaBlume(シラカシ)【KfMH144(藤岡自宅 )】

163)Oidiumsp.宿主 :QuercusphillyraeoidesA.Gray(ウバメガシ)【KFMH55,58,64,

446,714,836(藤岡自宅 )】

164)Oidiumsp.宿主:Gwaniumthunberg7'iSieboldexLindl.etPaxton(ゲンノショウコ)

【KFMHIO30,1104(藤岡自宅 )】

165)Oidiumnbroidium宿主 :Hydrangeamacropkwlla(Thtmb.)Ser.f.hortenu'a匹am.)



Rehder(セイヨウアジサイ)阿 MH693,868,935,974,1069,1289(藤岡自宅)】

166)Oidiumsp.宿主 :clinopodiumgracile(Benth.)Kuntze(トウパナ)【KFMH187,327,

572(藤岡自宅)】

167)Oidiumsp.宿主 :Isodoninjlexw(Thumb.)Kud6(ヤマハツカ)阿 MH979(藤岡自

宅)】

168)Oidiumsp.宿主 :MenthaspicataL.(オランダハッカ)【KFMH156(藤岡自宅)】

169)Oidiumsp.宿主 :TeucriumjaponicumHoutt.(二刀クサ)【KFMH19(藤岡自宅)】

170)Oidiumsp.宿主 :Monwdadi4maL.(モナルダ)[KFMH1376(藤岡自宅)】

171)Oidiumsp.宿主:MirabilisjalapaL.(オシロイJYナ)【KFMH699,1235(藤岡自宅)]

172)OidiumPseuゐidium宿主 :oenothwaspeciosaNutt.(ヒルザキツキミソウ)

【KFMH801(藤岡自宅)】

173)OidiumPseudoidium宿主:伽 IiscomiculataL.(カタバミ)【KfMH17,130,203,

318,577,780,934,1054,1216(藤岡自宅)】

174)OidiumPseudoidium宿主:aalLgs&iciaL.(エソタチカタバミ)【KFMH348(藤岡

自宅)】

175)Oidiumsp.宿主 :chelidoniummajusL.subsp.asiaticumH.Hara(クサノオウ)

lKFMH774(藤岡自宅日

Rehder(セイヨウアジサイ)阿 MH693,868,935,974,1069,1289(藤岡自宅)】

166)Oidiumsp.宿主 :clinopodiumgracile(Benth.)Kuntze(トウパナ)【KFMH187,327,

572(藤岡自宅)】

167)Oidiumsp.宿主 :Isodoninjlexw(Thumb.)Kud6(ヤマハツカ)阿 MH979(藤岡自

宅)】

168)Oidiumsp.宿主 :MenthaspicataL.(オランダハッカ)【KFMH156(藤岡自宅)】

169)Oidiumsp.宿主 :TeucriumjaponicumHoutt.(二刀クサ)【KFMH19(藤岡自宅)】

170)Oidiumsp.宿主 :Monwdadi4maL.(モナルダ)[KFMH1376(藤岡自宅)】

171)Oidiumsp.宿主:MirabilisjalapaL.(オシロイJYナ)【KFMH699,1235(藤岡自宅)]

172)OidiumPseuゐidium宿主 :oenothwaspeciosaNutt.(ヒルザキツキミソウ)

【KFMH801(藤岡自宅)】

173)OidiumPseudoidium宿主:伽 IiscomiculataL.(カタバミ)【KfMH17,130,203,

318,577,780,934,1054,1216(藤岡自宅)】

174)OidiumPseudoidium宿主:aalLgs&iciaL.(エソタチカタバミ)【KFMH348(藤岡

自宅)】

175)Oidiumsp.宿主 :chelidoniummajusL.subsp.asiaticumH.Hara(クサノオウ)

lKFMH774(藤岡自宅日

Rehder(セイヨウアジサイ)阿 MH693,868,935,974,1069,1289(藤岡自宅)】

166)Oidiumsp.宿主 :clinopodiumgracile(Benth.)Kuntze(トウパナ)【KFMH187,327,

572(藤岡自宅)】

167)Oidiumsp.宿主 :Isodoninjlexw(Thumb.)Kud6(ヤマハツカ)阿 MH979(藤岡自

宅)】

168)Oidiumsp.宿主 :MenthaspicataL.(オランダハッカ)【KFMH156(藤岡自宅)】

169)Oidiumsp.宿主 :TeucriumjaponicumHoutt.(二刀クサ)【KFMH19(藤岡自宅)】

170)Oidiumsp.宿主 :Monwdadi4maL.(モナルダ)[KFMH1376(藤岡自宅)】

171)Oidiumsp.宿主:MirabilisjalapaL.(オシロイJYナ)【KFMH699,1235(藤岡自宅)]

172)OidiumPseuゐidium宿主 :oenothwaspeciosaNutt.(ヒルザキツキミソウ)

【KFMH801(藤岡自宅)】

173)OidiumPseudoidium宿主:伽 IiscomiculataL.(カタバミ)【KfMH17,130,203,

318,577,780,934,1054,1216(藤岡自宅)】

174)OidiumPseudoidium宿主:aalLgs&iciaL.(エソタチカタバミ)【KFMH348(藤岡

自宅)】

175)Oidiumsp.宿主 :chelidoniummajusL.subsp.asiaticumH.Hara(クサノオウ)

lKFMH774(藤岡自宅日



176)OidiumFibfVidium宿主 :papaverrhoeasL.(ヒナゲシ)【KFMH544,566(藤岡自

宅 )】

177)OidiumPseudoidium宿主 :platanwxacerlfolia(Aiton)Willd.(モミジバスズカケ

ノヰ)【KFMH819,1015,1366(藤岡自宅 )】

178)Oidiumsp.(級)宿主:phloxpaniculataL.(クサキヨウチクトウ)【KFMH68,92,229,

655(藤岡自宅 )】

179)Oidiumsp.宿主 :NigellaLkmascenaL.(クロタネソウ)【叩 1378(藤岡自宅 )】

180)Oidiumsp.(鎖)宿主 :AgrimoniapilosaLedeb.vat.japonica(Miq.)Nakai(キンミズ

ヒキ)【KFMH956(藤岡自宅)】

1810idiumnbroidium宿主 :Rosamultlj7oraTbtnb.(ノイパラ)【KFMHl15,117,346,

347,363,549,722,772,773(藤岡自宅 )】

182)OidiumFibroidium宿主 :SpiraeacanわniensisLour.(コデマリ)阿 MH584,680,

690,730,938(藤岡自宅)】

183)OidiumFibroidium宿主 :FragariaxananassaDuchesne(イチコ)匹FMH1391,

1394(藤岡自宅 )】

184)Oidiumsp.宿主 :mesiumchineyLSeTurcz.(カナピキソウ)【KFMH334,359(藤岡

自宅 )】

176)OidiumFibfVidium宿主 :papaverrhoeasL.(ヒナゲシ)【KFMH544,566(藤岡自

宅 )】

177)OidiumPseudoidium宿主 :platanwxacerlfolia(Aiton)Willd.(モミジバスズカケ

ノヰ)【KFMH819,1015,1366(藤岡自宅 )】

178)Oidiumsp.(級)宿主:phloxpaniculataL.(クサキヨウチクトウ)【KFMH68,92,229,

655(藤岡自宅 )】

179)Oidiumsp.宿主 :NigellaLkmascenaL.(クロタネソウ)【叩 1378(藤岡自宅 )】

180)Oidiumsp.(鎖)宿主 :AgrimoniapilosaLedeb.vat.japonica(Miq.)Nakai(キンミズ

ヒキ)【KFMH956(藤岡自宅)】

1810idiumnbroidium宿主 :Rosamultlj7oraTbtnb.(ノイパラ)【KFMHl15,117,346,

347,363,549,722,772,773(藤岡自宅 )】

182)OidiumFibroidium宿主 :SpiraeacanわniensisLour.(コデマリ)阿 MH584,680,

690,730,938(藤岡自宅)】

183)OidiumFibroidium宿主 :FragariaxananassaDuchesne(イチコ)匹FMH1391,

1394(藤岡自宅 )】

184)Oidiumsp.宿主 :mesiumchineyLSeTurcz.(カナピキソウ)【KFMH334,359(藤岡

自宅 )】

176)OidiumFibfVidium宿主 :papaverrhoeasL.(ヒナゲシ)【KFMH544,566(藤岡自

宅 )】

177)OidiumPseudoidium宿主 :platanwxacerlfolia(Aiton)Willd.(モミジバスズカケ

ノヰ)【KFMH819,1015,1366(藤岡自宅 )】

178)Oidiumsp.(級)宿主:phloxpaniculataL.(クサキヨウチクトウ)【KFMH68,92,229,

655(藤岡自宅 )】

179)Oidiumsp.宿主 :NigellaLkmascenaL.(クロタネソウ)【叩 1378(藤岡自宅 )】

180)Oidiumsp.(鎖)宿主 :AgrimoniapilosaLedeb.vat.japonica(Miq.)Nakai(キンミズ

ヒキ)【KFMH956(藤岡自宅)】

1810idiumnbroidium宿主 :Rosamultlj7oraTbtnb.(ノイパラ)【KFMHl15,117,346,

347,363,549,722,772,773(藤岡自宅 )】

182)OidiumFibroidium宿主 :SpiraeacanわniensisLour.(コデマリ)阿 MH584,680,

690,730,938(藤岡自宅)】

183)OidiumFibroidium宿主 :FragariaxananassaDuchesne(イチコ)匹FMH1391,

1394(藤岡自宅 )】

184)Oidiumsp.宿主 :mesiumchineyLSeTurcz.(カナピキソウ)【KFMH334,359(藤岡

自宅 )】



185)OidiumPseudoidium宿主:salPagastolonlferaCurtis(ユキノシタ)【KFMH807藤

岡自宅)】

186)OidiumFibyvidium 宿主 :Linariacanademis(L.)h ort.(マツパワンラン)

[KFMH332,575(藤岡自宅 )】

187)Oidiumsp.(鎖)宿主 :MawmiqueliiMakino(サギコケ)【KFMH779(藤岡自宅)】

188)Oidiumsp.宿主 :veTVnicaaTVePLgisL.(タチイヌノフクリ)ロぴMH326,554,576,

782(藤岡自宅)】

189)Oidiumsp.(a)宿主 :veronicapersicaPoir.(オオイヌノフクリ)【KFMH24,350,

560(藤岡自宅)】

190)Oidiumsp.宿主 :LyciumchinenseMill.(クコ)【KFMH356(藤岡自宅)】

191)OidiumFibroidium 宿主 :petuniaxhybrih nook.f.)Vilm.(ツクJYネアサガオ)

【KFMH803(藤岡自宅)】

192)Oidiumsp.宿主 :pkysalisalkekeng7'L.var.P anchetii(Mast.)Makino(ホオズキ)

【KFMH1381(藤岡自宅)】

193)Oidiumsp.宿主 :solanumcanlinenseL.(ウルナスピ)[KFMHl13(藤岡自宅)】

194)OidiumFibroidium宿主:solanummdongenaL.(ナス)【KFMH69,86,244(藤岡自

宅 )】

185)OidiumPseudoidium宿主:salPagastolonlferaCurtis(ユキノシタ)【KFMH807藤

岡自宅)】

186)OidiumFibyvidium 宿主 :Linariacanademis(L.)h ort.(マツパワンラン)

[KFMH332,575(藤岡自宅 )】

187)Oidiumsp.(鎖)宿主 :MawmiqueliiMakino(サギコケ)【KFMH779(藤岡自宅)】

188)Oidiumsp.宿主 :veTVnicaaTVePLgisL.(タチイヌノフクリ)ロぴMH326,554,576,

782(藤岡自宅)】

189)Oidiumsp.(a)宿主 :veronicapersicaPoir.(オオイヌノフクリ)【KFMH24,350,

560(藤岡自宅)】

190)Oidiumsp.宿主 :LyciumchinenseMill.(クコ)【KFMH356(藤岡自宅)】

191)OidiumFibroidium 宿主 :petuniaxhybrih nook.f.)Vilm.(ツクJYネアサガオ)

【KFMH803(藤岡自宅)】

192)Oidiumsp.宿主 :pkysalisalkekeng7'L.var.P anchetii(Mast.)Makino(ホオズキ)

【KFMH1381(藤岡自宅)】

193)Oidiumsp.宿主 :solanumcanlinenseL.(ウルナスピ)[KFMHl13(藤岡自宅)】

194)OidiumFibroidium宿主:solanummdongenaL.(ナス)【KFMH69,86,244(藤岡自

宅 )】

185)OidiumPseudoidium宿主:salPagastolonlferaCurtis(ユキノシタ)【KFMH807藤

岡自宅)】

186)OidiumFibyvidium 宿主 :Linariacanademis(L.)h ort.(マツパワンラン)

[KFMH332,575(藤岡自宅 )】

187)Oidiumsp.(鎖)宿主 :MawmiqueliiMakino(サギコケ)【KFMH779(藤岡自宅)】

188)Oidiumsp.宿主 :veTVnicaaTVePLgisL.(タチイヌノフクリ)ロぴMH326,554,576,

782(藤岡自宅)】

189)Oidiumsp.(a)宿主 :veronicapersicaPoir.(オオイヌノフクリ)【KFMH24,350,

560(藤岡自宅)】

190)Oidiumsp.宿主 :LyciumchinenseMill.(クコ)【KFMH356(藤岡自宅)】

191)OidiumFibroidium 宿主 :petuniaxhybrih nook.f.)Vilm.(ツクJYネアサガオ)

【KFMH803(藤岡自宅)】

192)Oidiumsp.宿主 :pkysalisalkekeng7'L.var.P anchetii(Mast.)Makino(ホオズキ)

【KFMH1381(藤岡自宅)】

193)Oidiumsp.宿主 :solanumcanlinenseL.(ウルナスピ)[KFMHl13(藤岡自宅)】

194)OidiumFibroidium宿主:solanummdongenaL.(ナス)【KFMH69,86,244(藤岡自

宅 )】



195)Oidiumsp.宿主:somaxshiraianaMakino(コハクワンポク)【KFMHIO20(藤岡自

宅)】

196)Oidiumsp.(鎖)宿主:corchonLSOlitoriusL.(モロヘイヤ)【KFMH241(藤岡自宅 )]

197)Oidiumsp.宿主 :celtissinensisPets.Var.japonica(Planch.)Nakai(エノキ)

【KfMH72,79(藤岡自宅)】

198)Oidiumsp.(鎖)宿主 :Boehmerianivea牡.)Gaudich.vat.nlbononivea(Koidz.)

W.T.Wang(カラムシ)【KFMHll2,167,353,440,941,1111,1259(藤岡自宅)】

199)OidiumFibroidium宿主:RhwsylvesかisSieboldetZucc.VossexGroem.etRumpler

(ピジヨサクラ)【KFMH146,323,585,685(藤岡自宅)】

200)Oidiumsp.宿主:cayratiajaponica(Thumb.)Gagnep.(ヤプガラシ)【KFMH248(藤

岡自宅)】

201)Oidiumsp.宿主 :violaxwittrockianaGamS(パンジー)【KFMH1463(藤岡自宅)】

202)Oidium Pseudoidium宿主:Hylotelephium spectabile(Boreau)H.Ohba(オオペンケイ

ソウ)【KFMH1464(藤岡自宅)】

脚注

1)辛:宿主植物欄の学名は邑田ら(2009)による.

2)**:うどんこ病菌欄の学名は,閉子嚢殻によって属等を調べ,野村(1997)により種名をあて,

更にhdexFungortmにより種名を確落した.

3)***:標本番号は(KFMH:KayokoFujiokaMycologicalHerbarium)とした.

195)Oidiumsp.宿主:somaxshiraianaMakino(コハクワンポク)【KFMHIO20(藤岡自

宅)】

196)Oidiumsp.(鎖)宿主:corchonLSOlitoriusL.(モロヘイヤ)【KFMH241(藤岡自宅 )]

197)Oidiumsp.宿主 :celtissinensisPets.Var.japonica(Planch.)Nakai(エノキ)
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W.T.Wang(カラムシ)【KFMHll2,167,353,440,941,1111,1259(藤岡自宅)】

199)OidiumFibroidium宿主:RhwsylvesかisSieboldetZucc.VossexGroem.etRumpler

(ピジヨサクラ)【KFMH146,323,585,685(藤岡自宅)】

200)Oidiumsp.宿主:cayratiajaponica(Thumb.)Gagnep.(ヤプガラシ)【KFMH248(藤

岡自宅)】

201)Oidiumsp.宿主 :violaxwittrockianaGamS(パンジー)【KFMH1463(藤岡自宅)】

202)Oidium Pseudoidium宿主:Hylotelephium spectabile(Boreau)H.Ohba(オオペンケイ

ソウ)【KFMH1464(藤岡自宅)】

脚注

1)辛:宿主植物欄の学名は邑田ら(2009)による.

2)**:うどんこ病菌欄の学名は,閉子嚢殻によって属等を調べ,野村(1997)により種名をあて,

更にhdexFungortmにより種名を確落した.

3)***:標本番号は(KFMH:KayokoFujiokaMycologicalHerbarium)とした.

195)Oidiumsp.宿主:somaxshiraianaMakino(コハクワンポク)【KFMHIO20(藤岡自

宅)】

196)Oidiumsp.(鎖)宿主:corchonLSOlitoriusL.(モロヘイヤ)【KFMH241(藤岡自宅 )]

197)Oidiumsp.宿主 :celtissinensisPets.Var.japonica(Planch.)Nakai(エノキ)

【KfMH72,79(藤岡自宅)】

198)Oidiumsp.(鎖)宿主 :Boehmerianivea牡.)Gaudich.vat.nlbononivea(Koidz.)

W.T.Wang(カラムシ)【KFMHll2,167,353,440,941,1111,1259(藤岡自宅)】

199)OidiumFibroidium宿主:RhwsylvesかisSieboldetZucc.VossexGroem.etRumpler

(ピジヨサクラ)【KFMH146,323,585,685(藤岡自宅)】

200)Oidiumsp.宿主:cayratiajaponica(Thumb.)Gagnep.(ヤプガラシ)【KFMH248(藤

岡自宅)】

201)Oidiumsp.宿主 :violaxwittrockianaGamS(パンジー)【KFMH1463(藤岡自宅)】

202)Oidium Pseudoidium宿主:Hylotelephium spectabile(Boreau)H.Ohba(オオペンケイ

ソウ)【KFMH1464(藤岡自宅)】

脚注

1)辛:宿主植物欄の学名は邑田ら(2009)による.

2)**:うどんこ病菌欄の学名は,閉子嚢殻によって属等を調べ,野村(1997)により種名をあて,

更にhdexFungortmにより種名を確落した.

3)***:標本番号は(KFMH:KayokoFujiokaMycologicalHerbarium)とした.
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第4表 2000-2010年 岡山県うどんこ病寄主植物目録

うどんこ病菌- 徽本雷事 採集地- 採集日
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(モクレン目)
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(モクレン科)
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Hordeumvulgare

LoliummuZtlPorum

Podacroleuca

真正双子某類

RanunctItales

(キンポウゲ目)

Lardiヱabalaceae

(アケビ科)

Akebiaquinata

クロモシ●

カモ･リグサ

オオムキ●

ネス●ミムキ●

ミ.J'ィチ3'ッナキ●

ETySlbhemagnoliae

Erys申hemag711jica

Pわ,llactiniamagnoliae

ETySかheblasti

Blumenagraminis

Blumenagraminis

Blumerlagraminis

Blumeriagraminis

ETySlbheakebiae

99

102

104

1026

1043

1094

561

771

1057

1090

真庭市森山高原 3-Nov-06

真庭市森山高原 3｣Nov-06

真庭市轟山高原 S-Oct-00

真庭市藤山高原 8-Oct-00

真庭市森山高原 8-Oct-00

真庭市森山高原 S-Oct･00

真庭市長田 2-Nov-06

真庭市幕山高原 3-Noヤ-06

共産市新庄村 4｣Nov-06

岡山市古末町 22-APT-01

新見市新見 24･May-01

岡山市加茂川 16･Jun-01

瀬戸内市 15-Jun-01

岡山市御津芳谷 7-Jun･03

岡山市半田山 6-Jun-04

瀬戸内市佐伯町 29-Jun-02

瀬戸内市佐伯町 29-Jun･02

真庭市落合町 20･May-02

岡山市 16･Jun-01

岡山市 16-Jun-01

岡山市御津芳谷 26-May-02

岡山市御津芳谷 26･May-02

小田部矢掛町 25-May-04

真庭市森山高原 4-J皿-04

共産市森山高原 3-Nov･06

真庭市新庄村 4-Nov-06

脚注

1)～:寄主植物欄の学名は邑田ら(2009)による.科の配列は新しい分類体系であるAngiospermPhylogenyGroupに準拠した.

2)-:うどんこ病菌欄の学名は,閉子嚢殻によって属等を調べ,野村(1997)により種名をあて,更にIndexFungorumにより種名を確認した.

3)-:採集地は平成の大合併によって地名が改変されたものをあてた.

4)-･:標本番号は(KFMH:KayokoFujiokaMycologiCalHerbarium)とした.
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ミツハ●ァケビ ETySLbheakebL'ae

Oidiumsp.
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$28

1051

1077

1260

1459

真庭市藤山高原

岡山市津島

真庭市蒜山高原

真庭市新庄村

岡山市毒口山

岡山市竜口山

4-Jun-04

18-Nov-01

3-Nov-06

4｣Nov-06

4-Nov-07

27-Sep-09

Menispermaceae
(ツヅラフジ科)

CoccuZworbiculatw

Cocculusorbiculatus

Berberidaceae

(メギ科)

Berberisthunbergii

Mahoniafortunei

RanuncuhceAe

(キンポウゲ科)

Aquilegiajlabellatavar.jlabellata

Aquilegiavulgart'S

ClematisapilfoZia

ClematisterntjZora

Nigelladamascena

Papveraceae
(ケシ科)

Chelidoniummajusasiaticum

Papのerrhoeas

protea)es(ヤマモガシ目)

phtaJlaCeae(スズカケノキ科)

Platanusxacertfolia

SaxjhgaIes(ユキノシ夕日)

Altingiaceae(フウ科)

アオツワ'ラフシ●

オオツワ'ラフ･)'

ヒイラキ●ナンテン
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セイヨウオダマキ
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モミ･'/'ハ●スス●カケJキ
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100
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343

375

795

931
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1050

1140

1276

1280

1295

1306

1311

97 0

5 4 2

1329

543

1029

260

342

535

713

991

1214

1277

1378

真庭市義山高原

新見市新見

岡山市足守

和気都佐伯町

和気都佐伯町
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16-Jun-01

15-Jun-01

29-Jun-02

15-Oct･06

2トOct･06

3-Nov-06

4｣Nov-06

4-Nov-07

21-Oct･07

2I-Oct-07

6-Nov-06

6-Nov-06

6-Ju1-03

14｣Nov-05

5-Jam-01

22-Oct-06

22-APT-04

30-Apr･04

I1-May-04
2-Nov-06

24-Dec-00

17-Jun ･01
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1295

1306

1311

97 0

5 4 2

1329

543

1029

260

342

535

713

991

1214

1277

1378

真庭市義山高原

新見市新見

岡山市足守

和気都佐伯町

和気都佐伯町

高梁市弥高山

小田部矢掛町

真庭市森山高原

真庭市島山高原

岡山市竜口山

高梁市弥高山

高梁市弥高山

高梁市弥高山

高梁市弥高山

倉敷市水江

倉赦市

岡山市大久保

岡山市半田山

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

真庭市長田

岡山市御津芳谷

岡山市

岡山市御津芳谷

岡山市津島

小田部矢掛町

新見市草間

岡山市青口山

小田部矢掛町

久世町目木

倉敷市水江

岡山市半田山

岡山市津島

岡山市津島

岡山市津島

8-Oct-00

17-Oct-00

16-Jun-01

15-Jun-01

29-Jun-02

15-Oct･06

2トOct･06

3-Nov-06

4｣Nov-06

4-Nov-07

21-Oct･07

2I-Oct-07

6-Nov-06

6-Nov-06

6-Ju1-03

14｣Nov-05

5-Jam-01

22-Oct-06

22-APT-04

30-Apr･04

I1-May-04
2-Nov-06

24-Dec-00

17-Jun ･01

15｣Nov-03

31･Oct･04

21-Oct-06

2-Nov-07

4-Nov-07

23-Jun-07

5･Jun-04

15-May-04
6-Jun-04

1S｣Nov-0I

2-Nov-06

221Nov-08



Liquidambar formossna

L i qui damb ar s tyr a c iflu a

Hamamelidaceae

(7>vrH)
Hamamelis j aponica var. bitchuensis

Paeoniaceae Gltt>H)
Paeonia lactiflora

Saxifragaceae (t* / 2 tH)
Smifraga stolonifera

opsis glandulosa

mpelopsis glandulosa

var. heteroplrylla

Cryratia japonica

Yitis vinifera

Erysiphe liquidambaris

Erysiphe liquidambaris

PlryUactinia alni

Erysiphe paeoniae

Erysiphe necator var. ampelopsidis

Plryllactinia guttata

Oidium sp.

Erysiphe necator

Liquidambarformosana

Liquidambarsouacljlua

Hamamelidaceae

(マンサク科)

HamamelL'sjaponicavat.bitchuensis

paeoniaceae(ボタン科)

Paeonialactljlora

Saxifragaceae(ユキノシタ科)

SaxLPagastolonlfera

vitales(ブドウ目)

vitaceae(ブドウ科)

AmpelopstsgZandulosa

var .heterophylla

Ampelopsisglandulosa

var .heterop砂11a

Cの〝atiajaponica

Vitisvinlfera

タイワンフウ

モミ･)'/(フウ

アテツマンサク

シャクヤク

ユキノシタ

ノブ ドウ

Jブドウ

ヤデ カラシ

ブドウ

EnJstPhelt'qul'dambarL'S

EryslbheZiquidambaris

P砂llactiniaalni

ETySlbhepaeonice

OidL'umsp.

ETyStbhenecatorvar･ampelopsidis

Phyllactiniaguttata

Oidiumsp.

ErystPhenecator

667

668

939

I142

1143

日46

1244

1272

1147

1247

1274

958

963

965

975

992

10日

1013

1100

1136

1279

1310

1315

1371

1372

1373

52S

1136

248

142

210

220

230

232

425

426

1230

1392

岡山市国休町

岡山市国休町

岡山市国体町

岡山市国体町

岡山市国体町

岡山市国休町

岡山市国体町

岡山市竜口山

岡山市国休町

岡山市国体町

岡山市青口山

新見市大佐山

岡山市門田屋敷

新見市新見

岡山市御津芳谷

岡山市半田山

岡山市半田山

岡山市半田山

小田部矢掛町

高梁市弥高山

小田部矢掛町

岡山市半田山

岡山市津島

岡山市津島

岡山市津島

岡山市津島

岡山市津島

新見市

岡山市御津芳谷

高梁市弥高山

高梁市債中松山

岡山市御津芳谷

29-Oct-04

29･Oct-04

9-Oct-06

1S-Oct-05

26｣Nov-05

17-4pr･07
3-Nov-07

4-Nov-07

1i-May-07
3-Nov-07

4｣Nov-07

2JNov-07

23-Sop-00
31-Oct-00

15-Nov-03

29-Oct･04

29･Oct-04

29-Oct-04

28-May-05

15-Oct-06

14-Oct-06

22-Oct-06

22-Oct-06

22-Oct-06

9-Oct-06

2-Nov･06

2-Nov-06

4｣Noy-06

12-Nov-06

2トOct-07

6-Nov-06

12-Nov･06

岡山布津島本町 23｣Nov･0S

岡山市 22｣Nov-08

岡山市

岡山市津島

岡山市御津芳谷

新見市新見

倉赦市

岡山市

真庭郡落合町

新見市新見

新見市新見

新見市新見

新見市新見

新見市新見

赤磐市山陽町

2-Nov-0$

26-Oct-03

I2-Nov-06

13-Nov-00

14-Oct-00

29-Oct-00

5｣Nov-00

8-Nov-00

9-Nov･00

5｣Nov-01

5-Nov-0I

2-Nov-07

12-Jul.07

Liquidambarformosana

Liquidambarsouacljlua

Hamamelidaceae

(マンサク科)

HamamelL'sjaponicavat.bitchuensis

paeoniaceae(ボタン科)

Paeonialactljlora

Saxifragaceae(ユキノシタ科)

SaxLPagastolonlfera

vitales(ブドウ目)

vitaceae(ブドウ科)

AmpelopstsgZandulosa

var .heterophylla

Ampelopsisglandulosa

var .heterop砂11a

Cの〝atiajaponica

Vitisvinlfera

タイワンフウ

モミ･)'/(フウ

アテツマンサク

シャクヤク

ユキノシタ

ノブ ドウ

Jブドウ

ヤデ カラシ

ブドウ

EnJstPhelt'qul'dambarL'S

EryslbheZiquidambaris

P砂llactiniaalni

ETySlbhepaeonice

OidL'umsp.

ETyStbhenecatorvar･ampelopsidis

Phyllactiniaguttata

Oidiumsp.

ErystPhenecator

667

668

939

I142

1143

日46

1244

1272

1147

1247

1274

958

963

965

975

992

10日

1013

1100

1136

1279

1310

1315

1371

1372

1373

52S

1136

248

142

210

220

230

232

425

426

1230

1392

岡山市国休町

岡山市国休町

岡山市国体町

岡山市国体町

岡山市国体町

岡山市国休町

岡山市国体町

岡山市竜口山

岡山市国休町

岡山市国体町

岡山市青口山

新見市大佐山

岡山市門田屋敷

新見市新見

岡山市御津芳谷

岡山市半田山

岡山市半田山

岡山市半田山

小田部矢掛町

高梁市弥高山

小田部矢掛町

岡山市半田山

岡山市津島

岡山市津島

岡山市津島

岡山市津島

岡山市津島

新見市

岡山市御津芳谷

高梁市弥高山

高梁市債中松山

岡山市御津芳谷

29-Oct-04

29･Oct-04

9-Oct-06

1S-Oct-05

26｣Nov-05

17-4pr･07
3-Nov-07

4-Nov-07

1i-May-07
3-Nov-07

4｣Nov-07

2JNov-07

23-Sop-00
31-Oct-00

15-Nov-03

29-Oct･04

29･Oct-04

29-Oct-04

28-May-05

15-Oct-06

14-Oct-06

22-Oct-06

22-Oct-06

22-Oct-06

9-Oct-06

2-Nov･06

2-Nov-06

4｣Noy-06

12-Nov-06

2トOct-07

6-Nov-06

12-Nov･06

岡山布津島本町 23｣Nov･0S

岡山市 22｣Nov-08

岡山市

岡山市津島

岡山市御津芳谷

新見市新見

倉赦市

岡山市

真庭郡落合町

新見市新見

新見市新見

新見市新見

新見市新見

新見市新見

赤磐市山陽町

2-Nov-0$

26-Oct-03

I2-Nov-06

13-Nov-00

14-Oct-00

29-Oct-00

5｣Nov-00

8-Nov-00

9-Nov･00

5｣Nov-01

5-Nov-0I

2-Nov-07

12-Jul.07

Liquidambarformosana

Liquidambarsouacljlua

Hamamelidaceae

(マンサク科)

HamamelL'sjaponicavat.bitchuensis

paeoniaceae(ボタン科)

Paeonialactljlora

Saxifragaceae(ユキノシタ科)

SaxLPagastolonlfera

vitales(ブドウ目)

vitaceae(ブドウ科)

AmpelopstsgZandulosa

var .heterophylla

Ampelopsisglandulosa

var .heterop砂11a

Cの〝atiajaponica

Vitisvinlfera

タイワンフウ

モミ･)'/(フウ

アテツマンサク

シャクヤク

ユキノシタ

ノブ ドウ

Jブドウ

ヤデ カラシ

ブドウ

EnJstPhelt'qul'dambarL'S

EryslbheZiquidambaris

P砂llactiniaalni

ETySlbhepaeonice

OidL'umsp.

ETyStbhenecatorvar･ampelopsidis

Phyllactiniaguttata

Oidiumsp.

ErystPhenecator

667

668

939

I142

1143

日46

1244

1272

1147

1247

1274

958

963

965

975

992

10日

1013

1100

1136

1279

1310

1315

1371

1372

1373

52S

1136

248

142

210

220

230

232

425

426

1230

1392

岡山市国休町

岡山市国休町

岡山市国体町

岡山市国体町

岡山市国体町

岡山市国休町

岡山市国体町

岡山市竜口山

岡山市国休町

岡山市国体町

岡山市青口山

新見市大佐山

岡山市門田屋敷

新見市新見

岡山市御津芳谷

岡山市半田山

岡山市半田山

岡山市半田山

小田部矢掛町

高梁市弥高山

小田部矢掛町

岡山市半田山

岡山市津島

岡山市津島

岡山市津島

岡山市津島

岡山市津島

新見市

岡山市御津芳谷

高梁市弥高山

高梁市債中松山

岡山市御津芳谷

29-Oct-04

29･Oct-04

9-Oct-06

1S-Oct-05

26｣Nov-05

17-4pr･07
3-Nov-07

4-Nov-07

1i-May-07
3-Nov-07

4｣Nov-07

2JNov-07

23-Sop-00
31-Oct-00

15-Nov-03

29-Oct･04

29･Oct-04

29-Oct-04

28-May-05

15-Oct-06

14-Oct-06

22-Oct-06

22-Oct-06

22-Oct-06

9-Oct-06

2-Nov･06

2-Nov-06

4｣Noy-06

12-Nov-06

2トOct-07

6-Nov-06

12-Nov･06

岡山布津島本町 23｣Nov･0S

岡山市 22｣Nov-08

岡山市

岡山市津島

岡山市御津芳谷

新見市新見

倉赦市

岡山市

真庭郡落合町

新見市新見

新見市新見

新見市新見

新見市新見

新見市新見

赤磐市山陽町

2-Nov-0$

26-Oct-03

I2-Nov-06

13-Nov-00

14-Oct-00

29-Oct-00

5｣Nov-00

8-Nov-00

9-Nov･00

5｣Nov-01

5-Nov-0I

2-Nov-07

12-Jul.07



Geraniates(7vvrY, A)
Geraniaceae QrarVrH)

Geranium thunbergii

lVlyrtales (zl--e€ H )
Lythraceae (i7/ \+H)

Lagerstroemia indica

Onagraceae (Tltrfffl)

Oenothera speciosa

Fabales (vl H )
Fabaceae(?/H)

Aeschynomene indica

Amphic arp ae a br act e at a

vat. japonica

'agalus sinicus

Glycine mac subsp. max

'n 
digofer a p s eudot inct ori a

Kummerowia striata

Lespedeza buergeri

Lespedeza cuneata

Erysiphe australiana

Oidium sp.

Erysiphe glycines var. glycines

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

Erysiphe glycines vat. lespedezae

Geraniales(フウロウソウ目)

Geraniaceae(7r)口r)'Jr)#)

Geraniumlhunbergll
■■

Myrtales(フトモモ目)

Lytbraceae(ミソハギ科)

Lagerstroemiaindica

Onagraceae(アか くナ科)

Oenotheraspeciosa

Fabalcs(マメ目)

Fabceae(マメ科)

Aeschynomeneindica

Amphicarpaeabracteata
●
var.Japonica

Astragalussinicus

Glycinemarsubsp.max

Indigoferapseudott'nctoria

Kummerowiastriata

Lespedezabuergeri

Lespedezacuneata

ゲンJショウコ

サルスヘ●リ

ヒルサ●キツキミソウ

クサネム

ヤデマメ

コマツナキ̀

Oidiumsp.

EryslbheazLStraliana

Oidt'umsp.

Oidiumsp.

ElySli?heglycinesvat.glycines

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

EfyS申heglycinesvar .lespedezae

134

151

152

165

214

236

3S$

419

536

541

653

676

726

852

1001

1055

1242

1375

163

242

252

224

372

704

1063

6$9

1312

96

116

381

696

709

$1$

860

9$4

真庭市長田 2-Nov-06

真庭市森山高原 4-Nov-06

新見市 31-Åug-00

岡山市御津芳谷 17-Sep･00
新見市新見 3-Ju1-01

新見市新見 2トAug･01
新見市新見 9-Ju1-01

岡山市半田山 6･Jun-04

岡山市半田山 29-Oct-04

倉敷市 14-Nov-05

小田部矢掛町矢24･May-05

井原市木之子町 19･Sep-04
井原市木之子町 11-Oct･04

新見市城山公園 7･Oct-00

真庭市蒜山高原

岡山市御津芳谷

新見市新見

岡山市御津芳谷

新見市城山公園

新見市新見

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

真庭市落合町

岡山市半田山

岡山市津島

岡山市御津芳谷

傭前市長船町

真庭市森山高原

真庭市落合町

小田部矢掛町

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

真庭都落合町

和気都佐伯町

和気都佐伯町

真庭市森山高原

岡山市半田山

高梁市弥高山

真庭市森山高原

真庭市森山高原

和気都佐伯町

和気郡佐伯町

岡山市津島

岡山市津島

和気都佐伯町

井原市美星町

8･Oct-00

15-Oct-00

17-Oct･00

22･Oct-00

4･Nov･00

9-Nov-00

I2｣Nov-00

14-Oct-01

15｣Nov-03

9-Nov-03

23-Nov-04

29-Oct-04

31-Oct-04

17-Nov-01

2i-Oct･06

3｣Nov･06

3-Nov-07

18-May･06
22-Oct-00

12｣Nov-00

19-Nov-00

5-Nov･00

15･JuIト0I

30-Oct-04

3｣Nov-06

29-Oct-04

6-Nov-06

番-Oct-00

8･Oct-00

15-Jun-01

30･Oct-04

3トOct-04

18-Nov･01

17-Nov-01

2トOct-06

Geraniales(フウロウソウ目)

Geraniaceae(7r)口r)'Jr)#)

Geraniumlhunbergll
■■

Myrtales(フトモモ目)

Lytbraceae(ミソハギ科)

Lagerstroemiaindica

Onagraceae(アか くナ科)

Oenotheraspeciosa

Fabalcs(マメ目)

Fabceae(マメ科)

Aeschynomeneindica

Amphicarpaeabracteata
●
var.Japonica

Astragalussinicus

Glycinemarsubsp.max

Indigoferapseudott'nctoria

Kummerowiastriata

Lespedezabuergeri

Lespedezacuneata

ゲンJショウコ

サルスヘ●リ

ヒルサ●キツキミソウ

クサネム

ヤデマメ

コマツナキ̀

Oidiumsp.

EryslbheazLStraliana

Oidt'umsp.

Oidiumsp.

ElySli?heglycinesvat.glycines

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

EfyS申heglycinesvar .lespedezae

134

151

152

165

214

236

3S$

419

536

541

653

676

726

852

1001

1055

1242

1375

163

242

252

224

372

704

1063

6$9

1312

96

116

381

696

709

$1$

860

9$4

真庭市長田 2-Nov-06

真庭市森山高原 4-Nov-06

新見市 31-Åug-00

岡山市御津芳谷 17-Sep･00
新見市新見 3-Ju1-01

新見市新見 2トAug･01
新見市新見 9-Ju1-01

岡山市半田山 6･Jun-04

岡山市半田山 29-Oct-04

倉敷市 14-Nov-05

小田部矢掛町矢24･May-05

井原市木之子町 19･Sep-04
井原市木之子町 11-Oct･04

新見市城山公園 7･Oct-00

真庭市蒜山高原

岡山市御津芳谷

新見市新見

岡山市御津芳谷

新見市城山公園

新見市新見

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

真庭市落合町

岡山市半田山

岡山市津島

岡山市御津芳谷

傭前市長船町

真庭市森山高原

真庭市落合町

小田部矢掛町

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

真庭都落合町

和気都佐伯町

和気都佐伯町

真庭市森山高原

岡山市半田山

高梁市弥高山

真庭市森山高原

真庭市森山高原

和気都佐伯町

和気郡佐伯町

岡山市津島

岡山市津島

和気都佐伯町

井原市美星町

8･Oct-00

15-Oct-00

17-Oct･00

22･Oct-00

4･Nov･00

9-Nov-00

I2｣Nov-00

14-Oct-01

15｣Nov-03

9-Nov-03

23-Nov-04

29-Oct-04

31-Oct-04

17-Nov-01

2i-Oct･06

3｣Nov･06

3-Nov-07

18-May･06
22-Oct-00

12｣Nov-00

19-Nov-00

5-Nov･00

15･JuIト0I

30-Oct-04

3｣Nov-06

29-Oct-04

6-Nov-06

番-Oct-00

8･Oct-00

15-Jun-01

30･Oct-04

3トOct-04

18-Nov･01

17-Nov-01

2トOct-06

Geraniales(フウロウソウ目)

Geraniaceae(7r)口r)'Jr)#)

Geraniumlhunbergll
■■

Myrtales(フトモモ目)

Lytbraceae(ミソハギ科)

Lagerstroemiaindica

Onagraceae(アか くナ科)

Oenotheraspeciosa

Fabalcs(マメ目)

Fabceae(マメ科)

Aeschynomeneindica

Amphicarpaeabracteata
●
var.Japonica

Astragalussinicus

Glycinemarsubsp.max

Indigoferapseudott'nctoria

Kummerowiastriata

Lespedezabuergeri

Lespedezacuneata

ゲンJショウコ

サルスヘ●リ

ヒルサ●キツキミソウ

クサネム

ヤデマメ

コマツナキ̀

Oidiumsp.

EryslbheazLStraliana

Oidt'umsp.

Oidiumsp.

ElySli?heglycinesvat.glycines

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

EfyS申heglycinesvar .lespedezae

134

151

152

165

214

236

3S$

419

536

541

653

676

726

852

1001

1055

1242

1375

163

242

252

224

372

704

1063

6$9

1312

96

116

381

696

709

$1$

860

9$4

真庭市長田 2-Nov-06

真庭市森山高原 4-Nov-06

新見市 31-Åug-00

岡山市御津芳谷 17-Sep･00
新見市新見 3-Ju1-01

新見市新見 2トAug･01
新見市新見 9-Ju1-01

岡山市半田山 6･Jun-04

岡山市半田山 29-Oct-04

倉敷市 14-Nov-05

小田部矢掛町矢24･May-05

井原市木之子町 19･Sep-04
井原市木之子町 11-Oct･04

新見市城山公園 7･Oct-00

真庭市蒜山高原

岡山市御津芳谷

新見市新見

岡山市御津芳谷

新見市城山公園

新見市新見

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

真庭市落合町

岡山市半田山

岡山市津島

岡山市御津芳谷

傭前市長船町

真庭市森山高原

真庭市落合町

小田部矢掛町

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

真庭都落合町

和気都佐伯町

和気都佐伯町

真庭市森山高原

岡山市半田山

高梁市弥高山

真庭市森山高原

真庭市森山高原

和気都佐伯町

和気郡佐伯町

岡山市津島

岡山市津島

和気都佐伯町

井原市美星町

8･Oct-00

15-Oct-00

17-Oct･00

22･Oct-00

4･Nov･00

9-Nov-00

I2｣Nov-00

14-Oct-01

15｣Nov-03

9-Nov-03

23-Nov-04

29-Oct-04

31-Oct-04

17-Nov-01

2i-Oct･06

3｣Nov･06

3-Nov-07

18-May･06
22-Oct-00

12｣Nov-00

19-Nov-00

5-Nov･00

15･JuIト0I

30-Oct-04

3｣Nov-06

29-Oct-04

6-Nov-06

番-Oct-00

8･Oct-00

15-Jun-01

30･Oct-04

3トOct-04

18-Nov･01

17-Nov-01

2トOct-06



Lespedeza pilosa

Medicago lupulina

Medicago minima

Phaseolus vulgaris

Robiniq pseudoacacia

Sophora flavescens

Trifolium pratense

Trifolium repens

Vicia hirsuta

Vicia sativa subsp. nigra

Vieia teffasperma

Vicia unijuga

Yicia venosa subsp. cuspidata

vat. subcuspidata

Vigna angularls var. angularis

Yigna unguicalata

Wisteria floribunda
Wisteria floribunda

Rosales (zs7 H )

Rosaceae(rt?H)

Agrimonia pilosa var. japonica

Armeniaca mume

Cerasus x yedoensis P odosphaera tridactyla var. tridactyla

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

Erysiphe subtrichotoma

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

Ery s ip he v i ci a e -unij u g ae

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

Podosphsera aphanis var. aphanis

Podosphaera tridactyla vat tridactyla

Lespedezapilosa

Medicagolupult'na

Medtlcagominima

Phaseolusγ〟lgwis

Robiniapseudoacacia

SophoraPavesceng

Trlfoliumprate脚e

TT･1foliumT･ePenS

Viciahirsuta

Vl'ciasalivasubsp.nigra

Vt'ciatetrasperma

ViciaunlJuga
●●

Vt'ciavenosasubsp.cuspidata

var.subcuspidMa

Vignaangulwisvar.angular由

Vig77aunguiculata

WisteriaPoribunda

WisteriaPoribunda

Rosales(バラ目)

Rosaceae(バラ栴)

Agrt'montapt'Zosavar.Japonica
●

Armeniacamume

CerαguSXyedoensis

ネコハキ●

コメツナウマコ◆ヤシ
ウマコ'ヤシ

インケ●ンマメ

T̂JL>･)'1

クララ

ムラサキツメタサ

シロツメクサ

スス●メノエンドウ

カラスノエンドウ

カスマグサ

ナンテン八キ●

ヒメヨツハ'ハキ●

キンミス●ヒキ

Oidiumsp.

Oidiumsp.
Oidiumsp.

Oidt'umsp.

ETySlbhesubtrichotoma

Oidt'umsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Eo7S申heviciae-untJugae
■●

ETySlPheviciae-unlJugae
●●

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

PodosphaeraaphanL.SVar.aPhanis

Podosphaeratridaco7lavar.iridaco,la

Podosphaeratridaco7lavat.tridaco7la

9$8

1010

1067

1145

336

I023

1000
329

376

1377

1265

373

1006

20

137

218

303

335

374

550

694

770

830

1066

22

341

$16

333

123$

338'

379

551

552

553

592

781

570

769

562

1125

849

1139

1386

13$0

364

9$6

956

800

565

867

971

972

209

1056

1127

145S

井原市美星町

傭前市長船町

真庭市森山高原

岡山市竹田

和気都佐伯町

真庭市長田

傭前市長船町

御津都御津町

和気部佐伯町

小田部矢掛町

岡山市毒口山

和気都佐伯町

備前市長船町

新見市

真庭市森山高原

新見市城山公園

新見市城山公園

和気都佐伯町

和気都佐伯町

21-Oct-06

2S-Oct･06

3-Nov-06

13-Nov-06

17-Jun-01

2-Nov-06

2番･Oct-06

9-Jun-01

15-Jun-01

13-Sep-08
4｣Nov-07

15-Jun-01

28-Oct-06

17-Jun-00

番-Oct-00

4｣Nov-00

2i-Apr-0I
17-Jun101

15-Jun-0I

井原市木之子町 23-May-04
和気部佐伯町 30-Oct･04

真庭市森山高原 4-Jun-04

小田部矢掛町 23-May-04

真庭市森山高原 3-Nov-06

新見市 17-Jun-00

岡山市 17-Jun-01
岡山市津島 lS一Nov-01

歳戸内市 17-Jun-0I

岡山市建部町 3-Nov-07

和気部佐伯町 17一九m-01

和気都佐伯町 15･Jun-01

小田部矢掛町 23-May-04

小田部矢掛町 25-May-04

岡山市門田屋敷 25-May-04

岡山市半田山

真庭市足温泉

岡山市半田山

真庭市

小田部矢掛町

新見市満奇洞

岡山市御津芳谷

6-Jun･04

5-ユun-04

6-Jun-04

4-Jun-04

25-May-04
5-Nov-06

17｣Nov-01

岡山市御津芳谷 12-Nov-06

津山市 15-Oct-07

小田部矢掛町 16-Ju1-04

和気都佐伯町 15-Jun-Ol

小田部矢掛町 2ト0¢t･06

小田部矢掛町

和気郡佐伯町

岡山市半田山

倉赦市

岡山市半田山

岡山市半田山

岡山市御津芳谷

真庭市蒜山高原

新見市満奇洞

岡山市竜口山

14-Oct-06

17-Jun-01

6-Jun.04

19･Nov.05

22･Oct-06

22･Oct-06

29-Oct-00

3-Nov-06

5｣Nov-06

27-Sep･09

Lespedezapilosa

Medicagolupult'na

Medtlcagominima

Phaseolusγ〟lgwis

Robiniapseudoacacia

SophoraPavesceng

Trlfoliumprate脚e

TT･1foliumT･ePenS

Viciahirsuta

Vl'ciasalivasubsp.nigra

Vt'ciatetrasperma

ViciaunlJuga
●●

Vt'ciavenosasubsp.cuspidata

var.subcuspidMa

Vignaangulwisvar.angular由

Vig77aunguiculata

WisteriaPoribunda

WisteriaPoribunda

Rosales(バラ目)

Rosaceae(バラ栴)

Agrt'montapt'Zosavar.Japonica
●

Armeniacamume

CerαguSXyedoensis

ネコハキ●

コメツナウマコ◆ヤシ
ウマコ'ヤシ

インケ●ンマメ

T̂JL>･)'1

クララ

ムラサキツメタサ

シロツメクサ

スス●メノエンドウ

カラスノエンドウ

カスマグサ

ナンテン八キ●

ヒメヨツハ'ハキ●

キンミス●ヒキ

Oidiumsp.

Oidiumsp.
Oidiumsp.

Oidt'umsp.

ETySlbhesubtrichotoma

Oidt'umsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Eo7S申heviciae-untJugae
■●

ETySlPheviciae-unlJugae
●●

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

PodosphaeraaphanL.SVar.aPhanis

Podosphaeratridaco7lavar.iridaco,la

Podosphaeratridaco7lavat.tridaco7la

9$8

1010

1067

1145

336

I023

1000
329

376

1377

1265

373

1006

20

137

218

303

335

374

550

694

770

830

1066

22

341

$16

333

123$

338'

379

551

552

553

592

781

570

769

562

1125

849

1139

1386

13$0

364

9$6

956

800

565

867

971

972

209

1056

1127

145S

井原市美星町

傭前市長船町

真庭市森山高原

岡山市竹田

和気都佐伯町

真庭市長田

傭前市長船町

御津都御津町

和気部佐伯町

小田部矢掛町

岡山市毒口山

和気都佐伯町

備前市長船町

新見市

真庭市森山高原

新見市城山公園

新見市城山公園

和気都佐伯町

和気都佐伯町

21-Oct-06

2S-Oct･06

3-Nov-06

13-Nov-06

17-Jun-01

2-Nov-06

2番･Oct-06

9-Jun-01

15-Jun-01

13-Sep-08
4｣Nov-07

15-Jun-01

28-Oct-06

17-Jun-00

番-Oct-00

4｣Nov-00

2i-Apr-0I
17-Jun101

15-Jun-0I

井原市木之子町 23-May-04
和気部佐伯町 30-Oct･04

真庭市森山高原 4-Jun-04

小田部矢掛町 23-May-04

真庭市森山高原 3-Nov-06

新見市 17-Jun-00

岡山市 17-Jun-01
岡山市津島 lS一Nov-01

歳戸内市 17-Jun-0I

岡山市建部町 3-Nov-07

和気部佐伯町 17一九m-01

和気都佐伯町 15･Jun-01

小田部矢掛町 23-May-04

小田部矢掛町 25-May-04

岡山市門田屋敷 25-May-04

岡山市半田山

真庭市足温泉

岡山市半田山

真庭市

小田部矢掛町

新見市満奇洞

岡山市御津芳谷

6-Jun･04

5-ユun-04

6-Jun-04

4-Jun-04

25-May-04
5-Nov-06

17｣Nov-01

岡山市御津芳谷 12-Nov-06

津山市 15-Oct-07

小田部矢掛町 16-Ju1-04

和気都佐伯町 15-Jun-Ol

小田部矢掛町 2ト0¢t･06

小田部矢掛町

和気郡佐伯町

岡山市半田山

倉赦市

岡山市半田山

岡山市半田山

岡山市御津芳谷

真庭市蒜山高原

新見市満奇洞

岡山市竜口山

14-Oct-06

17-Jun-01

6-Jun.04

19･Nov.05

22･Oct-06

22･Oct-06

29-Oct-00

3-Nov-06

5｣Nov-06

27-Sep･09

Lespedezapilosa

Medicagolupult'na

Medtlcagominima

Phaseolusγ〟lgwis

Robiniapseudoacacia

SophoraPavesceng

Trlfoliumprate脚e

TT･1foliumT･ePenS

Viciahirsuta

Vl'ciasalivasubsp.nigra

Vt'ciatetrasperma

ViciaunlJuga
●●

Vt'ciavenosasubsp.cuspidata

var.subcuspidMa

Vignaangulwisvar.angular由

Vig77aunguiculata

WisteriaPoribunda

WisteriaPoribunda

Rosales(バラ目)

Rosaceae(バラ栴)

Agrt'montapt'Zosavar.Japonica
●

Armeniacamume

CerαguSXyedoensis

ネコハキ●

コメツナウマコ◆ヤシ
ウマコ'ヤシ

インケ●ンマメ

T̂JL>･)'1

クララ

ムラサキツメタサ

シロツメクサ

スス●メノエンドウ

カラスノエンドウ

カスマグサ

ナンテン八キ●

ヒメヨツハ'ハキ●

キンミス●ヒキ

Oidiumsp.

Oidiumsp.
Oidiumsp.

Oidt'umsp.

ETySlbhesubtrichotoma

Oidt'umsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Eo7S申heviciae-untJugae
■●

ETySlPheviciae-unlJugae
●●

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

PodosphaeraaphanL.SVar.aPhanis

Podosphaeratridaco7lavar.iridaco,la

Podosphaeratridaco7lavat.tridaco7la

9$8

1010

1067

1145

336

I023

1000
329

376

1377

1265

373

1006

20

137

218

303

335

374

550

694

770

830

1066

22

341

$16

333

123$

338'

379

551

552

553

592

781

570

769

562

1125

849

1139

1386

13$0

364

9$6

956

800

565

867

971

972

209

1056

1127

145S

井原市美星町

傭前市長船町

真庭市森山高原

岡山市竹田

和気都佐伯町

真庭市長田

傭前市長船町

御津都御津町

和気部佐伯町

小田部矢掛町

岡山市毒口山

和気都佐伯町

備前市長船町

新見市

真庭市森山高原

新見市城山公園

新見市城山公園

和気都佐伯町

和気都佐伯町

21-Oct-06

2S-Oct･06

3-Nov-06

13-Nov-06

17-Jun-01

2-Nov-06

2番･Oct-06

9-Jun-01

15-Jun-01

13-Sep-08
4｣Nov-07

15-Jun-01

28-Oct-06

17-Jun-00

番-Oct-00

4｣Nov-00

2i-Apr-0I
17-Jun101

15-Jun-0I

井原市木之子町 23-May-04
和気部佐伯町 30-Oct･04

真庭市森山高原 4-Jun-04

小田部矢掛町 23-May-04

真庭市森山高原 3-Nov-06

新見市 17-Jun-00

岡山市 17-Jun-01
岡山市津島 lS一Nov-01

歳戸内市 17-Jun-0I

岡山市建部町 3-Nov-07

和気部佐伯町 17一九m-01

和気都佐伯町 15･Jun-01

小田部矢掛町 23-May-04

小田部矢掛町 25-May-04

岡山市門田屋敷 25-May-04

岡山市半田山

真庭市足温泉

岡山市半田山

真庭市

小田部矢掛町

新見市満奇洞

岡山市御津芳谷

6-Jun･04

5-ユun-04

6-Jun-04

4-Jun-04

25-May-04
5-Nov-06

17｣Nov-01

岡山市御津芳谷 12-Nov-06

津山市 15-Oct-07

小田部矢掛町 16-Ju1-04

和気都佐伯町 15-Jun-Ol

小田部矢掛町 2ト0¢t･06

小田部矢掛町

和気郡佐伯町

岡山市半田山

倉赦市

岡山市半田山

岡山市半田山

岡山市御津芳谷

真庭市蒜山高原

新見市満奇洞

岡山市竜口山

14-Oct-06

17-Jun-01

6-Jun.04

19･Nov.05

22･Oct-06

22･Oct-06

29-Oct-00

3-Nov-06

5｣Nov-06

27-Sep･09



Padus grsyana

Rosa multiflora

Rosa multiflora

Sanguisorba fficinalis

Spiraea contoniensis

Spiraea dasyantha

Spiraea thunbergii

Fragaria x ananassa

Rhamnaceee

Qnt'Els+H)
Berchemia racemosa

Cannabaceae V+tfl)
tphananthe aspera

Celtis sinensis var. japonica

Podosphaera longiseta

Erysiphe simulans var. tandae

Oidium sp.

P o dosp haer a ferr ugine o

P odosphaera clandestina

var. clandestina

Podosphaera spiraeae

Oidium sp. Flbroidium

Erysiphe berchemiae

Erysiphe kusano,f var. aphananthes

Erysiphe kasanoi

Padusgrの′ana

Rosamulttjlora

Rosamultljlora

SanguF'sorbaoPcinalt'S

Spir'aeacantonierWis

SpiT･aeadaqantha

SpiraeathunbergiL'

Fragariaxananassa

Rhamnaceae

(クE)ウメモドキ科)

Berchemiaracemosa

Cannabaceae(アサ科)

Aphanantheaspera

Celtissinenst'svan.japonL'ca

ウワミスサクラ

/イ/l●ラ

ノイJl●ラ

ワレモコウ

コデマリ

イブキシモツケ

ユキヤナキ●

クマヤナキ●

PodosphaeTTalongiseta
ETySlbhesimuLatwvar.tandae

Oidiumsp.
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Celtis sinensis var. japonica

Ulmaceae(:[z#)

Ulmus parvifolia

Zelkova serrata

Moraceae(22H)

Broussonetia kazinoki x papyrifera

Fatoua villosa

Monrs ausffalis

Morus australis Phyllactinia moricola

Pleochaeta shiraiana

Erysiphe clandestina

Erysiphe kusanoi var. zelkowae

P lry I I act ini a br ous s onet i a e - ka empfer i

P o do spha er a p s eu dofus c a

Erysiphe mori
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新見市草間

新見市羅生門

岡山市建部町

岡山市毒口山

高梁市弥高山

高梁市弥高山

岡山市津島

岡山市津島

岡山市津島

新見市草間

新見市草間

倉赦市

新見市

新見市草間

新見市羅生門

高梁市弥高山

岡山市半田山

新見市新見

新見市新見

新見市草間

高梁市弥高山

真庭都落合町

真庭都落合町

真庭市落合町

小田部矢掛町

真庭市落合町

井原市美星町

真庭市森山高原

新見市

新見市草間

新見市草間

真庭市落合町

高梁市弥高山

藤山高原

森山高原

真庭都落合町

真庭都落合町

新見市新見

新見市新見

小田部矢掛町

真庭市森山高原

新見市

4-Nov-07

21-Oct-07

6-Nov-06

31-A喝一00
23-Nov-04

29-Oct-04

31･Oct-04

31-Oct-04

3トOct-04

18-Nov-01

19｣Nov-05

14･Nov-05

2･Nov-06

2-Nov-07

2･Nov-07

2-Nov-07

3｣Nov-07

4･Nov-07

2トOct-07

6･Nov･06

31-0政 一04

18-Nov･01

18-Nov･0I

2-Nov-07

2-Nov-07

3｣Nov-09

5･Nov-06

2-Nov-07

2｣Nov-07

2トOct-07

2910ct-04

13｣Nov-01

7-Oct-00

2-Nov-07

6-Nov-06

5･Nov-00

5-Nov100

23-Sep･01
1S｣Nov-03

23｣Nov.04

21･Oct-06

3-Nov-06

4-Nov-06

5･Nov-06

5-Nov-06

3｣Nov-07

21-Oct-07

8-Oct-00

8-Oct-00

5-Nov-00

5-Nov-00
9｣Nov-00

13-Nov-00

8･Dec-03

3･Nov･06

4･Nov-06



Pilea pumila

C rassulaceae( 4> +'( Y t'2 H)
Hyl ot el eph ium sp e ct ab il e

Cucurbitates Vy H)

Cucurbitaceae (rt)H)

Cucamis sativus

Momardica charantia vax. pavel

Tri chos anthes cucutner oi des

Fagales Vf H)

Fagacea e()tH)

Castanea crenata

Quercus acatissima

Quercas acutissima

Quercw acutissima

Quercus crispula

Quercus glauca

Quercas glauca Erysiphe gracilis

Oidium sp.

Erysiphe pileae

Oidium sp.

Erysiphe castaneigena

Erysiphs sp.

Erysiphe ltypogena

Plryllaetinia roboris

Oidium sp.

Cystotheca wrightii

新見市草間

高梁市弥高山

5-Nov-06

21-Oct･07

Urticaceae(イサクサ科)

Boehmerianiveavat.nlPOnOnivea

PileapumL'la

Crasstllaceae(ベンケイソウ科)

HylotelephL'umspectabile

cucurbitales(ウリ目)

cuctlrbitaceae(ウリ科)

Cucumissativus

Momordicachwantiavat.pavel

Trichosanthescucumeroides

Fagales(ブナ目)

Fagaceae(ブナ科)
Castaneacrenata

Quercusacutissima

Quercusacutissima

Quercwacutissima

Quercuscrt'spula

Quercusglauca

QuercusgZauca

カラムシ

アボス●

オオヘ●ンケイソウ

キュウリ

二がウリ(コ●-ヤ)

カラスウリ

Oidiumsp.

ETySlbhepileae

Oidium sp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

ETySlPhecastaneigena
ElySlbhesp.

Etyslbhe勿pogena

Phyllactiniarobort's

OidL'umsp.

Cystothecawrightii

ETySlbhegracilt'S

1032

824

838

92$

929

1286

1300

820

1102

83

90

265

273

274

357

369

675

707

732

7$3

89i

907

90$

1245

1248

1250

1303

1395

1396

1397

266

267

271

湯原町

岡山市御津芳谷

岡山市

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

新見市

岡山市毒口山

真庭市森山高原

新見市

高梁市弥高山

岡山県

新見市

S-Oct-00

22-Oct-00

16-Jun-01

9-Jun-02

9-Oct-06

5-Nov-06

4-Nov-07

4-Nov-06

5-Nov-06

21-Oct-07

14-Åug-07

4･Aug-00

岡山市御津芳谷 29-A喝-04

岡山市御津芳谷.9-Oct-06

新見市新見

真庭市藤山高原

岡山市津島

岡山市津島

高梁市弥高山

高梁市弥高山

高梁市弥高山

高梁市弥高山

岡山市津島

共産市森山高原

新見市新見

新見市新見

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

8-Nov-00

3｣Nov･06

18･Nov-01

18-Nov10I

15-Oct-06

15-Oct-06

21-Oct-07

15-Oct-06

18-Nov-0I

4-Nov-06

28-Sep-00
5-Oct-00

14･Jan-01

18･Mar -01

新見市船川神社 20-Maト01

和気都佐伯町

和気郡佐伯町

岡山市南方

和気郡佐伯町

岡山市津島兼

真庭市勝山町

新見市新見

小田部矢掛町

小田部矢掛町

岡山市

岡山市毒口山

岡山市竜口山

高梁市弥高山

岡山市門田屋敷

岡山市門田屋敷

岡山市門田屋敷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

倉敷市新倉敷駅

15-Jun-0I

15-Jun･01

29-Oct-04

30-Oct-04

3I_Oct-04

5･Jun･04

4-Oct-00

10rApr-04

I0-Apr-04
31Nov･07

4･Nov-07

4｣Nov-07

6｣Nov-06

16･Mar-07

7-Feb-07

1_Feb･07

14-Jan-01

12-Fらb-01

18-Ma r･01

新見市草間

高梁市弥高山

5-Nov-06

21-Oct･07

Urticaceae(イサクサ科)

Boehmerianiveavat.nlPOnOnivea

PileapumL'la

Crasstllaceae(ベンケイソウ科)

HylotelephL'umspectabile

cucurbitales(ウリ目)

cuctlrbitaceae(ウリ科)

Cucumissativus

Momordicachwantiavat.pavel

Trichosanthescucumeroides

Fagales(ブナ目)

Fagaceae(ブナ科)
Castaneacrenata

Quercusacutissima

Quercusacutissima

Quercwacutissima

Quercuscrt'spula

Quercusglauca

QuercusgZauca

カラムシ

アボス●

オオヘ●ンケイソウ

キュウリ

二がウリ(コ●-ヤ)

カラスウリ

Oidiumsp.

ETySlbhepileae

Oidium sp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

ETySlPhecastaneigena
ElySlbhesp.

Etyslbhe勿pogena

Phyllactiniarobort's

OidL'umsp.

Cystothecawrightii

ETySlbhegracilt'S

1032

824

838

92$

929

1286

1300

820

1102

83

90

265

273

274

357

369

675

707

732

7$3

89i

907

90$

1245

1248

1250

1303

1395

1396

1397

266

267

271

湯原町

岡山市御津芳谷

岡山市

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

新見市

岡山市毒口山

真庭市森山高原

新見市

高梁市弥高山

岡山県

新見市

S-Oct-00

22-Oct-00

16-Jun-01

9-Jun-02

9-Oct-06

5-Nov-06

4-Nov-07

4-Nov-06

5-Nov-06

21-Oct-07

14-Åug-07

4･Aug-00

岡山市御津芳谷 29-A喝-04

岡山市御津芳谷.9-Oct-06

新見市新見

真庭市藤山高原

岡山市津島

岡山市津島

高梁市弥高山

高梁市弥高山

高梁市弥高山

高梁市弥高山

岡山市津島

共産市森山高原

新見市新見

新見市新見

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

8-Nov-00

3｣Nov･06

18･Nov-01

18-Nov10I

15-Oct-06

15-Oct-06

21-Oct-07

15-Oct-06

18-Nov-0I

4-Nov-06

28-Sep-00
5-Oct-00

14･Jan-01

18･Mar -01

新見市船川神社 20-Maト01

和気都佐伯町

和気郡佐伯町

岡山市南方

和気郡佐伯町

岡山市津島兼

真庭市勝山町

新見市新見

小田部矢掛町

小田部矢掛町

岡山市

岡山市毒口山

岡山市竜口山

高梁市弥高山

岡山市門田屋敷

岡山市門田屋敷

岡山市門田屋敷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

倉敷市新倉敷駅

15-Jun-0I

15-Jun･01

29-Oct-04

30-Oct-04

3I_Oct-04

5･Jun･04

4-Oct-00

10rApr-04

I0-Apr-04
31Nov･07

4･Nov-07

4｣Nov-07

6｣Nov-06

16･Mar-07

7-Feb-07

1_Feb･07

14-Jan-01

12-Fらb-01

18-Ma r･01

新見市草間

高梁市弥高山

5-Nov-06

21-Oct･07

Urticaceae(イサクサ科)

Boehmerianiveavat.nlPOnOnivea

PileapumL'la

Crasstllaceae(ベンケイソウ科)

HylotelephL'umspectabile

cucurbitales(ウリ目)

cuctlrbitaceae(ウリ科)

Cucumissativus

Momordicachwantiavat.pavel

Trichosanthescucumeroides

Fagales(ブナ目)

Fagaceae(ブナ科)
Castaneacrenata

Quercusacutissima

Quercusacutissima

Quercwacutissima

Quercuscrt'spula

Quercusglauca

QuercusgZauca

カラムシ

アボス●

オオヘ●ンケイソウ

キュウリ

二がウリ(コ●-ヤ)

カラスウリ

Oidiumsp.

ETySlbhepileae

Oidium sp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

ETySlPhecastaneigena
ElySlbhesp.

Etyslbhe勿pogena

Phyllactiniarobort's

OidL'umsp.

Cystothecawrightii

ETySlbhegracilt'S

1032

824

838

92$

929

1286

1300

820

1102

83

90

265

273

274

357

369

675

707

732

7$3

89i

907

90$

1245

1248

1250

1303

1395

1396

1397

266

267

271

湯原町

岡山市御津芳谷

岡山市

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

新見市

岡山市毒口山

真庭市森山高原

新見市

高梁市弥高山

岡山県

新見市

S-Oct-00

22-Oct-00

16-Jun-01

9-Jun-02

9-Oct-06

5-Nov-06

4-Nov-07

4-Nov-06

5-Nov-06

21-Oct-07

14-Åug-07

4･Aug-00

岡山市御津芳谷 29-A喝-04

岡山市御津芳谷.9-Oct-06

新見市新見

真庭市藤山高原

岡山市津島

岡山市津島

高梁市弥高山

高梁市弥高山

高梁市弥高山

高梁市弥高山

岡山市津島

共産市森山高原

新見市新見

新見市新見

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

8-Nov-00

3｣Nov･06

18･Nov-01

18-Nov10I

15-Oct-06

15-Oct-06

21-Oct-07

15-Oct-06

18-Nov-0I

4-Nov-06

28-Sep-00
5-Oct-00

14･Jan-01

18･Mar -01

新見市船川神社 20-Maト01

和気都佐伯町

和気郡佐伯町

岡山市南方

和気郡佐伯町

岡山市津島兼

真庭市勝山町

新見市新見

小田部矢掛町

小田部矢掛町

岡山市

岡山市毒口山

岡山市竜口山

高梁市弥高山

岡山市門田屋敷

岡山市門田屋敷

岡山市門田屋敷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

倉敷市新倉敷駅

15-Jun-0I

15-Jun･01

29-Oct-04

30-Oct-04

3I_Oct-04

5･Jun･04

4-Oct-00

10rApr-04

I0-Apr-04
31Nov･07

4･Nov-07

4｣Nov-07

6｣Nov-06

16･Mar-07

7-Feb-07

1_Feb･07

14-Jan-01

12-Fらb-01

18-Ma r･01



Quercus myrsiniftlia

Quercus myrsinifulia

Qu er cas ne ogl andul ifer a

Qu er cas n e o gl an dul ifer a

Quer cas p hi I lyr a e o i d e s

Quercas variabilis

Quercus variabilis

Quercus variabilis

Betulaceae(hr {/+#)

Alnus japonica

Betula platyphylla var. japonica

Carpinus Imiflora

Carpinus tschonoskii

Corylus avellana

Corylus sieboldiana

Celastrales (=7+lF E )
Celastraceae (=7*+fl)

Celostrus orbiculatus

Euonymus japonicus

Euorrymus sieboldianus

Oxalidales(rtFlti H )
Oxalidaceae $tftf=fl)

halis corniculata

Cystotheca wrightii

Erysiphe gracilis

Parauncinula septata

Typ hu I o c h a et a j ap oni c a

Erysiphe quercicola

Erysiphe alphitoides

Erysiphe sp.

Erysiphe lrypogena

Phyllactinia alni

Oidium sp.

Ery s ip he c arp ini- I ax ifl or ae

Erysiphe orcaata

Erysiphe corylicola

Erysiphe corylicola

Erysiphe sengolcui

Oidium sp.

Oidium sp.

QuercusmyyTSinLfolia

QuercusmyrsL'ntfolia

QuercusneoglandulLfera

QuercusneogZandultfera

Quercwphillyraeoides

Quercusvariabilis

Quercusvariabt'lL'S

Quercusvariabilis

Bettlhceae(カバノキ科)

Alnusjaponica

Betulapla妙7wllavar.japonica

Carpt'nusl肪tjlora

Carpinustschonoskii

Colylusdvellana

Corylussieboldiana

Celastrales(ニシキギ目)

Cel舶traCeae(ニシキギ科)
Celastrusorbiculatus

EuoTDJmuSJaPOnicw

Euo町mWSieboldt.anus

0Ⅹalidales(カタバミ目)

0Xa)idaceae(カタJくミ科)
仇alt'scornL'culata

アヘ●マキ

アヘ●マキ

アヘ●マキ

八ンノキ

シラカンハ●
アカシデ

イヌシデ

セイヨウJlシハ'ミ

ツノハシJl●ミ

ツルウメモトキ

マサキ

カタJl●ミ

Cystothecawrt'ghtii

Erys申hegracilis

Paraunct'nulaseptata

TJPhuZochaetajaponica

EfySlbhequercicola

Eryslbhealphitoides

ElySlPhesp.

ETySlPhe勿pogena

Pkyllactint.aaZni

OT'diumsp.

ElySiphecaTPinL'-laxljlorae

ETySlbhewcuata

Eo7SlbhecoryZicola

EryslbhecoTylicola

Erystbhesengokui
Oidiumsp.

Oidt'umsp.

Oidiumsp.

272

273

324

669

675

812

825

i56

90S

1245

1248

1250

1395

1396

1397

366

790

670

1253

1254

1

11

594

595

802

878

$79

671

672

1305

1307

1365

1246

695

69i

122

1024

1115

1099

5$1

1047

10$0

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市コンヘ●ックス

岡山市運動公園

岡山市南方

笠岡市

岡山市津島

和気郡佐伯町

小田部矢掛町

岡山市

岡山市毒口山

岡山市青口山

岡山市門田屋敷

岡山市門田屋敷

岡山市門田屋敷

和気都佐伯町

和気郡佐伯町

岡山市国体町

岡山市竜口山

岡山市毒口山

岡山市御津芳谷

倉敷市児島

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

岡山市国体町

岡山市国休町

高梁市弥高山

高梁市弥高山

岡山市半田山

岡山市輿体町

和気都佐伯町

和気都佐伯町

真庭市幕山高原

真庭市長田

新見市

新見市

岡山市半田山

真庭市森山高原

真庭市新庄村

岡山市

18-Mar-01

18-Mar-01

2-Jun-01

29-0ct-04

29-Oct-04

20-Feb-05

1S｣Nov-01

17｣Nov-01

10-Apr･04
3･Nov-07

4｣Nov-07

4-Nov-07

16･Mar-07

7-Fob-07

トFeb-07

15-Jun-01

29-Jun-02

29-Ocト04

4-Nov-07

4-Nov-07

16-Apr-00
3-J皿-00

8-Dec-03

5･De6-03

24-May-05
17-Dec-04

29･Oct-04

29･Oct-04

29-Oct-04

6-Nov-06

6-Nov-06

3-Nov-08

3｣Nov-07

30-Oct-04

30-Oct-04

8-Oct-00

2-Nov-06

5-Nov-06

4-Nov-06

6･Jun-04

3-Nov-06

4｣Nov-06

16-Jun-01

新見市城山公園 29･Mar-01

岡山市半田山 6-Jun-04

岡山市津島東 3トOct-04

岡山市御津芳谷 22-Oct-00

岡山市御津芳谷 5-Jam-01

新見市新見 12･Jun-00

新見市城山公園 7-Oct-00

姶良都牧園町 27-Oct-00

新見市新見 14･May-01

QuercusmyyTSinLfolia

QuercusmyrsL'ntfolia

QuercusneoglandulLfera

QuercusneogZandultfera

Quercwphillyraeoides

Quercusvariabilis

Quercusvariabt'lL'S

Quercusvariabilis

Bettlhceae(カバノキ科)

Alnusjaponica

Betulapla妙7wllavar.japonica

Carpt'nusl肪tjlora

Carpinustschonoskii

Colylusdvellana

Corylussieboldiana

Celastrales(ニシキギ目)

Cel舶traCeae(ニシキギ科)
Celastrusorbiculatus

EuoTDJmuSJaPOnicw

Euo町mWSieboldt.anus

0Ⅹalidales(カタバミ目)

0Xa)idaceae(カタJくミ科)
仇alt'scornL'culata

アヘ●マキ

アヘ●マキ

アヘ●マキ

八ンノキ

シラカンハ●
アカシデ

イヌシデ

セイヨウJlシハ'ミ

ツノハシJl●ミ

ツルウメモトキ

マサキ

カタJl●ミ

Cystothecawrt'ghtii

Erys申hegracilis

Paraunct'nulaseptata

TJPhuZochaetajaponica

EfySlbhequercicola
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Violaceae(11,12fl)
Yiola xwittrokiana
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Vl'olaxwittrokiana
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Anacardiaceae(ウルシ科)
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ヒけJl●ハキ●

アカメがシワ
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高梁市弥高山

真庭市森山高原

新見市草間

岡山市
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Brassicaceae(アブラナ科)
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3トOct-04

1S｣Nov-01

28-Oct-06

5｣Nov-06

12-Nov-06

12-Nov-06

12-Nov-06

24-Jam-10

井原市木之子町 28-Jun-08

真庭市藤山高原

備前市長船町

岡山市津島

井原市美星町

備前市長船町

新見市

新見市

高梁市弥高山

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

新見市草間

岡山市毒口山

真庭都落合町

8-Oct-00

28-Oct-06
31-Oct･04

21-Oct106

2専一Ocト06

5-Nov-06

5-Nov-06

2I-Oct-07

17･Nov-01

17｣Nov-0I

2-Nov-07

4｣Nov-07

5-Nov-00



Simaroubaceae( - tt+H)
Ailanthus altissima

Sapindaceae $rv9ffi)
Acer omoen tm var. amoenum

Acer amoenum vat, matsumurae

Acer buergerianum

Acer crataegifulium

cer palmatum

Acer palmatum

Acer ptcturn subsp. dissectum

Acer pictum subsp. dissectum

f. dissectum

Acer rufinertte

cer sieboldianum

Phyllactinia ailanthi

Sawadaea poffida var, japonica

Ssu,adaea po$fida van japonica

Erysiphe sp.

Sau,adaea nankinewis

Erysiphe sp.(Uncinula)

Oidium sp.

Erys iphe sp.(Uncinul a)

Sawadaea tulasnei

Oidium sp.

Sawadaea tulasnei

Saradaea tulasnei

Oidium sp.

Sav,adaea poffida van j aponica

岡山市御津芳谷 14･Oct･Ol

岡山市御津芳谷 9-Oct-06

simaroubacc8e(ニガキ科)

Ailanthusaltissima

Sapindaceae(ムタロジ科)
Aceramoenumvar.amoenum

Aceramoenumvar.matsumurae

AceT･buergerianum

Acercrataeglfolium

AcerJaPOnicum
●

Acerpalmaium

Acerpalmatum

Acerpidumsubsp.dissectum

Acerpictumsubsp.dissectum
f.dissectum

Acerrujinerve

AcersL'eboldL'anum

シン.)'ユ(ニワウルシ)

オオ モミ･)I
ヤマモミ･)I

トウカエデ

ウリカエデ

Jlウチワカエデ

イロハモミゾ

イロ八モミ･)'

イタヤカエデ

エンコウカエデ

ウリJlダカエデ

コJlウチワカエデ

PhylZactiniaailanthi

SLWadaeapO脚davar.japonica
SawadaeapO脚 davar.j呼Onica

ElySlbhesp.
Sawadaeanankine榔is

Ecyslbhesp･(UncL'nula)

Oidiumsp.

E7ySlj?hesp･(Uncinula)SawadaeaL7LZamei
Oidiumsp.

EtySlbheLjubwskiivat.)jubwskii

SawadaeapO脚 davar.japonica

Sawadaeatulasnei

Sawadaeatulasnei

OidL'umsp.

Sawadaeapobzdidavat.japonica

649

875

994

1273

1297

1075

1083

973

973

日44

1275

1116

1017

1031

59

217

398

427

42$

429

697

705

85$

927

1045

1206

1239

1288

1293

1298

162

217

697

926

930

1045

1110

1239

1278

12SS

1293

1298

1041

1048

1084

1106

1097

小田部央掛町

小田部矢掛町

備前市長船町

岡山市竜口山

岡山市竜口山

真庭市新庄村

真庭市新庄村

岡山市半田山

岡山市半田山

岡山市伊福町

岡山市竜口山

新見市

苫田都鏡野町

真庭市森山高原

岡山市債吉町

新見市新見

新見市新見

新見市新見

新見市新見

岡山市津島

和気郡佐伯町

和気郡佐伯町

和気郡佐伯町

高梁市弥高山

真庭市森山高原

新見市草間

岡山市建部町

高梁市弥高山

高梁市弥高山

岡山市竜口山

岡山市御津芳谷

新見市新見

和気都佐伯町

高梁市弥高山

高梁市弥高山

真庭市森山高原

新見市

岡山市建部町

高梁市弥高山

高梁市弥高山

高梁市弥高山

岡山市電口山

真庭市森山高原

真庭市森山高原

真庭市新庄村

新見市

新見市

真庭都落合町

7-Oct-04

30-Oct･05

28-Oct-06

4｣Nov-07

4-Nov･07

4｣Nov-06

4-Nov-06

22-Oct-06

22-Oct-06

17｣Nov-05

4-Nov-07

5-Nov-06

2｣Nov-06

3-Nov･06

28-Aug-00
4｣Nov-00

29-Sep-01
8-Nov-01

8-Nov-01

24-Dec･0I

30-Oct･04

30-Oct-04

17･Nov-01

15･Oct-06

3-Nov-06

2･Nov-07

3｣Nov･07

2トOct-07

21-Oct-07

4-Nov-07

22･Oct-00

4-Nov-00

30-Oct-04

15-Oct-06

15-Oct-06

3-Nov-06

5･Nov-06

3-Nov-07

2トOct･07

21-Oct-07

21-Oct･07

4-Nov-07

3-Nov･06

3-Nov-06

4_Nov-06

5-Nov-06

4｣Nov-06

5-Nov-00

真庭市藤山高原 3｣Nov-06

真庭市新庄村 4｣Nov･06

岡山市御津芳谷 14･Oct･Ol

岡山市御津芳谷 9-Oct-06

simaroubacc8e(ニガキ科)

Ailanthusaltissima

Sapindaceae(ムタロジ科)
Aceramoenumvar.amoenum

Aceramoenumvar.matsumurae

AceT･buergerianum

Acercrataeglfolium

AcerJaPOnicum
●

Acerpalmaium

Acerpalmatum

Acerpidumsubsp.dissectum

Acerpictumsubsp.dissectum
f.dissectum

Acerrujinerve

AcersL'eboldL'anum

シン.)'ユ(ニワウルシ)

オオ モミ･)I
ヤマモミ･)I

トウカエデ

ウリカエデ

Jlウチワカエデ

イロハモミゾ

イロ八モミ･)'

イタヤカエデ

エンコウカエデ

ウリJlダカエデ

コJlウチワカエデ

PhylZactiniaailanthi

SLWadaeapO脚davar.japonica
SawadaeapO脚 davar.j呼Onica

ElySlbhesp.
Sawadaeanankine榔is

Ecyslbhesp･(UncL'nula)

Oidiumsp.

E7ySlj?hesp･(Uncinula)SawadaeaL7LZamei
Oidiumsp.

EtySlbheLjubwskiivat.)jubwskii

SawadaeapO脚 davar.japonica

Sawadaeatulasnei

Sawadaeatulasnei

OidL'umsp.

Sawadaeapobzdidavat.japonica

649

875

994

1273

1297

1075

1083

973

973

日44

1275

1116

1017

1031

59

217

398

427

42$

429

697

705

85$

927

1045

1206

1239

1288

1293

1298

162

217

697

926

930

1045

1110

1239

1278

12SS

1293

1298

1041

1048

1084

1106

1097

小田部央掛町

小田部矢掛町

備前市長船町

岡山市竜口山

岡山市竜口山

真庭市新庄村

真庭市新庄村

岡山市半田山

岡山市半田山

岡山市伊福町

岡山市竜口山

新見市

苫田都鏡野町

真庭市森山高原

岡山市債吉町

新見市新見

新見市新見

新見市新見

新見市新見

岡山市津島

和気郡佐伯町

和気郡佐伯町

和気郡佐伯町

高梁市弥高山

真庭市森山高原

新見市草間

岡山市建部町

高梁市弥高山

高梁市弥高山

岡山市竜口山

岡山市御津芳谷

新見市新見

和気都佐伯町

高梁市弥高山

高梁市弥高山

真庭市森山高原

新見市

岡山市建部町

高梁市弥高山

高梁市弥高山

高梁市弥高山

岡山市電口山

真庭市森山高原

真庭市森山高原

真庭市新庄村

新見市

新見市

真庭都落合町

7-Oct-04

30-Oct･05

28-Oct-06

4｣Nov-07

4-Nov･07

4｣Nov-06

4-Nov-06

22-Oct-06

22-Oct-06

17｣Nov-05

4-Nov-07

5-Nov-06

2｣Nov-06

3-Nov･06

28-Aug-00
4｣Nov-00

29-Sep-01
8-Nov-01

8-Nov-01

24-Dec･0I

30-Oct･04

30-Oct-04

17･Nov-01

15･Oct-06

3-Nov-06

2･Nov-07

3｣Nov･07

2トOct-07

21-Oct-07

4-Nov-07

22･Oct-00

4-Nov-00

30-Oct-04

15-Oct-06

15-Oct-06

3-Nov-06

5･Nov-06

3-Nov-07

2トOct･07

21-Oct-07

21-Oct･07

4-Nov-07

3-Nov･06

3-Nov-06

4_Nov-06

5-Nov-06

4｣Nov-06

5-Nov-00

真庭市藤山高原 3｣Nov-06

真庭市新庄村 4｣Nov･06

岡山市御津芳谷 14･Oct･Ol

岡山市御津芳谷 9-Oct-06

simaroubacc8e(ニガキ科)

Ailanthusaltissima

Sapindaceae(ムタロジ科)
Aceramoenumvar.amoenum

Aceramoenumvar.matsumurae

AceT･buergerianum

Acercrataeglfolium

AcerJaPOnicum
●

Acerpalmaium

Acerpalmatum

Acerpidumsubsp.dissectum

Acerpictumsubsp.dissectum
f.dissectum

Acerrujinerve

AcersL'eboldL'anum

シン.)'ユ(ニワウルシ)

オオ モミ･)I
ヤマモミ･)I

トウカエデ

ウリカエデ

Jlウチワカエデ

イロハモミゾ

イロ八モミ･)'

イタヤカエデ

エンコウカエデ

ウリJlダカエデ

コJlウチワカエデ

PhylZactiniaailanthi

SLWadaeapO脚davar.japonica
SawadaeapO脚 davar.j呼Onica

ElySlbhesp.
Sawadaeanankine榔is

Ecyslbhesp･(UncL'nula)

Oidiumsp.

E7ySlj?hesp･(Uncinula)SawadaeaL7LZamei
Oidiumsp.

EtySlbheLjubwskiivat.)jubwskii

SawadaeapO脚 davar.japonica

Sawadaeatulasnei

Sawadaeatulasnei

OidL'umsp.

Sawadaeapobzdidavat.japonica

649

875

994

1273

1297

1075

1083

973

973

日44

1275

1116

1017

1031

59

217

398

427

42$

429

697

705

85$

927

1045

1206

1239

1288

1293

1298

162

217

697

926

930

1045

1110

1239

1278

12SS

1293

1298

1041

1048

1084

1106

1097

小田部央掛町

小田部矢掛町

備前市長船町

岡山市竜口山

岡山市竜口山

真庭市新庄村

真庭市新庄村

岡山市半田山

岡山市半田山

岡山市伊福町

岡山市竜口山

新見市

苫田都鏡野町

真庭市森山高原

岡山市債吉町

新見市新見

新見市新見

新見市新見

新見市新見

岡山市津島

和気郡佐伯町

和気郡佐伯町

和気郡佐伯町

高梁市弥高山

真庭市森山高原

新見市草間

岡山市建部町

高梁市弥高山

高梁市弥高山

岡山市竜口山

岡山市御津芳谷

新見市新見

和気都佐伯町

高梁市弥高山

高梁市弥高山

真庭市森山高原

新見市

岡山市建部町

高梁市弥高山

高梁市弥高山

高梁市弥高山

岡山市電口山

真庭市森山高原

真庭市森山高原

真庭市新庄村

新見市

新見市

真庭都落合町

7-Oct-04

30-Oct･05

28-Oct-06

4｣Nov-07

4-Nov･07

4｣Nov-06

4-Nov-06

22-Oct-06

22-Oct-06

17｣Nov-05

4-Nov-07

5-Nov-06

2｣Nov-06

3-Nov･06

28-Aug-00
4｣Nov-00

29-Sep-01
8-Nov-01

8-Nov-01

24-Dec･0I

30-Oct･04

30-Oct-04

17･Nov-01

15･Oct-06

3-Nov-06

2･Nov-07

3｣Nov･07

2トOct-07

21-Oct-07

4-Nov-07

22･Oct-00

4-Nov-00

30-Oct-04

15-Oct-06

15-Oct-06

3-Nov-06

5･Nov-06

3-Nov-07

2トOct･07

21-Oct-07

21-Oct･07

4-Nov-07

3-Nov･06

3-Nov-06

4_Nov-06

5-Nov-06

4｣Nov-06

5-Nov-00

真庭市藤山高原 3｣Nov-06

真庭市新庄村 4｣Nov･06



Hibiscus mutabilis

Santalates (Ht 7tsY H)

Santalaceae E+29>H)
Thesium chinense

Caryophyllates (fiVr E )
Potygonaceae 6i#)

Fagopyrum esculentum

Rumac crispus

Mirabilis jalapa

Cornales (iX* H )
Cornaceae(iX+fl)

Benthamidia florida

Benthamidia japonica

Cornus fficinalis
Helwingia japonica

Swida cantroversa

Hydrangeaceae Vrt.(H)
Deutzia crenata Erysiphe deutziae

Oidium sp.

Erysiphe clintoniopsis

Erysiphe polygoni

Erysiphe polygoni

Erysiphe pulchra

Erysiphe pulchra var. japonica

Plryllactinia guttata

Erysiphe helwingiae

Erysiphe pulchra var. japonica

MaIvales(アオイ目)

Mabaceae(アオイ科)

Corchorusolitorius

Ft'rmianaslmPlex

HibiscusmutabiZis

santalales(ビヤタダン目)

santalaceae(ビヤクダン科)

Thest.umchL'neTWe

Caryophyllales(ナデシコ目)

po暮ygonaceae(タデ科)

Fagopyrumesculentum

RumacrLSPuS
●

ML'rabL.tisjalapa

cornales(ミズキ目)

Cornaceae(ミズキ科)

Benthamidiajlorida

Benthamidt'ajaponica

CornusoPct'nalis

Helwingiajaponica
SwL'daconかovusa

HydraJlgeaCeae(アジサイ科)

Deutziacrenata

モロヘイヤ

(タイワンツナソ)

アオキ●リ

カナビキソウ

ナカ●ハ●キ●シキ●シ

オシロイJl●ナ

アメリカヤマホ●ウシ

ヤマホ●ウシ

サンシュユ

ハナイカダ

ミス●キ

Oidiumsp.

EtyStbheclintoniopsis

PodosphaerahibLscicola

Oidiumsp.

Enls申hepolygonj

ElySlbhepolygoni

OL'diumsp.

ETySlbhepulchra

ETySlbhepulchraγar.japonica

Pbllactiniaguttata

Ews申hehelwingtae
●

Eryslbhepulchravar.japont'ca

ETySlbhedeuおiae

526

527

822

1012

834

131

141

251

530

531

821

$90

1271

1095

1270

1079

9i

101

103

岡山市御津芳谷 12-Nov-00

岡山市門田屋敷 22-Oct-03

岡山市津島

岡山市津島

岡山市津島

岡山市津島

和気郡佐伯町

和気部佐伯町

新見市新見

小田部央掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田郁夫掛町

岡山市御津芳谷

岡山市

和気都佐伯町

和気都佐伯町

岡山市

岡山市

岡山市

小用郡矢掛町

岡山市御津国が

岡山市大久保

赤磐市赤坂町

井原市木之子町

井原市木之子町

井原市未之子町

備前市関谷学校

岡山市建部町

26-Oct-03

18-Nov-01

2⊥Nov-06

18-Nov-01

17-Jun-01

I5･Jun-01

28-Sop-01

18_Jun -04

29･Jun-04

18-Jun -04

18-Jun -04

3-Jun･04

11-Jun-00

16-Jun-0I

15-Jun-01

15-Jun-01

24-Jun -01

24･Jun-01

24-Jun-01

19-Jun-03

30-Juか02

30･Jun -02

29-Jun ･02

26-Jun-05

23-Jun-05

26-Jun-05

30-Oct-04

3-Nov-07

真庭市蘇山高原 8-0Ct-00

新見市城山公園 10-Jun-00

岡山市 19｣Nov-00

小田部矢掛町

小田部矢掛町

岡山市津島

小田部矢掛町

岡山市竜口山

夫庭市新庄村

岡山市竜口山

真庭市新庄村

井庭市藤山高原

真庭市義山高原

真庭市森山高原

5-Nov･03

S-Nov-03

18-Nov-01

番-Nov-03

4-Nov-07

4-Nov-06

4-Nov-07

4-Nov-06

8-Oct-00

i-Oct･00

8-Oct-00

和気都佐伯町 17･Nov-01

小田部矢掛町 21-Oct-06

MaIvales(アオイ目)

Mabaceae(アオイ科)

Corchorusolitorius

Ft'rmianaslmPlex

HibiscusmutabiZis

santalales(ビヤタダン目)

santalaceae(ビヤクダン科)

Thest.umchL'neTWe

Caryophyllales(ナデシコ目)

po暮ygonaceae(タデ科)

Fagopyrumesculentum

RumacrLSPuS
●

ML'rabL.tisjalapa

cornales(ミズキ目)

Cornaceae(ミズキ科)

Benthamidiajlorida

Benthamidt'ajaponica

CornusoPct'nalis

Helwingiajaponica
SwL'daconかovusa

HydraJlgeaCeae(アジサイ科)

Deutziacrenata

モロヘイヤ

(タイワンツナソ)

アオキ●リ

カナビキソウ

ナカ●ハ●キ●シキ●シ

オシロイJl●ナ

アメリカヤマホ●ウシ

ヤマホ●ウシ

サンシュユ

ハナイカダ

ミス●キ

Oidiumsp.

EtyStbheclintoniopsis

PodosphaerahibLscicola

Oidiumsp.

Enls申hepolygonj

ElySlbhepolygoni

OL'diumsp.

ETySlbhepulchra

ETySlbhepulchraγar.japonica

Pbllactiniaguttata

Ews申hehelwingtae
●

Eryslbhepulchravar.japont'ca

ETySlbhedeuおiae

526

527

822

1012

834

131

141

251

530

531

821

$90

1271

1095

1270

1079

9i

101

103

岡山市御津芳谷 12-Nov-00

岡山市門田屋敷 22-Oct-03

岡山市津島

岡山市津島

岡山市津島

岡山市津島

和気郡佐伯町

和気部佐伯町

新見市新見

小田部央掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田郁夫掛町

岡山市御津芳谷

岡山市

和気都佐伯町

和気都佐伯町

岡山市

岡山市

岡山市

小用郡矢掛町

岡山市御津国が

岡山市大久保

赤磐市赤坂町

井原市木之子町

井原市木之子町

井原市未之子町

備前市関谷学校

岡山市建部町

26-Oct-03

18-Nov-01

2⊥Nov-06

18-Nov-01

17-Jun-01

I5･Jun-01

28-Sop-01

18_Jun -04

29･Jun-04

18-Jun -04

18-Jun -04

3-Jun･04

11-Jun-00

16-Jun-0I

15-Jun-01

15-Jun-01

24-Jun -01

24･Jun-01

24-Jun-01

19-Jun-03

30-Juか02

30･Jun -02

29-Jun ･02

26-Jun-05

23-Jun-05

26-Jun-05

30-Oct-04

3-Nov-07

真庭市蘇山高原 8-0Ct-00

新見市城山公園 10-Jun-00

岡山市 19｣Nov-00

小田部矢掛町

小田部矢掛町

岡山市津島

小田部矢掛町

岡山市竜口山

夫庭市新庄村

岡山市竜口山

真庭市新庄村

井庭市藤山高原

真庭市義山高原

真庭市森山高原

5-Nov･03

S-Nov-03

18-Nov-01

番-Nov-03

4-Nov-07

4-Nov-06

4-Nov-07

4-Nov-06

8-Oct-00

i-Oct･00

8-Oct-00

和気都佐伯町 17･Nov-01

小田部矢掛町 21-Oct-06

MaIvales(アオイ目)

Mabaceae(アオイ科)

Corchorusolitorius

Ft'rmianaslmPlex

HibiscusmutabiZis

santalales(ビヤタダン目)

santalaceae(ビヤクダン科)

Thest.umchL'neTWe

Caryophyllales(ナデシコ目)

po暮ygonaceae(タデ科)

Fagopyrumesculentum

RumacrLSPuS
●

ML'rabL.tisjalapa

cornales(ミズキ目)

Cornaceae(ミズキ科)

Benthamidiajlorida

Benthamidt'ajaponica

CornusoPct'nalis

Helwingiajaponica
SwL'daconかovusa

HydraJlgeaCeae(アジサイ科)

Deutziacrenata

モロヘイヤ

(タイワンツナソ)

アオキ●リ

カナビキソウ

ナカ●ハ●キ●シキ●シ

オシロイJl●ナ

アメリカヤマホ●ウシ

ヤマホ●ウシ

サンシュユ

ハナイカダ

ミス●キ

Oidiumsp.

EtyStbheclintoniopsis

PodosphaerahibLscicola

Oidiumsp.

Enls申hepolygonj

ElySlbhepolygoni

OL'diumsp.

ETySlbhepulchra

ETySlbhepulchraγar.japonica

Pbllactiniaguttata

Ews申hehelwingtae
●

Eryslbhepulchravar.japont'ca

ETySlbhedeuおiae

526

527

822

1012

834

131

141

251

530

531

821

$90

1271

1095

1270

1079

9i

101

103

岡山市御津芳谷 12-Nov-00

岡山市門田屋敷 22-Oct-03

岡山市津島

岡山市津島

岡山市津島

岡山市津島

和気郡佐伯町

和気部佐伯町

新見市新見

小田部央掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田郁夫掛町

岡山市御津芳谷

岡山市

和気都佐伯町

和気都佐伯町

岡山市

岡山市

岡山市

小用郡矢掛町

岡山市御津国が

岡山市大久保

赤磐市赤坂町

井原市木之子町

井原市木之子町

井原市未之子町

備前市関谷学校

岡山市建部町

26-Oct-03

18-Nov-01

2⊥Nov-06

18-Nov-01

17-Jun-01

I5･Jun-01

28-Sop-01

18_Jun -04

29･Jun-04

18-Jun -04

18-Jun -04

3-Jun･04

11-Jun-00

16-Jun-0I

15-Jun-01

15-Jun-01

24-Jun -01

24･Jun-01

24-Jun-01

19-Jun-03

30-Juか02

30･Jun -02

29-Jun ･02

26-Jun-05

23-Jun-05

26-Jun-05

30-Oct-04

3-Nov-07

真庭市蘇山高原 8-0Ct-00

新見市城山公園 10-Jun-00

岡山市 19｣Nov-00

小田部矢掛町

小田部矢掛町

岡山市津島

小田部矢掛町

岡山市竜口山

夫庭市新庄村

岡山市竜口山

真庭市新庄村

井庭市藤山高原

真庭市義山高原

真庭市森山高原

5-Nov･03

S-Nov-03

18-Nov-01

番-Nov-03

4-Nov-07

4-Nov-06

4-Nov-07

4-Nov-06

8-Oct-00

i-Oct･00

8-Oct-00

和気都佐伯町 17･Nov-01

小田部矢掛町 21-Oct-06



Hydrangea macroplrylla f. hortensia

Ebenaceae (? jFl+fl)

Diospyros knki

Styracaceae (-:rZgrfl)

Pterostyrm hispida
Styrax shiraisna

P odosphaera bals aminae

Plryllactinia kakicola

Plryllactinia guttata

Oidium sp.

Erysiphe actinidiae vu. actinidiae

Plryllactinia guttata

Erysiphe octinidiae var. actinidiae

HydrangeamacrophylZaf.hortew'a

Ericales(ツツジ目)

Ba)saminaeeae(ツリフネソウ科)

Impatienstextorii

poIemoniaceae(ハナシノブ科)

Phloxpaniculata

Ebenaceae(カキノキ科)

Dioszyroskaki

Styracaceae(エゴノキ科)

Pteros¢rmhispida

SoJrarshit.aiana

Actihidiaceae(マタタビ科)

Actinidiaarguta

Actinidiaarguta

ActinL'diapobgama

clethraceae(リヨウブ科)
Clethrabubineyvis

セイヨウアシ'サイ

ツリフネッウ

クサキョウチ外ウ

カキノキ

オかl●ァサがラ
コハクウンホ●ク

サルナシ
サルナシ

マタタビ

Oidiumsp.

Podosphaerabalsaminae

Oidiumsp.

Ph7Llactiniakakicola

Phyllactiniaguttata
Oidiumsp.

EryslPheactinidiaevat.actt'nidiae
PhJllactiniaguttata

Erys申heactinidiaevat.actinidt'ae

ETySlbheclethrae

1052

106i

1119

1123

1222

693

$6$

935

974

1069

1289

143

159

207

208

243

253

254

532

540

652

70$

724

$37

847

$85

1126

120S

1124

1107

日09

1112

1281

762

933

1225

1283

真庭市森山高原

真庭市森山高原

新見市

新見市

新見市草冊

岡山市半田山

倉赦市

高梁市弥高山

岡山市半田山積

真庭市森山高原

高梁市川上町弥

真庭市森山高原

井底市森山高原

新見市

新見市

真庭都落合町

真庭市落合町

岡山市御津芳谷

新見市

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

小田部矢掛町

小田部矢掛町

某庭市落合町

和気都佐伯町

岡山市津島

岡山市津島

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

新見市満奇洞

新見市草間

3･Nov-06

3-Nov-06

5-Nov-06

5-Nov-06

2-Nov-07

29-Oct-04

19｣Nov-05
15･Oct-06

22-Oct-06

3-Nov-06

21-Oct-07

S-Oct-00

番-Oct･00

7･Sep-00

30-Sep-00
5-Nov-00

23-Nov-04

15-Oct-00

18-Oct-00

29-Oct･00

29-Oct･00

12-Nov-00

19-Nov-00

19-Nov-00

8｣Nov-03

2S-Oct-03

23-Nov-04

30-Oct-04

3トOct-04

18-Nov-01

17-Nolト01

19-Nov-01

5｣Nov-06

2-Nov-07

真庭市蒜山高原 3･Nov-06

苫田都鏡野町 2-NovJ6

新見市

新見市

新見市

新見市

高梁市弥高山

真庭市森山高原

高梁市弥高山

新見市羅生門

高梁市弥高山

5｣Nov･06

5｣Nov･06

5-Nov-06

5｣Nov-06

2トOct-07

4-Jun-04

15-Oct-06

2-Nov-07

21-Oct-07

真庭市島山高原 3･Nov-06

真庭市新庄村 4-Nov-06

HydrangeamacrophylZaf.hortew'a

Ericales(ツツジ目)

Ba)saminaeeae(ツリフネソウ科)

Impatienstextorii

poIemoniaceae(ハナシノブ科)

Phloxpaniculata

Ebenaceae(カキノキ科)

Dioszyroskaki

Styracaceae(エゴノキ科)

Pteros¢rmhispida

SoJrarshit.aiana

Actihidiaceae(マタタビ科)

Actinidiaarguta

Actinidiaarguta

ActinL'diapobgama

clethraceae(リヨウブ科)
Clethrabubineyvis

セイヨウアシ'サイ

ツリフネッウ

クサキョウチ外ウ

カキノキ

オかl●ァサがラ
コハクウンホ●ク

サルナシ
サルナシ

マタタビ

Oidiumsp.

Podosphaerabalsaminae

Oidiumsp.

Ph7Llactiniakakicola

Phyllactiniaguttata
Oidiumsp.

EryslPheactinidiaevat.actt'nidiae
PhJllactiniaguttata

Erys申heactinidiaevat.actinidt'ae

ETySlbheclethrae

1052

106i

1119

1123

1222

693

$6$

935

974

1069

1289

143

159

207

208

243

253

254

532

540

652

70$

724

$37

847

$85

1126

120S

1124

1107

日09

1112

1281

762

933

1225

1283

真庭市森山高原

真庭市森山高原

新見市

新見市

新見市草冊

岡山市半田山

倉赦市

高梁市弥高山

岡山市半田山積

真庭市森山高原

高梁市川上町弥

真庭市森山高原

井底市森山高原

新見市

新見市

真庭都落合町

真庭市落合町

岡山市御津芳谷

新見市

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

小田部矢掛町

小田部矢掛町

某庭市落合町

和気都佐伯町

岡山市津島

岡山市津島

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

新見市満奇洞

新見市草間

3･Nov-06

3-Nov-06

5-Nov-06

5-Nov-06

2-Nov-07

29-Oct-04

19｣Nov-05
15･Oct-06

22-Oct-06

3-Nov-06

21-Oct-07

S-Oct-00

番-Oct･00

7･Sep-00

30-Sep-00
5-Nov-00

23-Nov-04

15-Oct-00

18-Oct-00

29-Oct･00

29-Oct･00

12-Nov-00

19-Nov-00

19-Nov-00

8｣Nov-03

2S-Oct-03

23-Nov-04

30-Oct-04

3トOct-04

18-Nov-01

17-Nolト01

19-Nov-01

5｣Nov-06

2-Nov-07

真庭市蒜山高原 3･Nov-06

苫田都鏡野町 2-NovJ6

新見市

新見市

新見市

新見市

高梁市弥高山

真庭市森山高原

高梁市弥高山

新見市羅生門

高梁市弥高山

5｣Nov･06

5｣Nov･06

5-Nov-06

5｣Nov-06

2トOct-07

4-Jun-04

15-Oct-06

2-Nov-07

21-Oct-07

真庭市島山高原 3･Nov-06

真庭市新庄村 4-Nov-06

HydrangeamacrophylZaf.hortew'a

Ericales(ツツジ目)

Ba)saminaeeae(ツリフネソウ科)

Impatienstextorii

poIemoniaceae(ハナシノブ科)

Phloxpaniculata

Ebenaceae(カキノキ科)

Dioszyroskaki

Styracaceae(エゴノキ科)

Pteros¢rmhispida

SoJrarshit.aiana

Actihidiaceae(マタタビ科)

Actinidiaarguta

Actinidiaarguta

ActinL'diapobgama

clethraceae(リヨウブ科)
Clethrabubineyvis

セイヨウアシ'サイ

ツリフネッウ

クサキョウチ外ウ

カキノキ

オかl●ァサがラ
コハクウンホ●ク

サルナシ
サルナシ

マタタビ

Oidiumsp.

Podosphaerabalsaminae

Oidiumsp.

Ph7Llactiniakakicola

Phyllactiniaguttata
Oidiumsp.

EryslPheactinidiaevat.actt'nidiae
PhJllactiniaguttata

Erys申heactinidiaevat.actinidt'ae

ETySlbheclethrae

1052

106i

1119

1123

1222

693

$6$

935

974

1069

1289

143

159

207

208

243

253

254

532

540

652

70$

724

$37

847

$85

1126

120S

1124

1107

日09

1112

1281

762

933

1225

1283

真庭市森山高原

真庭市森山高原

新見市

新見市

新見市草冊

岡山市半田山

倉赦市

高梁市弥高山

岡山市半田山積

真庭市森山高原

高梁市川上町弥

真庭市森山高原

井底市森山高原

新見市

新見市

真庭都落合町

真庭市落合町

岡山市御津芳谷

新見市

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

小田部矢掛町

小田部矢掛町

某庭市落合町

和気都佐伯町

岡山市津島

岡山市津島

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

新見市満奇洞

新見市草間

3･Nov-06

3-Nov-06

5-Nov-06

5-Nov-06

2-Nov-07

29-Oct-04

19｣Nov-05
15･Oct-06

22-Oct-06

3-Nov-06

21-Oct-07

S-Oct-00

番-Oct･00

7･Sep-00

30-Sep-00
5-Nov-00

23-Nov-04

15-Oct-00

18-Oct-00

29-Oct･00

29-Oct･00

12-Nov-00

19-Nov-00

19-Nov-00

8｣Nov-03

2S-Oct-03

23-Nov-04

30-Oct-04

3トOct-04

18-Nov-01

17-Nolト01

19-Nov-01

5｣Nov-06

2-Nov-07

真庭市蒜山高原 3･Nov-06

苫田都鏡野町 2-NovJ6

新見市

新見市

新見市

新見市

高梁市弥高山

真庭市森山高原

高梁市弥高山

新見市羅生門

高梁市弥高山

5｣Nov･06

5｣Nov･06

5-Nov-06

5｣Nov-06

2トOct-07

4-Jun-04

15-Oct-06

2-Nov-07

21-Oct-07

真庭市島山高原 3･Nov-06

真庭市新庄村 4-Nov-06



Ericaceae(YY!#)

Lyonia ovaliftlia subsp. neziki

Rh o do de ndr on r et i cul atum

Rhododendron x pulchrum

Vaccinium oldhamii

Gentianales $vts, tr)
Rubiaceae(7fi*fl)

Galium spurium var. ecltinospermon

Solanales (fx H )
Solanaceae (f7(H)

ycium chinense

Petunia x lrybrida

hys alis alkekengi var. franchetii
Solanum carolinense

Solanum melongena

Frminus sieboldiana Erysiphe frminicola

Oidium sp.

Erysiphe izuensis

Erysiph€ sp.

Oidium sp.

Golovinomyces orontii

Podosphoera sparsa

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

Erysiphe frminicola

小田部矢掛町 23-May･04

Ericaceae(ツツジ科)

LyonT'aovallfoliasubsp.neziki

Rhododendronreticulatum

Rhododendonxpulchrum
Vacciniumoldhamii

Gentianales(1)ンドゥ目)

Rubiaceae(アカネ科)

GaZiumspuriumvar.echL'nospermon

Rubiawgyl
●

Apocynaceae(キョウチクトウ科)

MetqplexisJaPOnica
●

Boraginales(ムラサキ目)

Bor喝itLaCeae(ムラサキ科)

TT･igonolispeduncularis

solanales(ナス目)

Solanaceae(ナス科)

Lyciumchinense

PetuniaxkybrL'da

P如 alt'saIkekengivat.Panchetii

Solanumcarolinense

Solanummelongena

Lamiales(シソ目)

oleaceae(モクセイ科)

Fraxinuslanuginosaf.serrate

Fraxinusst'eboldiana

コJl̀ノミツハ'ッッシ●

ヒラドツツ･)'

ナツハセ●

ヤエムゲ ラ

ががイモ

キウリゲサ

クコ

ックハ●ネアサがオ

ホオス●キ

ウルナスピ

ナス

アオダ モ

マル̂'ァオデモ

Oidiumsp.

EtyslbheizueWis

ElySlbhesp.

Oidiumsp.

GolovinomycesorontF'i

Golovinomycesrubiae

Podosphaeraspwsa

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidt'umsp.

Oidiumsp.

ETySipheP arinicola

ErrstPheParinicola

1025

1252

1266

1457

1267

861

320
1400

1401

1402

32$

330

1078

1233

1369

307

317

321

555

894

937

993

1330

715

$15

$17

1128

1129

1251

1269

996

997

999

真庭市長田

岡山市青口山

岡山市竜口山

岡山市毒口山

岡山市竜口山

和気都佐伯町

2-Nov-06

4･Nov-07

4-Nov･07

27-Sep･09
4-Nov･07

17｣Nov-01

新見市新見 24rMay-01

岡山市津島本町 10-May104

岡山市津島本町 6-Jun-04

岡山市津島本町 6-May-04
御津部御津町 9･Jun-01

御津郡御津町 9-Jun-01

真庭市新庄村 4-Nov-06

岡山市建部町 3-Noヤ-07

岡山市建部町 16-Nov-07

井原市木之子町 22-Oct-06

井原市木之子町 14-Nov･06

新見市新見

新見市新見

新見市新見

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

井原市木之子町

小田部矢掛町

和気都佐伯町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

湯原町

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

傭荊市

岡山市津島

岡山市津島

新見市満奇洞

新見市満奇洞

岡山市竜口山

岡山市竜口山

備前市長船町

傭前市長船町

傭前市長船町

トMay-01

14-May-0I

26-May-0I

28-May104
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5-Nov-06
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4｣Nov-07
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小田部矢掛町 23-May･04

Ericaceae(ツツジ科)

LyonT'aovallfoliasubsp.neziki

Rhododendronreticulatum

Rhododendonxpulchrum
Vacciniumoldhamii

Gentianales(1)ンドゥ目)

Rubiaceae(アカネ科)

GaZiumspuriumvar.echL'nospermon

Rubiawgyl
●

Apocynaceae(キョウチクトウ科)

MetqplexisJaPOnica
●

Boraginales(ムラサキ目)

Bor喝itLaCeae(ムラサキ科)

TT･igonolispeduncularis

solanales(ナス目)

Solanaceae(ナス科)

Lyciumchinense

PetuniaxkybrL'da

P如 alt'saIkekengivat.Panchetii

Solanumcarolinense

Solanummelongena

Lamiales(シソ目)

oleaceae(モクセイ科)

Fraxinuslanuginosaf.serrate

Fraxinusst'eboldiana
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キウリゲサ

クコ

ックハ●ネアサがオ

ホオス●キ

ウルナスピ

ナス
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マル̂'ァオデモ

Oidiumsp.
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Oidt'umsp.

Oidiumsp.

ETySipheP arinicola

ErrstPheParinicola

1025

1252

1266

1457

1267

861

320
1400

1401

1402

32$

330

1078

1233

1369

307

317

321

555

894

937

993

1330

715

$15

$17

1128

1129

1251

1269

996

997

999

真庭市長田
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岡山市竜口山
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Ptantaginaceae (ffz{= fl )
Linaria canadertsis

Veronica arsteruis

Yeronica ptsica

Plantago asiatica

Lindcrniaceae ff€fffi)
Torenia fournieri

LamiaceaeGtYffi)

C I er o dendrum tr i c hot o mum

Clinapodium gracile

Isodon inflexus

Lamium album vat. barbatum

Lqmium ampletcicaule N eoerys iphe galeops i dis

Oidium sp.

G o I ov inamy ces s or di &ts

Podosphaerafusca

P o do sphaer a int erm e di a

eoerysiphe galeapsidis

pbntAginaceae(オオバコ科)
Linariacanaderwis

Veronicaarvmis

Veronicapersica

Plantagoasiatica

Lindemiaceae(アゼナ科)

Toreniafoumieri

Lamiaceae(シソ科)
ClerodenLbTumtrichotomum

Clt'nopodiumgracile

Isodonin伽 us

Lamiumalbumvat.barbatum

Lamiumamplexicaule

マッハ●ウシラン

タチイヌノフダリ

オオイヌノフダリ

オオハ●コ

ハナウリクサ(ルニア)

トウハ●ナ

ヤマハツカ

オドリコソウ

ホトケノサ◆

Oidiumsp.

OidL'umsp.

Oidiumsp.

GoLovinomycessordidus

Podosphaerajhsca

PodosphaeT･aintermedia

Oidiumsp.

Oidiumsp.

NeoenJSlbhegaleopsidis

Neoe′γE>hegaleopst'dt'S

332

575

326

554

576

782

24

350

560

56

10$

110

546

706

710

775

7i4

788

955

1046

1074

121

13i

215

568

6$4

700

712

977

1009

1135

1223

1256

1262

327

572

979

139

302

325

340

650

763

7$5

895

1236

299

315

352

450

451

452

453

新見市新見

岡山市半田山

岡山市御津芳谷

小田部矢掛町

岡山市半田山

真庭市足温泉

新見市新見

岡山市

小田部矢掛町

12-Jun-0I

6-Jun･04

9･Jun-01

26-May･04
6-Jun-04

5･Jun･04

26･Jun･00

16-Jun･01

25-May-04

岡山市門田屋敷 25-Åug-00

湯原町

真庭市義山高原

小田部矢掛町

和気郡佐伯町

岡山市津島

久世町目木

真庭市足温泉

井原市美星町

小田部矢掛町

真庭市森山高原

真庭市新庄村

8-Oct-00

8･Oct-00

23-May-04
30-Oct-04

31-Oct-04

5-Jun -04

5-Jun-04

29-Jun-02

14-Oct-06

3-Nov-06

4_Nov-06

岡山市半田山 6-Jun-04

岡山市御津芳谷 12-Nov-00

新見市城山公園

新見市城山公園

新見市城山公園

岡山市半田山

岡山市半田山

傭荊市

岡山市津島

小田部矢掛町

傭前市長船町

岡山市御津芳谷

新見市羅生門

岡山市毒口山

岡山市青口山

岡山市御津芳谷

岡山市半田山

小田部矢掛町

新見市城山公園

新見市城山公園

御津郡御津町

岡山市

真庭市落合町

真庭市森山高原
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小田部矢掛町

岡山市建部町

新見市新見

新見市新見

岡山市

岡山市

小田部矢掛町

岡山市門田屋敷

岡山市津島
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4-Nov-00
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29-Oct-04
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31-0Ct-04

2I･Oct･06
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12-Nov-06

2｣Nov･07

4｣Nov-07

41Nov-07
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6.Jun-04

2トOct-06
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2i-Apr-0I
9-JuIト01

17-Jun-01

23･Nov-04

4-Jun-04

5-Jun･04

11-APT-04
3-Nov-07

23-APT-01

番-May-01
16-Jun-01

20-Apト03

12-May-03

9-May-03

5-May･03
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Toreniafoumieri

Lamiaceae(シソ科)
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Asteral es(*2 H)
Campanulaceae(**et' fl)

Adenophora triphyll a var. j aponica

Asteraceae(f?H)

Achillea millefolium

Artemisia indica var. mmimowiczii

Aster microcephalus var. ovatus

Aster novi-belgii

er robustus

er tataricus

Bidens biternata

Bidens fiondosa

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

P ltyl I act ini a s alm onii

Oidium sp.

G o I winomy c es ci chor ac e arum

vw. cichoracearum

Oidium sp.

Padosphaera fusca

Podosphaera ftnca

Podosphaera fusca

Menthaspicata

TeucriumJaPOnicum

Monardadi4vma

phrymaCeae(ハエドクソウ科)

MazusmLquelF'i
●

paulowniaceae(キリ科)

Paulowniatomentosa

verbenaceae(クマツヅラ科)

Verbenax勿′brida

AsteraIes(キク目)

campanubceae(キキョウ科)

Adenophoratrti?hyllavat.japonica

Astemceae(キク科)

Acht'lleamillefolium
Artemist'aindt'cavar.maximowiczii

Astermicrocephalusvar･ovatw

Asternovi-belgL'i

AsterTVbustus

Astertataricus

Bideywbiternata

BidensPondosa

オランダハッカ

二がクサ

タイマッハ●ナ

サキ●3'ケ

ビシ●ヨサ●クラ

ツリがネニンシ◆ン

セイヨウノコキ●リソウ

ヨモキ●

ノコンキ●ク
ユウセ'ンキ'ク

オオユウがキ◆ク

センダンゲサ

アメリカセンダンゲサ

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

OL'diumsp.

PjD,llactL'niasalmonii

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidt'umsp.

OL'diumsp.

GolovinoJ町,COSCichoracearum

var.cichoracearum

OL'diumsp.

Podosphaerab sca

PodosphaeraJ触ca

Podosphaerafwca

454

456

556

$04

893

922

923

13$5

156

19

1376

80i

26

111

380

547

766

$23

$26

954

1071

1219

1105

961

1326

1357

339

361

983

日37

1299

164

240

250

414

666

1304

33

74

84

岡山市門田屋敷 24･May-03

井原市木之子町 2-Ju1-03

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

新見市

新見市

小田部矢掛町

28･May-04

25-May-05

17rApト04

I7-APT-06

26-Apr-06

21･Apト0$
7-Oct-00

17-Jun･00

IS-Oct･05

真庭市足温泉 5-J皿-04

岡山市御津芳谷 24-Dec-00

岡山市竜口山 4-Nov-07

新見市 16-Oct-00

岡山市表町 3･Jun-01

岡山市半田山 6-Jtm-04

岡山市半田山 29-Oct-04

岡山市半田山 29-Oct-04

井原市木之子町

新見市新見

湯原町

和気郡佐伯町

小田部矢掛町

真庭市森山高原

岡山市津島

岡山市津島

小田部矢掛町

真庭市新庄村

新見市草間

真庭市幕山高原

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

岡山市

和気都佐伯町

岡山市半田山

岡山市御津芳谷

岡山市建部

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市

岡山市御津芳谷

岡山市半田山

高梁市弥高山

新見市

新見市新見

岡山市御津芳谷

16-Jam-04

30-ユun-00

8-Oct-00

15-Jun-01

23-May-04
4-Jun-04

18-Nov-01

18-Nov-01

14-Oct-06

4｣Nov-06

2｣Nov-07

4-Nov-06

16･Oct-06

14-Oct-06

27｣Nov-06

17-Jun-01

15-Jun-01

2トOct-06

12-Nov-06

3｣Nov-07

22-Oct-00

12-Nov-00

19-Nov･00

7-Ocト01

29-Oct-04

6･Nov-06

トAl噂･00

20-Sep-00
1･Oct-00

Menthaspicata

TeucriumJaPOnicum

Monardadi4vma

phrymaCeae(ハエドクソウ科)

MazusmLquelF'i
●

paulowniaceae(キリ科)

Paulowniatomentosa

verbenaceae(クマツヅラ科)

Verbenax勿′brida

AsteraIes(キク目)

campanubceae(キキョウ科)

Adenophoratrti?hyllavat.japonica

Astemceae(キク科)

Acht'lleamillefolium
Artemist'aindt'cavar.maximowiczii

Astermicrocephalusvar･ovatw

Asternovi-belgL'i

AsterTVbustus

Astertataricus

Bideywbiternata

BidensPondosa

オランダハッカ

二がクサ

タイマッハ●ナ

サキ●3'ケ

ビシ●ヨサ●クラ

ツリがネニンシ◆ン

セイヨウノコキ●リソウ

ヨモキ●

ノコンキ●ク
ユウセ'ンキ'ク

オオユウがキ◆ク

センダンゲサ

アメリカセンダンゲサ

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

OL'diumsp.

PjD,llactL'niasalmonii

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidt'umsp.

OL'diumsp.

GolovinoJ町,COSCichoracearum

var.cichoracearum

OL'diumsp.

Podosphaerab sca

PodosphaeraJ触ca

Podosphaerafwca

454

456

556

$04

893

922

923

13$5

156

19

1376

80i

26

111

380

547

766

$23

$26

954

1071

1219

1105

961

1326

1357

339

361

983

日37

1299

164

240

250

414

666

1304

33

74

84

岡山市門田屋敷 24･May-03

井原市木之子町 2-Ju1-03

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

新見市

新見市

小田部矢掛町

28･May-04

25-May-05

17rApト04

I7-APT-06

26-Apr-06

21･Apト0$
7-Oct-00

17-Jun･00

IS-Oct･05

真庭市足温泉 5-J皿-04

岡山市御津芳谷 24-Dec-00

岡山市竜口山 4-Nov-07

新見市 16-Oct-00

岡山市表町 3･Jun-01

岡山市半田山 6-Jtm-04

岡山市半田山 29-Oct-04

岡山市半田山 29-Oct-04

井原市木之子町

新見市新見

湯原町

和気郡佐伯町

小田部矢掛町

真庭市森山高原

岡山市津島

岡山市津島

小田部矢掛町

真庭市新庄村

新見市草間

真庭市幕山高原

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

岡山市

和気都佐伯町

岡山市半田山

岡山市御津芳谷

岡山市建部

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市

岡山市御津芳谷

岡山市半田山

高梁市弥高山

新見市

新見市新見

岡山市御津芳谷

16-Jam-04

30-ユun-00

8-Oct-00

15-Jun-01

23-May-04
4-Jun-04

18-Nov-01

18-Nov-01

14-Oct-06

4｣Nov-06

2｣Nov-07

4-Nov-06

16･Oct-06

14-Oct-06

27｣Nov-06

17-Jun-01

15-Jun-01

2トOct-06

12-Nov-06

3｣Nov-07

22-Oct-00

12-Nov-00

19-Nov･00

7-Ocト01

29-Oct-04

6･Nov-06

トAl噂･00

20-Sep-00
1･Oct-00

Menthaspicata

TeucriumJaPOnicum

Monardadi4vma

phrymaCeae(ハエドクソウ科)

MazusmLquelF'i
●

paulowniaceae(キリ科)

Paulowniatomentosa

verbenaceae(クマツヅラ科)

Verbenax勿′brida

AsteraIes(キク目)

campanubceae(キキョウ科)

Adenophoratrti?hyllavat.japonica

Astemceae(キク科)

Acht'lleamillefolium
Artemist'aindt'cavar.maximowiczii

Astermicrocephalusvar･ovatw

Asternovi-belgL'i

AsterTVbustus

Astertataricus

Bideywbiternata

BidensPondosa

オランダハッカ

二がクサ

タイマッハ●ナ

サキ●3'ケ

ビシ●ヨサ●クラ

ツリがネニンシ◆ン

セイヨウノコキ●リソウ

ヨモキ●

ノコンキ●ク
ユウセ'ンキ'ク

オオユウがキ◆ク

センダンゲサ

アメリカセンダンゲサ

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

OL'diumsp.

PjD,llactL'niasalmonii

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidt'umsp.

OL'diumsp.

GolovinoJ町,COSCichoracearum

var.cichoracearum

OL'diumsp.

Podosphaerab sca

PodosphaeraJ触ca

Podosphaerafwca

454

456

556

$04

893

922

923

13$5

156

19

1376

80i

26

111

380

547

766

$23

$26

954

1071

1219

1105

961

1326

1357

339

361

983

日37

1299

164

240

250

414

666

1304

33

74

84

岡山市門田屋敷 24･May-03

井原市木之子町 2-Ju1-03

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

新見市

新見市

小田部矢掛町

28･May-04

25-May-05

17rApト04

I7-APT-06

26-Apr-06

21･Apト0$
7-Oct-00

17-Jun･00

IS-Oct･05

真庭市足温泉 5-J皿-04

岡山市御津芳谷 24-Dec-00

岡山市竜口山 4-Nov-07

新見市 16-Oct-00

岡山市表町 3･Jun-01

岡山市半田山 6-Jtm-04

岡山市半田山 29-Oct-04

岡山市半田山 29-Oct-04

井原市木之子町

新見市新見

湯原町

和気郡佐伯町

小田部矢掛町

真庭市森山高原

岡山市津島

岡山市津島

小田部矢掛町

真庭市新庄村

新見市草間

真庭市幕山高原

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

岡山市

和気都佐伯町

岡山市半田山

岡山市御津芳谷

岡山市建部

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市

岡山市御津芳谷

岡山市半田山

高梁市弥高山

新見市

新見市新見

岡山市御津芳谷

16-Jam-04

30-ユun-00

8-Oct-00

15-Jun-01

23-May-04
4-Jun-04

18-Nov-01

18-Nov-01

14-Oct-06

4｣Nov-06

2｣Nov-07

4-Nov-06

16･Oct-06

14-Oct-06

27｣Nov-06

17-Jun-01

15-Jun-01

2トOct-06

12-Nov-06

3｣Nov-07

22-Oct-00

12-Nov-00

19-Nov･00

7-Ocト01

29-Oct-04

6･Nov-06

トAl噂･00

20-Sep-00
1･Oct-00



Calendulo amensis

C hry s anthe mum m or ifu I ium

Cirsium bitchuense

Corryza canadensis

Coreopsis lanceolata

Coreopsis tinctoria

Cosmos bipinnatus

Dahlia x hortensis

Eupatorium japonicum

Eup at or ium I i n dl ey anum

vw. lindlqtanum

Eupatorium makinoi

Eupatorium makinoi

Farfugium japonicam

Gerbera jamesoni

Helianthus annuus

Helianthn^r sp.

Lactuca indica f. indivisa

Lactaca indica

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

Podosphaera fusca

Podosphaera fusca

Oidium sp.

Podosphaera fusca

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

G ol ov inomy c es ci ch or a c e orum

vat. cichoracearum

Oidium sp,

Oidium sp.

Oidium sp.

Podosphaera xanthii

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

CalenduZaarvensis

Chrysanthemummorlfolium
CiTlSiumbitchuense

CoqJZaCanadenst'S

Coreopst'slanceolata

Coreopsistinctoria

Cosmosbli?innatus

Dahlt'axhorteTWt'S

EupatoriumJaPOnicum

Eupatoriumlindlganum

var.lt'ndlg,anum

EupatoT･iummakinoi

Eupatoriummakinoi

Farfugiumjaponicum

G erberajamesoni
Helianthusannu払y

Helianthussp.
Lactucat'ndicaf.indivisa

LactucaL'ndica

ヒメキンセンカ

キク

ピッチュウアサ●ミ

ヒメムカシヨモキ●

オオキンケイキ●ク

ゾヤノメソウ

コスモス

フジ'ハ●カマ

サワヒヨrlJ

ヒヨ r fJハ●ナ

ヒヨドリハ●ナ

ツワブキ

が-へ●ラ
ヒマワリ

キク科

ホソ八●ァキノノケ●シ

アキJJrシ

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Podosphaerafwca

Podosphaerabsca

Oidiumsp.

PodosphaerajiLSCa

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

GotovinomycescichoraceaT'um

var.cichoracearum

OL'diumsp.

0肋 桝Sp.

Oidiumsp.

Podosphaeraxanthii

Oidiumsp.

Oidt'umsp.

Oidiumsp.

114

411

727

897

901

902

1044

1059

1210

1234

1087

$55

591

120

125

126

238

776

1231

1240

$51

73

77

$2

899

900

962

1179

246

257

6$3

854

703

loos

1263

$0

6i2

721

796

1028

1092

12$5

76

322

139$

67

$9

91

871

791

57

564

135

168

37$

673

701

湯原町

新見市新見

岡山市津島

新見市新見

新見市新見

新見市新見

真庭市森山高原

真庭市森山高原

新見市草間

岡山市建部町

真庭市新庄村

岡山市御津金川

岡山市半田山

真庭市森山高原

真庭市義山高原

真庭市森山高原

都窪郡山手

久世町目木

岡山市建部町

岡山市建部町

岡山市津島

新見市新見

岡山市御津芳谷

新見市新見

新見市新見

新見市新見

倉敷市真備町

吉山市菓巣野

新見市新見

新見市新見

岡山市半田山

和気郡佐伯町

和気部佐伯町

8-Oct-00

2-Oct-01

31-Oct-04

3-Sep-00
4-Oct-00

30-Sep-00
3･Nov-06

3-Nov-06

2-Nov-07

3･Nov-07

4｣Nov-06

17-Nov-0I

6-Jun･04

8-Oct-00

8-Oct-00

S-Oct-00

11-Nov-00

5-Jun-04

3-Nov-07

3｣Nov-07

18-Nov･01

I9-Sep-00

24-SepJO

28-Sep-00
4-Oct-00

3-Oct-00

9-Oct-06

7-Oct-07

13｣Nov-00

19.Dec･00

29-Oct-04

17-Nov･01

30･0Ct-04

備前市長船町 28-Oct-06

傭前市長船町

岡山市青口山

岡山市御津芳谷

岡山市半田山

岡山市津島

和気都佐伯町

真庭市長田

真庭市新庄

高梁市弥高山

岡山市門田屋敷

岡山市門田屋敷

小田部矢掛町

新見市新見

新見市新見

新見市新見

新見市新見

和気都佐伯町

岡山市牧山

岡山市半田山

真庭市森山高原

新見市

和気都佐伯町

岡山市半田山

和気都佐伯町

2番-Oct-06

4-Nov-07

24-S甲･00
29-Oct-04

3トOct-04

29-Jun-02

2-Nov-06

4｣Nov-06

2トOct-07

23-Sop-00
3-Jun･01

21-Jam-09

7-Sep-00
4-Oct-00

5-Oct-00

17-Oct-00

29-Jun-02

27-Åug-00
6-Jun-04

番-0Ct-00

23-Oct-00

15-Jun･01

29･Oct-04

30-Oct-04

CalenduZaarvensis

Chrysanthemummorlfolium
CiTlSiumbitchuense

CoqJZaCanadenst'S

Coreopst'slanceolata

Coreopsistinctoria

Cosmosbli?innatus

Dahlt'axhorteTWt'S

EupatoriumJaPOnicum

Eupatoriumlindlganum

var.lt'ndlg,anum

EupatoT･iummakinoi

Eupatoriummakinoi

Farfugiumjaponicum

G erberajamesoni
Helianthusannu払y

Helianthussp.
Lactucat'ndicaf.indivisa

LactucaL'ndica

ヒメキンセンカ

キク

ピッチュウアサ●ミ

ヒメムカシヨモキ●

オオキンケイキ●ク

ゾヤノメソウ

コスモス

フジ'ハ●カマ

サワヒヨrlJ

ヒヨ r fJハ●ナ

ヒヨドリハ●ナ

ツワブキ

が-へ●ラ
ヒマワリ

キク科

ホソ八●ァキノノケ●シ

アキJJrシ

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Podosphaerafwca

Podosphaerabsca

Oidiumsp.

PodosphaerajiLSCa

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

GotovinomycescichoraceaT'um

var.cichoracearum

OL'diumsp.

0肋 桝Sp.

Oidiumsp.

Podosphaeraxanthii

Oidiumsp.

Oidt'umsp.

Oidiumsp.

114

411

727

897

901

902

1044

1059

1210

1234

1087

$55

591

120

125

126

238

776

1231

1240

$51

73

77

$2

899

900

962

1179

246

257

6$3

854

703

loos

1263

$0

6i2

721

796

1028

1092

12$5

76

322

139$

67

$9

91

871

791

57

564

135

168

37$

673

701

湯原町

新見市新見

岡山市津島

新見市新見

新見市新見

新見市新見

真庭市森山高原

真庭市森山高原

新見市草間

岡山市建部町

真庭市新庄村

岡山市御津金川

岡山市半田山

真庭市森山高原

真庭市義山高原

真庭市森山高原

都窪郡山手

久世町目木

岡山市建部町

岡山市建部町

岡山市津島

新見市新見

岡山市御津芳谷

新見市新見

新見市新見

新見市新見

倉敷市真備町

吉山市菓巣野

新見市新見

新見市新見

岡山市半田山

和気郡佐伯町

和気部佐伯町

8-Oct-00

2-Oct-01

31-Oct-04

3-Sep-00
4-Oct-00

30-Sep-00
3･Nov-06

3-Nov-06

2-Nov-07

3･Nov-07

4｣Nov-06

17-Nov-0I

6-Jun･04

8-Oct-00

8-Oct-00

S-Oct-00

11-Nov-00

5-Jun-04

3-Nov-07

3｣Nov-07

18-Nov･01

I9-Sep-00

24-SepJO

28-Sep-00
4-Oct-00

3-Oct-00

9-Oct-06

7-Oct-07

13｣Nov-00

19.Dec･00

29-Oct-04

17-Nov･01

30･0Ct-04

備前市長船町 28-Oct-06

傭前市長船町

岡山市青口山

岡山市御津芳谷

岡山市半田山

岡山市津島

和気都佐伯町

真庭市長田

真庭市新庄

高梁市弥高山

岡山市門田屋敷

岡山市門田屋敷

小田部矢掛町

新見市新見

新見市新見

新見市新見

新見市新見

和気都佐伯町

岡山市牧山

岡山市半田山

真庭市森山高原

新見市

和気都佐伯町

岡山市半田山

和気都佐伯町

2番-Oct-06

4-Nov-07

24-S甲･00
29-Oct-04

3トOct-04

29-Jun-02

2-Nov-06

4｣Nov-06

2トOct-07

23-Sop-00
3-Jun･01

21-Jam-09

7-Sep-00
4-Oct-00

5-Oct-00

17-Oct-00

29-Jun-02

27-Åug-00
6-Jun-04

番-0Ct-00

23-Oct-00

15-Jun･01

29･Oct-04

30-Oct-04

CalenduZaarvensis

Chrysanthemummorlfolium
CiTlSiumbitchuense

CoqJZaCanadenst'S

Coreopst'slanceolata

Coreopsistinctoria

Cosmosbli?innatus

Dahlt'axhorteTWt'S

EupatoriumJaPOnicum

Eupatoriumlindlganum

var.lt'ndlg,anum

EupatoT･iummakinoi

Eupatoriummakinoi

Farfugiumjaponicum

G erberajamesoni
Helianthusannu払y

Helianthussp.
Lactucat'ndicaf.indivisa

LactucaL'ndica

ヒメキンセンカ

キク

ピッチュウアサ●ミ

ヒメムカシヨモキ●

オオキンケイキ●ク

ゾヤノメソウ

コスモス

フジ'ハ●カマ

サワヒヨrlJ

ヒヨ r fJハ●ナ

ヒヨドリハ●ナ

ツワブキ

が-へ●ラ
ヒマワリ

キク科

ホソ八●ァキノノケ●シ

アキJJrシ

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Podosphaerafwca

Podosphaerabsca

Oidiumsp.

PodosphaerajiLSCa

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

GotovinomycescichoraceaT'um

var.cichoracearum

OL'diumsp.

0肋 桝Sp.

Oidiumsp.

Podosphaeraxanthii

Oidiumsp.

Oidt'umsp.

Oidiumsp.

114

411

727

897

901

902

1044

1059

1210

1234

1087

$55

591

120

125

126

238

776

1231

1240

$51

73

77

$2

899

900

962

1179

246

257

6$3

854

703

loos

1263

$0

6i2

721

796

1028

1092

12$5

76

322

139$

67

$9

91

871

791

57

564

135

168

37$

673

701

湯原町

新見市新見

岡山市津島

新見市新見

新見市新見

新見市新見

真庭市森山高原

真庭市森山高原

新見市草間

岡山市建部町

真庭市新庄村

岡山市御津金川

岡山市半田山

真庭市森山高原

真庭市義山高原

真庭市森山高原

都窪郡山手

久世町目木

岡山市建部町

岡山市建部町

岡山市津島

新見市新見

岡山市御津芳谷

新見市新見

新見市新見

新見市新見

倉敷市真備町

吉山市菓巣野

新見市新見

新見市新見

岡山市半田山

和気郡佐伯町

和気部佐伯町

8-Oct-00

2-Oct-01

31-Oct-04

3-Sep-00
4-Oct-00

30-Sep-00
3･Nov-06

3-Nov-06

2-Nov-07

3･Nov-07

4｣Nov-06

17-Nov-0I

6-Jun･04

8-Oct-00

8-Oct-00

S-Oct-00

11-Nov-00

5-Jun-04

3-Nov-07

3｣Nov-07

18-Nov･01

I9-Sep-00

24-SepJO

28-Sep-00
4-Oct-00

3-Oct-00

9-Oct-06

7-Oct-07

13｣Nov-00

19.Dec･00

29-Oct-04

17-Nov･01

30･0Ct-04

備前市長船町 28-Oct-06

傭前市長船町

岡山市青口山

岡山市御津芳谷

岡山市半田山

岡山市津島

和気都佐伯町

真庭市長田

真庭市新庄

高梁市弥高山

岡山市門田屋敷

岡山市門田屋敷

小田部矢掛町

新見市新見

新見市新見

新見市新見

新見市新見

和気都佐伯町

岡山市牧山

岡山市半田山

真庭市森山高原

新見市

和気都佐伯町

岡山市半田山

和気都佐伯町

2番-Oct-06

4-Nov-07

24-S甲･00
29-Oct-04

3トOct-04

29-Jun-02

2-Nov-06

4｣Nov-06

2トOct-07

23-Sop-00
3-Jun･01

21-Jam-09

7-Sep-00
4-Oct-00

5-Oct-00

17-Oct-00

29-Jun-02

27-Åug-00
6-Jun-04

番-0Ct-00

23-Oct-00

15-Jun･01

29･Oct-04

30-Oct-04



Lac-tuca indica

Lactuca indica van dracoglossa

Ligulariafischeri

L i gul ari a st eno c eph al a

Matricaria recutita

Petasites japonicus

P icris hieracioides subsp. 7 aponica

Solidago altissima

Solidago gigantea subsp. serotina

Solidago virgaurea subsp. asiatica

Sonchus oleraceus

Taraxacum albidum

Taraxacum japonicum

Tarmacum fficinale

'anthium 
occidentale

Podosphaera xanthii

Podosphaera fusca

Oidium sp.
'eoerysiphe 

hiratae

Oidium sp.

Oidium sp.

Podosphaera fusca

Oidium sp.

Oidium sp.

Oidium sp.

G al ov inomy c e s c i c hor ac e orutn

var, cichoracearum

Oidium sp.

Podosphaerafusca

Oidium sp.

Podosphaerafusca

Podosphaera fusca

Lactucaindica

Lactucaindt-cavar.dracogZossa

Ligulariajischeri

Lt'gulariastenocephala
Mairicwiarecutita

PetasitesJaPOnicus
●

Picrishieracioidessubsp.japonica

SolidagoaltL'sst'ma

●
SolidagoglganteaSubsp.serotina

SolidagovlrgaureaSubsp.asiadca
●

Sonchusoleraceus

Taraxacumalbidum

TaraxacumJaPOnicum

TararacumojWcinale

Xanthiumoccidentale

ZL'nniaeZegaw

アキ/ノケ●シ

リュウセ●ッサイ

オ紬ラコウ

メタカラコウ

カミツレ

コウ'J'リ+

セイ紬アワダチッウ

オオアワダチッウ

アキノキリンソウ

シロJl■ナタンポホ○

カンサイタンホ〇本○

セイヨウタンホ○ホ○

オオオナモミ

ヒヤクニチッウ

Podosphaerafusca

Oidiumsp.

NeoeTySlbhehiratae

Oidiumsp.

Oidt'umsp.

Podosphaerafusca

OL'dL'umsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Golovinomycescichoracewum
var.cichoracearum

Oidiumsp.

PodosphaeT･aJ払ca
Oidt'umsp.

Podosphaerajhsca

Podosphaerahca

Podosphaeraxanthii

978

10$9

1133

1255

1328

1374

368

1018

1042

300

387

567

953

1016

lo阜l

10$8

358

887

212

245

259

261

371

439

814

832

$4$

587

1027

97

140

269

367

578

674

731

778

869

548

558

1367

1384

23

62

12$

365

413

415

422

424

767

966

1060

1221

1002

93

233

1241

78

井原市美星町

真庭市新庄村

新見市

岡山市毒口山

小田部矢掛町

小田部矢掛町

和気都佐伯町

苫田都鏡野町

真庭市幕山高原

新見市新見

新見市新見

岡山市半田山

小田部矢掛町

苫田郡鏡野町

真庭市新庄村

真庭市新庄村

和気都佐伯町

新見市新見

新見市城山公園

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

和気郡佐伯町

岡山市御津芳谷

井原市木之子町

岡山市津島

和気都佐伯町

岡山市半田山

真庭市長田

湯原町

新見市城山公園

岡山市古京町

和気都佐伯町

岡山市半日山

岡山市半田山

岡山市津島

真庭市足温泉

倉赦市

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部央掛町

新見市

新見市新見

真庭市森山高原

和気都佐伯町

新見市新見

新見市新見

新見市新見

新見市新見

真庭市島山高原

井原市美星町

真庭市森山高原

新見市草間

傭前市長船町

新見市

新見市新見

久米都美咲町

岡山市御津芳谷

21-Oct-06

4-Nov･06

5-Nov･06

4-Nov-07

14-Oct-06

22-Nov-0$

15-Jun-01

2-Nov･06

3-Nov･06

25-Apト01
5-Ju1-01

6-Jun-04

14-Oct-06

2｣Nov-06

4-Nov･06

4-Nov-06

15-Jun-01

7･Oct-00

4-Nov-00

12-Nov-00

24-Dec-00

5-Jam-01

15一九m-01

9-Jun-02

16･Jan･04

18-Nov-01

17･Nov-01

6-Jun-04

2-Nov･06

8-Oct-00

10-ユun-00

15-Feゎ-01

15-JuIト0I

6-Jun･04

29-Oct-04

31-Oct･04

5-JuIト04

19-Nov-05

23･May-04

29･May-04

9-May-08

23-May-08
19-Jun･00

3-Sep-00
8･Oct･00

15･Jun-01
6-Oct･01

6･Oct-01

12-Oct-01

10-Oct-01

4-Jun･04

22-Oct-06

3-Nov･06

2-Nov-07

28-Oct-06

7-Oct･00

9･Nov･00

3-Nov･07

24-Sop-00

Lactucaindica

Lactucaindt-cavar.dracogZossa

Ligulariajischeri

Lt'gulariastenocephala
Mairicwiarecutita

PetasitesJaPOnicus
●

Picrishieracioidessubsp.japonica

SolidagoaltL'sst'ma

●
SolidagoglganteaSubsp.serotina

SolidagovlrgaureaSubsp.asiadca
●

Sonchusoleraceus

Taraxacumalbidum

TaraxacumJaPOnicum

TararacumojWcinale

Xanthiumoccidentale

ZL'nniaeZegaw

アキ/ノケ●シ

リュウセ●ッサイ

オ紬ラコウ

メタカラコウ

カミツレ

コウ'J'リ+

セイ紬アワダチッウ

オオアワダチッウ

アキノキリンソウ

シロJl■ナタンポホ○

カンサイタンホ〇本○

セイヨウタンホ○ホ○

オオオナモミ

ヒヤクニチッウ

Podosphaerafusca

Oidiumsp.

NeoeTySlbhehiratae

Oidiumsp.

Oidt'umsp.

Podosphaerafusca

OL'dL'umsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Golovinomycescichoracewum
var.cichoracearum

Oidiumsp.

PodosphaeT･aJ払ca
Oidt'umsp.

Podosphaerajhsca

Podosphaerahca

Podosphaeraxanthii

978

10$9

1133

1255

1328

1374

368

1018

1042

300

387

567

953

1016

lo阜l

10$8

358

887

212

245

259

261

371

439

814

832

$4$

587

1027

97

140

269

367

578

674

731

778

869

548

558

1367

1384

23

62

12$

365

413

415

422

424

767

966

1060

1221

1002

93

233

1241

78

井原市美星町

真庭市新庄村

新見市

岡山市毒口山

小田部矢掛町

小田部矢掛町

和気都佐伯町

苫田都鏡野町

真庭市幕山高原

新見市新見

新見市新見

岡山市半田山

小田部矢掛町

苫田郡鏡野町

真庭市新庄村

真庭市新庄村

和気都佐伯町

新見市新見

新見市城山公園

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

和気郡佐伯町

岡山市御津芳谷

井原市木之子町

岡山市津島

和気都佐伯町

岡山市半田山

真庭市長田

湯原町

新見市城山公園

岡山市古京町

和気都佐伯町

岡山市半日山

岡山市半田山

岡山市津島

真庭市足温泉

倉赦市

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部央掛町

新見市

新見市新見

真庭市森山高原

和気都佐伯町

新見市新見

新見市新見

新見市新見

新見市新見

真庭市島山高原

井原市美星町

真庭市森山高原

新見市草間

傭前市長船町

新見市

新見市新見

久米都美咲町

岡山市御津芳谷

21-Oct-06

4-Nov･06

5-Nov･06

4-Nov-07

14-Oct-06

22-Nov-0$

15-Jun-01

2-Nov･06

3-Nov･06

25-Apト01
5-Ju1-01

6-Jun-04

14-Oct-06

2｣Nov-06

4-Nov･06

4-Nov-06

15-Jun-01

7･Oct-00

4-Nov-00

12-Nov-00

24-Dec-00

5-Jam-01

15一九m-01

9-Jun-02

16･Jan･04

18-Nov-01

17･Nov-01

6-Jun-04

2-Nov･06

8-Oct-00

10-ユun-00

15-Feゎ-01

15-JuIト0I

6-Jun･04

29-Oct-04

31-Oct･04

5-JuIト04

19-Nov-05

23･May-04

29･May-04

9-May-08

23-May-08
19-Jun･00

3-Sep-00
8･Oct･00

15･Jun-01
6-Oct･01

6･Oct-01

12-Oct-01

10-Oct-01

4-Jun･04

22-Oct-06

3-Nov･06

2-Nov-07

28-Oct-06

7-Oct･00

9･Nov･00

3-Nov･07

24-Sop-00

Lactucaindica

Lactucaindt-cavar.dracogZossa

Ligulariajischeri

Lt'gulariastenocephala
Mairicwiarecutita

PetasitesJaPOnicus
●

Picrishieracioidessubsp.japonica

SolidagoaltL'sst'ma

●
SolidagoglganteaSubsp.serotina

SolidagovlrgaureaSubsp.asiadca
●

Sonchusoleraceus

Taraxacumalbidum

TaraxacumJaPOnicum

TararacumojWcinale

Xanthiumoccidentale

ZL'nniaeZegaw

アキ/ノケ●シ

リュウセ●ッサイ

オ紬ラコウ

メタカラコウ

カミツレ

コウ'J'リ+

セイ紬アワダチッウ

オオアワダチッウ

アキノキリンソウ

シロJl■ナタンポホ○

カンサイタンホ〇本○

セイヨウタンホ○ホ○

オオオナモミ

ヒヤクニチッウ

Podosphaerafusca

Oidiumsp.

NeoeTySlbhehiratae

Oidiumsp.

Oidt'umsp.

Podosphaerafusca

OL'dL'umsp.

Oidiumsp.

Oidiumsp.

Golovinomycescichoracewum
var.cichoracearum

Oidiumsp.

PodosphaeT･aJ払ca
Oidt'umsp.

Podosphaerajhsca

Podosphaerahca

Podosphaeraxanthii

978

10$9

1133

1255

1328

1374

368

1018

1042

300

387

567

953

1016

lo阜l

10$8

358

887

212

245

259

261

371

439

814

832

$4$

587

1027

97

140

269

367

578

674

731

778

869

548

558

1367

1384

23

62

12$

365

413

415

422

424

767

966

1060

1221

1002

93

233

1241

78

井原市美星町

真庭市新庄村

新見市

岡山市毒口山

小田部矢掛町

小田部矢掛町

和気都佐伯町

苫田都鏡野町

真庭市幕山高原

新見市新見

新見市新見

岡山市半田山

小田部矢掛町

苫田郡鏡野町

真庭市新庄村

真庭市新庄村

和気都佐伯町

新見市新見

新見市城山公園

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

岡山市御津芳谷

和気郡佐伯町

岡山市御津芳谷

井原市木之子町

岡山市津島

和気都佐伯町

岡山市半田山

真庭市長田

湯原町

新見市城山公園

岡山市古京町

和気都佐伯町

岡山市半日山

岡山市半田山

岡山市津島

真庭市足温泉

倉赦市

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部矢掛町

小田部央掛町

新見市

新見市新見

真庭市森山高原

和気都佐伯町

新見市新見

新見市新見

新見市新見

新見市新見

真庭市島山高原

井原市美星町

真庭市森山高原

新見市草間

傭前市長船町

新見市

新見市新見

久米都美咲町

岡山市御津芳谷

21-Oct-06

4-Nov･06

5-Nov･06

4-Nov-07

14-Oct-06

22-Nov-0$

15-Jun-01

2-Nov･06

3-Nov･06

25-Apト01
5-Ju1-01

6-Jun-04

14-Oct-06

2｣Nov-06

4-Nov･06

4-Nov-06

15-Jun-01

7･Oct-00

4-Nov-00

12-Nov-00

24-Dec-00

5-Jam-01

15一九m-01

9-Jun-02

16･Jan･04

18-Nov-01

17･Nov-01

6-Jun-04

2-Nov･06

8-Oct-00

10-ユun-00

15-Feゎ-01

15-JuIト0I

6-Jun･04

29-Oct-04

31-Oct･04

5-JuIト04

19-Nov-05

23･May-04

29･May-04

9-May-08

23-May-08
19-Jun･00

3-Sep-00
8･Oct･00

15･Jun-01
6-Oct･01

6･Oct-01

12-Oct-01

10-Oct-01

4-Jun･04

22-Oct-06

3-Nov･06

2-Nov-07

28-Oct-06

7-Oct･00

9･Nov･00

3-Nov･07

24-Sop-00



belia spathulata

Lonicera japonica

Sambuans racemosa subsp.

sieboldiana

Viburnum dilatatum

Vi bur num p hl eb otr i chum

Weigela decora

Weigela hortensis

Apiales (t!) H )
Apiaceae(.lzUH)

Ostericum sieboldii

Torilis japonica

Oidium sp.

Erysiphe abeliicola

Oidium sp,

Erysiphe vanbruntiana

vat. s ambuci-r acemos ae

Erysiphe sparsa

Oidium sp,

Erysiphe dierv illae v ax. diery ill ae

Erysiphe diervillae var. dieryillae

ArctiumlaFPa

Dipsacales(マツムシソウ目)

caprifoliaceae(スイカズラ科)

Abeliaspathulata

LoniceraJaPOnL'ca

Sambucusracemosasubsp.
sieboldt'ana

VL'burnumdL'latatum

VL'burnumphlebotrichum

Weigeladecora

WeigelahorteWis

Apiales(セリ目)

Apiaceae(セリ科)
Ostericumsieboldii

TorL'lisjaponica

ツタハ'ネウツキ ●

スイカス●ラ

がマス●ミ

オトコヨウゾメ
ニシキウツキ●

タニウツキ●

ヤマセ●リ

ヤブシ●ラミ

Oidt'umsp.

EryslPheabeliicoZa
Oidiumsp.

ETySlj?hevanbruntiana
var.sambuci_racemosae

ETyS申hesparsa

OL'diumsp.

EwsIPhedieTVillaevat.diervt'llae

ETySlPhediewillaevar.dt'ervilZae

Eryslbheheraclei

Oidiumsp.

154

160

432

1379

1021

119

377

1035

1065

1213

1072

1093

118

1022

Ills

792

106

94

842

1039

1082

10$5

1096

新見市 17-Oct-00

岡山市御津芳谷 22･Oct-00

岡山市御津芳谷 12｣Nov40

小田部矢掛町 23rA喝･06

真庭市長田

真庭市義山高原

和気部佐伯町

真庭市森山高原

真庭市島山高原

新見市草間

真庭市新庄村

真庭市新庄村

真庭市森山高原

真庭市長田

新見市

和気都佐伯町

真庭市森山高原

真庭市森山高原

和気都佐伯町

真庭市森山高原

共産市新庄村

真庭市新庄村

真庭市新庄村

新見市

新見市羅生門

岡山市半田山

真庭市勝山町

2-Nov-06

S-Oct-00

15･Jun-01

3｣Nov･06

3-Nov-06

2_Nov-07

4-Nov-06

4｣Nov-06

8･Oct-00

2｣Nov-06

5｣Nov-06

29･Jun-02

S-Oct-00

8･Oct-00

17･Nov-01

3｣Nov-06

4-Nov-06

4･Nov-06

4-Nov-06

5-Nov-06

2-Nov-07

6-Jun･04

5-Jun･04

ArctiumlaFPa

Dipsacales(マツムシソウ目)

caprifoliaceae(スイカズラ科)

Abeliaspathulata

LoniceraJaPOnL'ca

Sambucusracemosasubsp.
sieboldt'ana

VL'burnumdL'latatum

VL'burnumphlebotrichum

Weigeladecora

WeigelahorteWis

Apiales(セリ目)

Apiaceae(セリ科)
Ostericumsieboldii

TorL'lisjaponica

ツタハ'ネウツキ ●

スイカス●ラ

がマス●ミ

オトコヨウゾメ
ニシキウツキ●

タニウツキ●

ヤマセ●リ

ヤブシ●ラミ

Oidt'umsp.

EryslPheabeliicoZa
Oidiumsp.

ETySlj?hevanbruntiana
var.sambuci_racemosae

ETyS申hesparsa

OL'diumsp.

EwsIPhedieTVillaevat.diervt'llae

ETySlPhediewillaevar.dt'ervilZae

Eryslbheheraclei

Oidiumsp.

154

160

432

1379

1021

119

377

1035

1065

1213

1072

1093

118

1022

Ills

792

106

94

842

1039

1082

10$5

1096

新見市 17-Oct-00

岡山市御津芳谷 22･Oct-00

岡山市御津芳谷 12｣Nov40

小田部矢掛町 23rA喝･06

真庭市長田

真庭市義山高原

和気部佐伯町

真庭市森山高原

真庭市島山高原

新見市草間

真庭市新庄村

真庭市新庄村

真庭市森山高原

真庭市長田

新見市

和気都佐伯町

真庭市森山高原

真庭市森山高原

和気都佐伯町

真庭市森山高原

共産市新庄村

真庭市新庄村

真庭市新庄村

新見市

新見市羅生門

岡山市半田山

真庭市勝山町

2-Nov-06

S-Oct-00

15･Jun-01

3｣Nov･06

3-Nov-06

2_Nov-07

4-Nov-06

4｣Nov-06

8･Oct-00

2｣Nov-06

5｣Nov-06

29･Jun-02

S-Oct-00

8･Oct-00

17･Nov-01

3｣Nov-06

4-Nov-06

4･Nov-06

4-Nov-06

5-Nov-06

2-Nov-07

6-Jun･04

5-Jun･04

ArctiumlaFPa

Dipsacales(マツムシソウ目)

caprifoliaceae(スイカズラ科)

Abeliaspathulata

LoniceraJaPOnL'ca

Sambucusracemosasubsp.
sieboldt'ana

VL'burnumdL'latatum

VL'burnumphlebotrichum

Weigeladecora

WeigelahorteWis

Apiales(セリ目)

Apiaceae(セリ科)
Ostericumsieboldii

TorL'lisjaponica

ツタハ'ネウツキ ●

スイカス●ラ

がマス●ミ

オトコヨウゾメ
ニシキウツキ●

タニウツキ●

ヤマセ●リ

ヤブシ●ラミ

Oidt'umsp.

EryslPheabeliicoZa
Oidiumsp.

ETySlj?hevanbruntiana
var.sambuci_racemosae

ETyS申hesparsa

OL'diumsp.

EwsIPhedieTVillaevat.diervt'llae

ETySlPhediewillaevar.dt'ervilZae

Eryslbheheraclei

Oidiumsp.

154

160

432

1379

1021

119

377

1035

1065

1213

1072

1093

118

1022

Ills

792

106

94

842

1039

1082

10$5

1096

新見市 17-Oct-00

岡山市御津芳谷 22･Oct-00

岡山市御津芳谷 12｣Nov40

小田部矢掛町 23rA喝･06

真庭市長田

真庭市義山高原

和気部佐伯町

真庭市森山高原

真庭市島山高原

新見市草間

真庭市新庄村

真庭市新庄村

真庭市森山高原

真庭市長田

新見市

和気都佐伯町

真庭市森山高原

真庭市森山高原

和気都佐伯町

真庭市森山高原

共産市新庄村

真庭市新庄村

真庭市新庄村

新見市

新見市羅生門

岡山市半田山

真庭市勝山町

2-Nov-06

S-Oct-00

15･Jun-01

3｣Nov･06

3-Nov-06

2_Nov-07

4-Nov-06

4｣Nov-06

8･Oct-00

2｣Nov-06

5｣Nov-06

29･Jun-02

S-Oct-00

8･Oct-00

17･Nov-01

3｣Nov-06

4-Nov-06

4･Nov-06

4-Nov-06

5-Nov-06

2-Nov-07

6-Jun･04

5-Jun･04



FIGURE LEGENDS

Fig. 8. Erysiphe liquidambaris. A. Symptoms; B. Colony; C. Chasmothecia; D. Conidia
and conidiophore; E. Conidial germtube; F. Hyphal appressoria G. Chasmothecia; H.
Chasmothecial appendages; I. Chasmothecial short appendages; J. Asci and ascospores.
Bars, C 100 p m; D-E 20 p m;G l00p m; H-J 20 p m.

FIGURELEGENDS

Fig.8.Erysipheliquidambaris.A.Symptoms;B.Colony;C.Chasmothecia;D.Conidia

andconidiophore;E.Conidialgemtube;F.Hyphal叩preSSOriaG.Chasmothecia;H.

Chasmothecialappendages;Ⅰ.Chasmothecialshortappendages;∫.Asciandascospores.

Bars,CIOO〃m;D-E20〃m;GIOO〃m;H-J20〃m.
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FIGURE LEGENDS
Fig. 9. A-H Erysiphe polygoni. A. Symptoms; B. Conidia and conidiophore; C. Conidial
germtube; D. Hyphal appressoria; E. Asci and ascospores; F. Chasmothecium; G. Asci
and ascospores; H. Chasmothecial appendages. I, K-Lo O-Q. Erysiphe euphorbiae. L
Symptoms; J. Conidia and conidiophore; K-L. Conidial germtube; O. Chasmothecium;
P. Asci and ascospores; Q. Chasmothecial appendages. J, M-N, R-T. Podosphaera
euphorbiae. M-N. Conidial germtube; R. Chasmothecium; S. Chasmothecium with
ascus; T. Ascus and ascospores. Bars, B-E,H,J-N,T 20 pr m; F,G,O-Q 50 p m; R,S 100 p
m.
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Fig･9.A-HErysiphepolygoni.A.Symptoms;B.Conidiaandconidiophore;C.Conidial

germtube;D.Hyphalappressoria;E.Asciandascospores;F.Chasmothecium;G.Asci

andascospores;H.Chasmothecialappendages.I,K-L,0-Q.Eryslbheeuphorbiae.Ⅰ.

Symptoms;∫.Conidiaandconidiophore;K-L Conidialgermtube;0.Chasmothecium;

P.Asciandascospores;Q.Chasmothecialappendages.J,M-N,R-T.Podosphaera

euphorbiae.M-N.Conidialgermtube;R.Chasmothecium;S.Chasmothecium with

ascus;T.Ascusandascospores.Bars,B-E,H,∫-N,T20〃m;F,G,0-q50〝m;良,Sloo″
m.
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FIGURE LEGENDS
Fig. 10. A-I Erysiphe necator. A. Conidium; B. Conidium and conidiophores; C. Conidia
and conidiophores; D. Conidiophore; E. Chasmothecia; F. Chasmothecial appendages; G.
Chasmothecial appendages; H. Ascus and ascospores; I. Asci and ascospores. J-O
Erysiphe necator var. ampelopsidis. J. Conidia and conidiophores; K. Conidiophore; L.
Chasmothecia; M. Ascus and ascospores; N. Appendages; O. Asci and ascospores. Bars,
A  50p m;  B-D 20 p  m;E 50  p ,m;  F-K 20  p  m;L  100pr  m;  M-O 50p m.

FIGURELEGENDS

Fig.10.A-IErysiphenecator.A.Conidium;B.Conidiumandconidiophores;C.Conidia

andconidiophores;D.Conidiophore;E.Chasmothecla;F.Chasmothecialappendages;G.
●

Chasmothecialappendages;H.Ascusandascospores;I.Asciandascospores.J10

Eryslbhenecatorvar.ampelopsidis.J.Conidiaandconidiophores;K.Conidiophore;L.

Chasmothecia;M.Ascusandascospores;N.Appendages;0.Asciandascospores.Bars,
A50〃m;B-D20〃m;E50〃m;トK20〝m;LIOO〃m;M-050〃m.
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FIGURE LEGENDS
Fig. 11. A-D Golovinomyces rubiae. A. Host plants; B. Chasmothecum and asci; C. Asci
and ascospores; D. Asci and ascospores. E-J Neoerysiphe hiratae. E. Host plants; F.
Chasmothecia; G. Chasmothecium; H. Appendages; I. Asci; J. Asci. K-O Phyllactinia
guttata. K. Host plants; L. Chasmothecium; M. Appendages; N. Asci and ascospores; O.
Penicillate-cells. P-T Phyllactinia guttata. P. Host plant; Q. Chasmothecium; R. Asci
and ascospores; S. Ascus and ascospores; T. Penicillate-cells. U-X Podosphaera
Fibroidium. U. Host plant; V. Conidia and conidiophore; W. Germinating conidium; X.
Appressoria.Bars, B 50 pm; C-D 20 pm; E 100 pm; G 50 pm; H 20 pm; I 50 pm; J 20
pm; L-M 100 pm; N-O 20 pm; R-Q 100 pm; R 50 pm; S 20 pm; T 50 pm; V-X 20 pm.
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Fig.11.A-DGolovinomycesrubiae.A.Hostplants;B.Chasmothecumandasci;C.Asci

andascospores;D.Asciandascospores.EIJNeoerysiphehiratae.E.Hostplants;F.

Chasmothecia;G.Chasmothecium;H.Appendages;I.Asci;J.Asci.K-0Phyllactinia

guttata･K.Hostplants;L.Chasmothecium;M.Appendages;N.Asciandascospores;0.
Penicillate-cells.p-TPhyllactiniaguttata.P.Hostplant;Q.Chasmothecium;R.Asci

andascospores;S.Ascusandascospores;T.Penicillate-cells.UIX Podosphaera

Fibroidium.U.Hostplant;V.Conidiaandconidiophore;W.Germinatingconidium;X.

Appressoria.Bars,B50LLm;C-D20pm;E100pm;G50pm;H20LIm;I50pm;J20

pm;L-MIOOpm;N-020pm;R-QIOOpm;R50pm;S20pm;T50い.m;V-x20pm.
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FIGURE LEGENDS
Fig. 12. A-C Podosphaera clandestina var. clandesttna. A. Chasmothecium; B.
Chasmothecia and asci; C. Ascus and ascospores. D-F Erysiphe schizophragmatis. D.
Chasmothecium; E. Appendage; F. Asci and ascospores. G,H Erysiphe izuensis. G.
Chasmothecium; H. Asci and ascospores. I-K E viciae-unijugae. I. Conidia and
conidiophores; J. Appressoria; K. Chasmothecium and asci. L-O Neoerysiphe galeopsidis.
L. Conidia and conidiophore; M. Germinating conidium; N. Ascus; O. Chasmothecium.
P-R Golovinomyces orontii. P. Chasmothecium; Q. Appendages ; R. Asci and ascospores.
S. Asci and ascospores of G. riedlianzs. T-W Phyllactinia alni. T. Chasmothecium; U.
Appendage;V. Asci and ascospores ;W. Penicillate-cell. Bars, A-B 50 pm; C 20 pm; D
50 pm; E-F 20 pm; G 50 pm; H 20 pm; I 50 pm; J 20 pm; K 50 pm; L-M 20 pm; N-Q 50
pm; R-S 50 pm; T 50 pm; U-W 20 pm.
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Fig.12.A-C Podosphaeraclandestinavar.clandestina.A.Chasmothecium;B.

Chasmotheciaandasci;C.Ascusandascospores.D-FEryslbheschizophragmatis.D.

Chasmothecium;E.Appendage;F.Asciandascospores.G,HErysipheizuensis.G.

Chasmothecium;H.Asciandascospores.I-K E.viciae-unljugae.I.Conidiaand

conidiophores;J.Appressoria;K.Chasmotheciumandasci.L-0Neoeryslbhegaleopsidis.

LConidiaandconidiophore;M.Geminatingconidium;N.Ascus;0.Chasmothecium.

p-RGolovinomycesorontii.P.Chasmothecium;Q.Appendages;R.Asciandascospores.

S.AsciandascosporesofG.riedlianus.T-W Phyllactiniaalni.T.Chasmothecium;U.

Appendage;V.Asciandascospores;W.Penicillate-cell.Bars,A-B50pm;C20pm;D

50pm;E-F20pm;G50pm;H20pm;Ⅰ50pm;J20pm;K50pm;L･M20pm;N-Q50

pm;R-S50pm;T50pm;U-W20pm.
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Fig. 13. A‐D fbあ sp力′era 力 sa′ .A. H[ost plant; B. Chasmothecium; C. Ascus and

ascospores; :Do Ascus and ascosporeso E‐ I Paあ ψ力′θ″ koreaコa. E. HOst plant; F.

Chasmothecium; Go Chasmothecium,asci and ascospores; H.Chasmothecium with

appendages;I.Ascus and ascospores.J口 N Poごο″力′ara cρarsa.J.Host plant;]K.Conidia

and conidiophores;L.Clerminating conidia;M.Chasmotheciunl,N.Ascus and ascospores。

O‐R     力 θ ′αttileぎaθ Varo ag鳳i■eJaθ.0。 HOst plant; P.Chasmothecium; Q。

Chasmotheciunl and asci;:R. Asci and ascospores oBars,B5011m;C2011m;:D2011m;

F‐G50pm;H‐ 120 pm;K‐ L20pm;M50pm;N20pm;P100pm;Q50pm;R20pm.
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Fig.13.A･D PodosphaeLTafuSCa.A.Hostplant;B.Chasmothecium;C.Ascusand

ascospores;D.Ascusandascospores.E･IPodosphaezTakozTeaDa.E.Hostplant;F.

Chasmothecium,'G.Chasmothecium,asciand ascospores;H.Chasmothecium with

appendages,'Ⅰ.Ascusandascospores.JINPodospAaerasparsa.a.Hostplant;K.Conidia

andconidiophores;L.Germinatingconidia;M.Chasmothecium;N.Ascusandascospores.

0･R ErysLbheaqul'1eBT'aevar.aquL'1eg2'ae.0.Hostplant''P.Chasmothecium;Q.

Chasmotheciumandasci;R.Asciandaseospores.Bars,ち50pm;C20pm;D20pm;

F･G50pm;H･Ⅰ20pm;K･L20pm;M50pm;N20pm,'PIOOpm;Q50pm;R20pm.
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Fig.14.Size of ascospores of Gο′οソJ“οη σθS ο″ο″′JJ and G.rJθグ′Jα″"s on CαJ力″π
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Fig.14.SizeofascosporesofGolovinomycesorontiiandG.riedlianusonGalium
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